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埼経協ニュース３７９号

平
成
二
六
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一
月

九
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
十
七
時
ま
で
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な
ら

び
に
会
員
を
合
わ
せ
て
三
三
〇
名
で
あ
っ

た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁
に
掲
載
）

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

西
村
和
義
会
長

（
日
本
信
号
�
取
締
役
会
長
）

西
村
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環

境
、
平
成
二
六
年
の
経
済
見
通
し
等
に
触

れ
ら
れ
た
後
に
、
今
後
の
日
本
経
済
再
生

に
当
た
っ
て
は
、�
変
化
を
恐
れ
な
い
�

経
営
者
の
姿
勢
こ
そ
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

�
前
例
主
義
・
経
験
則
至
上
主
義
を
廃
し
、

積
極
的
に
リ
ス
ク
を
と
り
に
い
く
と
い

う
挑
戦
す
る
勇
気

�
企
業
の
最
大
の
財
産
で
あ
る
人
的
資
源

を
有
効
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
女
性
に

活
躍
の
場
を
積
極
的
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、
社
員
の
働
き
が
い
を
高
め
る
取

り
組
み
の
推
進

�
ど
の
よ
う
な
変
化
に
対
し
て
も
受
動
的

に
「
変
わ
る
」
の
で
は
な
く
、
能
動
的

に
「
変
え
る
」
こ
と
の
で
き
る
�
懐
の

深
さ
�と
変
化
に
素
早
く
対
応
す
る�
鋭

敏
さ
�
を
あ
わ
せ
持
つ
組
織
へ
の
変
革

の
三
点
の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
、
そ
の
後
、

本
年
の
本
会
事
業
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化

さ
せ
る
旨
の
決
意
を
述
べ
、
挨
拶
を
結
ば

れ
た
。

来
賓
挨
拶

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

安
藤

久
佳
氏

財
務
省
関
東
財
務
局
長

坂
本

正
喜
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長代

田

雅
彦
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長関

根

郁
夫
氏

日
本
労
働
組
合
総
連
合

埼
玉
県
連
合
会
会
長

小
林

正
哉
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
「
人
を
動
か
す
ト
ッ
プ
の
流
儀
〜
経

営
者
が
学
ぶ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

大
切
さ
」

講
師

人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所
代

表（
元
ザ
・
リ
ッ
ッ
カ
ー
ル
ト
ン
・

ホ
テ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
社

長
）
高
野

登
氏

□
講
演
の
骨
子

・
人
と
し
て
の
成
長
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

を
体
現
す
る
こ
と
。
つ
ま
り
相
手
の
想

い
に
関
心
を
持
ち
、
そ
こ
に
自
分
の
心

を
寄
り
添
え
て
対
話
す
る
姿
勢
を
示
す

こ
と
。
そ
れ
が
仕
事
の
プ
ロ
に
な
る
第

一
歩
で
あ
る
。

・
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
生
ま
れ
る
温
か
い
お
も
て
な
し
の
心
、

そ
れ
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
人

の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る

今
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
そ
の
感
性
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
ト
ッ
プ
と
は
周
囲
の
人
を
巻
き
込
み
、

�
心
�
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

人
で
あ
り
、
ま
た
従
業
員
の
自
律
性
や

現
場
の
判
断
を
信
じ
抜
く
人
で
あ
る
。

【
第
二
部懇

親
パ
ー
テ
イ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

吉
野
寛
治
副
会
長

（
吉
野
電
化
工
業
�
代
表
取
締
役
社
長
）

来
賓
祝
辞

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

乾
杯

埼
玉
大
学
学
長

上
井

喜
彦
氏

懇
談

閉
宴
挨
拶

織
田
秀
明
副
会
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
�
取
締
役
会
長
）

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１４ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
二二
六六
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会
開開
催催

三三
三三
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「
人
を
動
か
す
ト
ッ
プ
の
流
儀
〜
経
営
者
が
学
ぶ

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
大
切
さ
」と
題
し
、
人
と
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所
代
表
高
野
登
氏
が
講
演

２・３
三
三
〇
名
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
た

開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長

― １ ―
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会会
場場
スス
ナナ
ッッ
ププ

▲会場風景

▲

来
賓
挨
拶

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

▲

来
賓
挨
拶

代
田
雅
彦
厚
生
労
働
省

埼
玉
労
働
局
長

▲会場風景

▲

来
賓
挨
拶

安
藤
久
佳
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
長

▲

来
賓
挨
拶

関
根
郁
夫
埼
玉
県
教
育

委
員
会
教
育
長

▲

来
賓
挨
拶

坂
本
正
喜
財
務
省
関
東
財
務
局
長

▲

来
賓
挨
拶

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長

― ２ ―
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�
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目

次

頁

�
平
成
二
六
年
新
年
会
員
懇
談
会
開
催

次
第
・
講
演
内
容
等

１

会
場
ス
ナ
ッ
プ
・
目
次

２
〜
３

来
賓
名
簿

４

�
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア
ワ
ー
ド
表
彰
式

開
催

５

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

６

�
秋
季
地
区
協
議
会

（
１２
／
６
中
部
・
１２
／
１０
南
部
）

７

�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

８
〜
９

�
春
季
地
区
協
議
会
（
２
／
３
西
部
、
２
／
６
北

部
、
２
／
７
南
部
、
２
／
１２
中
部
）

１０
〜
１２

�
第
八
回
、
九
回
、
十
回
、
十
一
回
、
十
二
回
、

十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

�
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

�
第
二
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

�
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

�
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

�
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

�
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
三
講

�
働
く
女
性
応
援
講
座
第
五
講
、
第
六
講

１３
〜
１９

�
青
年
経
営
者
部
会
／
新
春
特
別
講
演
会
、
千
葉

と
の
合
同
例
会

２０
〜
２１

�
連
載
「
こ
の
人
」・
企
業
紹
介

サ
イ
エ
ン
ス
・
桑
原
社
長

広
告

２２
〜
２３

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
（
北
部
・
寄

居
建
設
、
中
部
・
金
子
製
作
所
、
南
部
・
日
進

化
成
、
西
部
・
新
日
本
無
線
）

２４
〜
２５

�
企
業
経
営
動
向
調
査

２６
〜
３０

�
渋
沢
栄
一
賞
表
彰

３１

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

３２

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ
そ

３３

�
四
者
面
談
会
、
新
規
高
校
卒
業
予
定
者
就
職
面

接
会

３４

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
外
国
人
留
学
生
と
の
交
流
会

開
催
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

３５

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

３６

�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

３７

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案

３８

�
事
業
だ
よ
り
、「
こ
ん
な
時
に
こ
ん
な
事
を
」、

広
告

３９

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

４０

▲講演する高野登氏

▲パーティーの部開宴挨拶
吉野寛治副会長

▲パーティー風景

▲講演会風景

▲パーティーの部来賓祝辞
上田清司埼玉県知事

▲講演に対し謝辞を述べる藤池誠治
副会長

▲乾杯挨拶 上井喜彦埼玉大学学長

▲閉宴挨拶 織田秀明副会長

― ３ ―
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

《
講
師
》

▽
人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所
代
表

（
元
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・
ホ
テ
ル
カ
ン
パ

ニ
ー
日
本
支
社
長
）

高
野

登

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

安
藤
久
佳

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
長

野
口

聡

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

産
業
部
長

萩
原
富
士
久

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

坂
本
正
喜

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

小
原

昇

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

中
野

均

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

財
務
広
報
相
談
室
長

森
尾
み
ゆ
き

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

代
田
雅
彦

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

木
幡
繁
嗣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局労

働
基
準
部
長

庭
山
佳
宏

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
安
定
部
長

齋
藤
明
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
長

絹
谷
よ
し
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
総
務
課
長

柏
俣
富
廣

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

企
画
室
長

狩
野

操

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

賃
金
室
長

大
芦

誠

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

安
定
課
長

鈴
木
良
尚

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

対
策
課
長

青
鹿

均

▽
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館

理
事
長

内
海
房
子

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
部
長

山
中

融

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

加
藤
和
男

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

斎
藤
和
也

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

新
井
勝
己

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

江
森
光
芳

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

矢
嶋
行
雄

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

下
田
正
幸

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

牟
田
口
照
恭

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

関
根
郁
夫

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校

部
長

春
山
賢
男

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課

課
長

�
田
直
芳

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課

主
席
指
導
主
事

飯
田

敦

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課

主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

峰

稔
浩

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課

指
導
主
事

遠
藤
智
久

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

榎
本
貴
一

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

石
田

眞

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長

鈴
木

享

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
藤
嘉
明

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

柳
沢
幸
一

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

理
事
長

金
子
寿
男

▽（
公
財
）埼
玉
県
国
際
交
流
協
会

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

田
口
芳
弘

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

▽
さ
い
た
ま
市

経
済
局
長

野
中
邦
彦

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽（
一
社
）埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会会

長

松
永

功

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
振
興
公
社理

事
長

秋
山
秀
次
郎

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団監

事

江
田
元
之

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

常
務
理
事

代
田
龍
乗

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽（
公
財
）埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

業
務
執
行
理
事
兼
事
務
局
長

根
岸
章
王

▽（
公
財
）産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー

埼
玉
事
務
所
長

渡
辺
邦
男

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

業
務
統
括
参
与

伊
藤
富
啓

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

事
務
局
長

杉
戸
雄
司

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

神
山
哲
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
物
産
観
光
協
会専

務
理
事

植
木
幸
王

▽（
独
）高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼
玉
職

業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

横
田

昭

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行代

表
取
締
役
副
社
長

池
田
一
義

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

常
務
執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

関
川
朋
史

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
営
業
本
部
長
兼
公
共
法
人
部
担
当

中
野
真
治

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

小
泉
公
彦

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

猪
俣

章

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

川
口
支
店
長

中
村
信
也

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

田
中

洋

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

大
宮
西
支
店
長

神
山

透

▽
�
武
蔵
野
銀
行

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

渡
辺

稔

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

学
長

上
井
喜
彦

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学理

事
・
副
学
長

山
口
宏
樹

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

副
学
長

八
木
正
一

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

副
学
長

睦
好
宏
史

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

経
済
学
部
副
学
部
長
・
教
授

禹
宗

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

大
澤
清
一

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

准
教
授

（
産
学
官
連
携
部
門
副
部
門
長
）

濱
田

豊

▽
国
立
大
学
法
人
埼
玉
大
学

参
事
役

廿
楽
一
男

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

石
岡
慎
太
郎

▽（
公
財
）本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

専
務
理
事

嶋
根

繁

▽（
公
財
）本
庄
早
稲
田
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

事
務
局
長

荒
川
正
夫

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

伏
野

誠

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

会
長

小
林
直
哉

▽
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
埼
玉
県
連
合
会

事
務
局
長

佐
藤
道
明

▽
中
央
労
働
金
庫
埼
玉
県
本
部

本
部
長

宮
本
重
雄

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
報
道
部
産
業
経
済
担
当
記
者

三
宅
芳
樹

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
会
長

岩
崎
勝
義

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役
総
務
局
長

小
嶋
一
晃

▽
日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局
長

平
野
幸
三

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

長
田

正

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

豊
田
国
寿

▽
産
經
新
聞

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

水
越
千
文

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
日
本
信
号
�

総
務
部
秘
書
グ
ル
ー
プ

担
当
部
長

金
子
貴
昭

▽
税
理
士
法
人
優
和
埼
玉
本
部

飯
野
事
務
所

代
表
社
員

飯
野
浩
一

▽
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン

（
�
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
研
究
所
）

副
代
表

平
田
英
司

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

来来

賓賓

にに

各各

界界

かか

らら

多多

士士

済済

済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）

▲ご来賓の方々
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最優秀賞の県立新座総合技術高校の皆さん最優秀賞の県立川越工業高校の皆さん

埼
玉
県
教
育
委
員
会
と
本
会
の
共
催

に
よ
る
埼
玉
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
実
践
ア

ワ
ー
ド
表
彰
式
が
一
月
三
十
一
日
�
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
さ
れ
た
。

今
日
、
若
者
一
人
一
人
の
社
会
的
・

職
業
的
自
立
に
向
け
、
必
要
な
基
盤
と

な
る
能
力
や
態
度
を
育
て
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
一
方
、

産
業
界
に
お
い
て
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

対
す
る
支
援
を
含
め
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
推

進
に
関
す
る
社
会
的
要
望
が
高
ま
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
本
事
業
は
、
県
立
高
校

に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
優
れ
た
取

組
み
を
支
援
す
る
企
業
と
学
校
を
表
彰

す
る
こ
と
で
本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推

進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
県
教
育
委
員
会
副
教
育
長

粟
生
田
邦
夫
氏
、
県
立
学
校
部
長

春

山
賢
男
氏
、
県
高
校
教
育
指
導
課
長

�
田
直
芳
氏
、
同
副
課
長

斉
藤
登
志

雄
氏
、
本
会
会
長

西
村
和
義

他
企

業
関
係
者
並
び
に
学
校
関
係
者
総
勢
約

七
十
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

最
優
秀
賞
に
は
三
州
製
菓
株
式
会
社

の
協
力
を
得
て
県
立
大
宮
商
業
高
校
・

県
立
新
座
総
合
技
術
高
校
・
県
立
川
越

工
業
高
校
が
協
同
で
取
り
組
ん
だ
「
実

践
的
職
業
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２

０
１
２
年
・
２
０
１
３
年
」が
選
ば
れ
た
。

こ
れ
は
高
校
生
に
よ
る
煎
餅
及
び
揚

げ
パ
ス
タ
の
詰
め
合
わ
せ
商
品
並
び
に
、

雛
人
形
の
箱
と
季
節
の
詰
め
合
わ
せ
菓

子
の
商
品
開
発
と
販
売
の
取
組
み
で
あ

っ
た
。
県
立
大
宮
商
業
高
校
が
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
調
査
、
県
立
新
座
総
合
技
術

高
校
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
、
県
立

川
越
工
業
高
校
は
雛
人
形
型
の
箱
の
試

作
を
行
い
、
三
州
製
菓
株
式
会
社
の
技

術
支
援
を
経
て
商
品
開
発
と
販
売
を
実

施
し
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
か
ら

始
ま
り
商
品
開
発
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ

イ
ン
か
ら
販
売
に
至
る
ま
で
を
三
校
の

高
校
生
同
士
が
協
力
し
合
い
実
践
し
た

こ
と
並
び
に
企
業
の
支
援
の
あ
り
方
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

各
賞
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

最
優
秀
賞
（
一
組
）

○
実
践
的
職
業
教
育
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
２
０
１
２
年
・
２
０
１
３
年

・
三
州
製
菓
株
式
会
社

・
県
立
大
宮
商
業
高
校

・
県
立
新
座
総
合
技
術
高
校

・
県
立
川
越
工
業
高
校

優
秀
賞
（
三
組
）

○
福
祉
科
に
お
け
る
施
設
実
習

・
社
会
福
祉
法
人
隼
人
会

ま
き
ば
園

・
県
立
誠
和
福
祉
高
校

内
容
�
介
護
施
設
の
見
学
、
デ
イ
ケ

ア
実
習
、
個
別
援
助
計
画
の
立

案
と
実
施
ま
で
３
年
間
を
か
け

て
介
護
過
程
全
体
を
学
習

○
地
域
連
携
事
業
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
）

・
川
口
商
工
会
議
所

・
県
立
川
口
工
業
高
校

内
容
�
川
口
商
工
会
議
所
を
中
心
に

各
協
同
組
合
、
川
口
市
と
幅
広

く
連
携
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
事
業

○
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
学
ぶ

・
埼
玉
県
製
菓
専
門
学
校

・
欧
風
洋
菓
子
サ
ッ
シ
ー
の
ぐ
ち

・
県
立
鴻
巣
女
子
高
校

内
容
�
専
門
学
校
か
ら
の
技
術
指
導

と
地
域
の
商
店
か
ら
の
実
践
的

職
業
指
導

奨
励
賞
（
四
組
）

○
熊
商
ま
な
び
や

・
こ
う
な
ん
農
産
加
工
倶
楽
部
な
ご
味

・
タ
カ
ヒ
ロ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

・
鎌
塚
自
動
車
株
式
会
社

・
特
定
非
営
利
法
人
く
ま
が
や
小
麦
の

会
・
下
田
屋
五
家
宝
本
舗

・
テ
ィ
ー
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

・
ミ
ヤ
シ
タ
洋
菓
子
店

・
株
式
会
社
中
西
ハ
ム

・
菓
子
の
三
河
屋

・
社
会
福
祉
法
人
皆
の
郷
川
越
い
も
の

子
作
業
所

・
飯
島
農
園

・
県
立
熊
谷
商
業
高
校

※
内
容
�
出
展
企
業
の
募
集
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
の
開
設
、
運
営

○
八
潮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
進
路

交
流
会

・
八
潮
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
県
立
八
潮
南
高
校

※
内
容
�
地
元
の
企
業
経
営
者
と
就
内

定
生
徒
と
の
懇
談
会
に
よ
る
キ

ャ
リ
ア
教
育

○
や
せ
・
貧
血
・
熱
中
症
予
防
指
導

・
学
校
法
人
香
川
栄
養
学
園
女
子
栄
養

大
学

・
県
立
坂
戸
西
高
校

※
内
容
�
自
主
的
健
康
管
理
と
事
故
や

傷
害
防
止
の
た
め
の
健
康
教
育

○
体
験
活
動
総
合
推
進
事
業

・
株
式
会
社

武
蔵
野
銀
行

・
県
立
大
宮
商
業
高
校

※
内
容
�
身
だ
し
な
み
や
マ
ナ
ー
、
言

葉
使
い
や
接
客
等
を
実
社
会

（
銀
行
）の
一
端
で
学
ぶ
体
験
活

動

本
会
は
こ
れ
か
ら
も
人
材
育
成
の
た

め
の
本
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
支
援
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。
会
員
の
皆
様
方
に

も
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。

埼埼
玉玉
県県
キキ
ャャ
リリ
アア
教教
育育
実実
践践
アア
ワワ
ーー
ドド

表表
彰彰
式式
開開
催催

最優秀賞の県立大宮商業高校の皆さんと
三州製菓�斉之平社長（前列中央）
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も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉

新
聞
社
が
後
援
し
た
「
平
成
二
五
年
度

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
」
が

二
月
二
八
日
�
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

で
開
催
さ
れ
、
高
校
生
約
五
〇
名
を
含

む
一
一
〇
名
の
方
々
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
講
座
は
、
も
の
つ
く
り

大
学
と
本
会
が
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活

動
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
で
一
〇
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り

大
学
の
石
岡
慎
太
郎
理
事
長
、
続
い
て

本
会
西
村
会
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、「
冒
険
す
る
喜
び
を

味
わ
お
う
」
と
題
し
て
、
独
立
行
政
法

人
海
洋
研
究
開
発
機
構

海
洋
・
極
限

環
境
生
物
圏
領
域
深
海
・
地
殻
内
生
物

圏
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
高

井
研
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

◇
講
演
の
概
要

太
陽
の
光
が
届
か
ず
、
光
合
成
も
で

き
な
い
海
底
に
な
ぜ
生
き
物
が
い
る
の

か
。
生
命
の
謎
を
解
き
明
か
し
た
い
。

そ
う
思
っ
て
こ
の
世
界
に
入
っ
た
。

勤
務
し
て
い
る
海
洋
研
究
開
発
機
構

は
六
五
〇
〇
�
の
深
さ
ま
で
潜
る
こ
と

が
で
き
る
調
査
船
「
し
ん
か
い
六
五
〇

〇
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
乗
っ
て
、
存
在

が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
五
〇
種
類
以

上
の
微
生
物
を
発
見
し
た
。

海
の
中
は
、
深
い
と
こ
ろ
へ
行
っ
て

も
生
命
が
存
在
す
る
。
そ
れ
を
見
る
と
、

ど
こ
に
生
命
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い

と
思
う
。
だ
か
ら
、
僕
の
究
極
の
目
標

は
、
宇
宙
で
の
生
命
探
査
だ
。

生
命
の
誕
生
と
存
続
に
は
海
が
必
要
。

そ
れ
で
、
宇
宙
分
野
の
研
究
者
た
ち
と

海
水
が
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
土
星
の

衛
星
に
探
査
機
を
飛
ば
そ
う
と
検
討
し

て
い
る
。
そ
し
て
地
球
に
そ
の
海
水
を

持
ち
帰
っ
て
、
生
命
を
探
す
。
実
現
は

三
〇
年
く
ら
い
先
だ
ろ
う
が
、
成
功
す

れ
ば
「
日
本
が
す
ご
い
！
」
と
世
界
か

ら
言
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
が
何
の
役
に
立
つ
の

か
と
よ
く
聞
か
れ
る
。
確
か
に
す
ぐ
人

様
の
役
に
は
立
た
な
い
。
純
然
た
る
好

奇
心
で
や
っ
て
い
る
。
た
だ
、
一
〇
〇

年
後
に
「
こ
ん
な
研
究
を
し
て
い
て
良

か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を

や
り
た
い
。

も
ち
ろ
ん
研
究
を
続
け
る
に
は
、
そ

れ
は
そ
れ
で
苦
労
が
あ
る
。「
す
ぐ
に

は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
よ
」
な
ん
て
言
っ

た
ら
研
究
費
は
も
ら
え
な
い
。
お
金
を

出
し
て
み
よ
う
と
思
わ
せ
る
に
は
、
人

を
共
感
、
感
動
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

僕
の
得
意
技
は
、
人
を
何
と
な
く
そ

の
気
に
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
。
大
学
時

代
に
サ
ー
ク
ル
の
勧
誘
や
友
人
の
悩
み

事
の
相
談
を
し
て
い
て
、
自
分
に
は
ど

う
も
「
人
た
ら
し
」
能
力
が
あ
る
ら
し

い
と
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
を
今
、
存
分

に
発
揮
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
調
子
で
海
洋
機
構

の
幹
部
に
訴
え
る
。「
こ
こ
は
世
界
一

の
研
究
所
な
の
だ
か
ら
。
他
に
で
き
な

い
研
究
を
や
せ
我
慢
し
て
で
も
続
け
る

の
が
社
会
的
責
任
。
ブ
ラ
ン
ド
の
心
意

気
だ
」
と
。
も
ち
ろ
ん
、
人
た
ら
し
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
駄
目
。
一
生
懸

命
や
っ
て
い
る
姿
も
見
せ
る
と
、
人
は

案
外
な
び
い
て
く
れ
る
。
閉
塞
感
を
破

る
コ
ツ
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

気
に
な
る
の
は
、
今
の
日
本
で
は
、

「
す
ぐ
に
役
立
つ
」
と
か
、「
見
え
る

目
標
」
な
ど
と
い
い
過
ぎ
る
こ
と
だ
。

目
標
を
立
て
、
そ
れ
を
達
成
し
た
か
ど

う
か
で
評
価
す
る
。
学
校
の
テ
ス
ト
み

た
い
だ
。
僕
の
や
っ
て
い
る
こ
と
の
成

果
は
簡
単
に
は
見
え
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
生
命
の
謎
を
解
き
明
か
せ
て
も
、

目
に
見
え
て
何
か
が
変
わ
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
だ
。
で
も
、
目
標
や
成
果
が

見
え
な
く
て
も
人
は
努
力
で
き
る
。

本
来
、
社
会
に
は
「
信
託
」
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
自
分
の
力
で

は
実
現
で
き
な
い
夢
や
理
想
を
、
研
究

者
な
ど
、
そ
の
道
の
頼
れ
る
専
門
家
を

信
じ
て
任
せ
て
み
る
。「
何
で
も
見
え

る
よ
う
に
」
と
、
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
、

そ
れ
が
欠
け
て
い
る
と
感
じ
る
。

今
の
若
い
人
は
あ
ま
り
海
外
に
出
た

が
ら
な
い
ら
し
い
が
、
日
本
人
は
多
分
、

冒
険
好
き
だ
。
世
界
の
ど
こ
へ
行
っ
て

も
日
本
人
が
い
る
、
と
言
わ
れ
た
時
代

も
あ
っ
た
。
科
学
の
世
界
も
、
頭
の
中

で
、
人
が
た
ど
り
つ
い
た
こ
と
も
な
い

場
所
を
歩
い
て
冒
険
す
る
。
そ
れ
が
め

ち
ゃ
楽
し
い
。
人
が
多
い
と
決
め
ら
れ

た
よ
う
に
し
か
歩
け
な
い
。
人
が
い
な

い
と
、
好
き
な
時
に
、
好
き
な
方
向
に

行
け
る
。
そ
の
喜
び
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

一
年
に
、
二
、
三
ヶ
月
間
は
船
に
乗

っ
て
、
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
海
を

見
て
い
る
。
帰
国
す
る
た
び
に
日
本
の

風
景
の
美
し
さ
に
感
動
す
る
。
周
り
を

海
に
囲
ま
れ
、
環
境
、
生
物
、
景
色
の

多
様
性
と
い
う
意
味
で
も
優
れ
て
い
る
。

我
々
の
周
り
に
は
世
界
に
な
い
も
の
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
そ
れ
に
気
が
つ
き
、

少
し
冒
険
し
て
み
る
と
、
日
本
は
も
っ

と
明
る
く
活
力
の
あ
る
国
に
な
る
だ
ろ

う
。な

お
、
講
演
終
了
後
、
も
の
つ
く
り

大
学
稲
永
忍
学
長
の
閉
会
挨
拶
に
よ
り

本
講
座
は
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

平
成
二
五
年
度
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

「
冒
険
す
る
喜
び
を
味
わ
お
う
」
と
題
し
、

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
高
井
研
氏
が

講
演
〜
高
校
生
含
む
一
一
〇
名
が
参
加
し
開
催

講
演
す
る
高
井
研
氏

高校生からも多くの質問が出された

主
催
者
挨
拶
を
す
る
も
の
つ
く
り
大
学

石
岡
慎
太
郎
理
事
長

― ６ ―



富
士
重
工
業
�
産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
の
見
学

―
南
部
地
区
協
議
会
開
催
―

秋
季
の
中
部
地
区
協
議
会
は
十
二
月
六

日
�
、
午
後
か
ら
さ
い
た
ま
市
の
Ａ
Ｇ
Ｓ

�
を
会
場
に
お
借
り
し
、
二
二
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
、
宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中
部

地
区
協
議
会
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
�
代
表

取
締
役
社
長
）が
開
会
挨
拶
。事
務
局
報
告

に
続
い
て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
の
小
川
修
一
代
表

取
締
役
社
長
か
ら
歓
迎
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。

続
い
て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
の
石
井
進
取
締
役

常
務
執
行
役
員
と
水
戸
裕
之
ク
ラ
ウ
ド
ビ

ジ
ネ
ス
推
進
室
長
よ
り
、「
事
業
継
続
の

重
要
性
の
高
ま
り
と
そ
の
対
策
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
と
、
事
業
継
続
計
画
策
定

の
紹
介
を
い
た
だ
い
た
。
石
井
常
務
執
行

役
員
は
「
従
来
か
ら
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
は
企
業
経
営
に
と
っ
て
重

要
課
題
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
、
地
震
等

の
災
害
や
事
故
な
ど
不
測
の
事
態
発
生
時

に
も
、
重
要
事
業
（
重
要
業
務
）
は
一
定

の
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
以
上
で
継
続
さ
せ
、

中
断
し
た
場
合
は
早
急
に
復
旧
さ
せ
る
為

に
必
要
な
対
策
や
行
動
計
画
を
予
め
策
定

し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き

て
い
る
」
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
を
解
説
、

「
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
継
続
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
Ｂ
Ｃ
Ｍ
）
で
方
針
・
計
画
か

ら
実
施
・
運
用
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
全
般
を

検
証
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
続

け
る
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

強
調
し
た
。

ま
た
、
水
戸
室
長
は
Ａ
Ｇ
Ｓ
が
提
案
す

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
を
紹
介
。
各
社
の
業
態
や
規
模
、
実

情
に
合
っ
た
各
種
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ

ー
ビ
ス
を
提
案
し
た
。

講
演
後
は
参
加
者
が
二
班
に
分
か
れ
、

埼
玉
県
内
屈
指
の
本
格
的
な
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
（
さ
い
た
ま
ｉ
Ｄ
Ｃ
）
な
ど
を
見
学

し
た
。
さ
く
ら
浦
和
ビ
ル
で
は
業
務
部
、

プ
リ
ン
タ
室
、
封
入
封
緘
作
業
な
ど
を
見

学
。
Ａ
Ｇ
Ｓ
が
金
融
・
公
共
・
法
人
な
ど

か
ら
受
託
す
る
総
合
的
な
情
報
処
理
サ
ー

ビ
ス
の
一
端
を
垣
間
見
た
。

次
に
道
を
挟
ん
だ
Ａ
Ｇ
Ｓ
ビ
ル
に
移
動

し
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
さ
い
た
ま
ｉ
Ｄ

Ｃ
）
を
見
学
し
た
。
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で

は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、
地
下
の
免
震
ピ
ッ
ト
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、自
家
発
電
機
、監

視
ル
ー
ム
な
ど
を
見
学
、
お
客
様
か
ら
の

重
要
な
デ
ー
タ
を
預
か
り
管
理
す
る
施
設

だ
け
に
、
入
門
か
ら
各
階
の
移
動
時
に
も

厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
要
し
、

建
築
上
の
様
々
な
工
夫
（
耐
震
、
免
震
、

防
火
、
温
調
、
空
調
な
ど
）
が
さ
れ
て
お

り
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
で
細
部
に

ま
で
こ
だ
わ
っ
た
シ
ス
テ
ム
に
感
心
し
た
。

な
お
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
今
後
の
利

用
の
高
ま
り
も
見
込
み
、
ハ
ー
ド
設
置
や

自
家
発
電
機
の
台
数
な
ど
、
十
分
な
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
。

南
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
牛
窪
啓
詞

�
愛
工
舎
製
作
所
社
長
、
当
会
副
会
長
）

が
十
二
月
十
日
�
、
富
士
重
工
業
�
産
業

機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
に
お
い
て
、
関
係
者
を

含
め
三
十
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行
し
、
開
会

で
挨
拶
に
立
っ
た
牛
窪
啓
詞
議
長
は
、
円

高
は
収
ま
っ
た
と
は
い
え
経
営
環
境
は
大

変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
も
の

つ
く
り
の
基
本
、
国
内
で
の
生
産
の
重
要

性
を
こ
の
富
士
重
工
業
�
産
業
機
器
カ
ン

パ
ニ
ー
で
学
ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
の
経

営
、
製
造
等
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
述
べ
た
。

次
に
、
企
画
管
理
部
長

山
岸
伸
吾
氏

か
ら
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
の
根
岸

茂
文
専
務
理
事
よ
り
事
務
局
報
告
が
な
さ

れ
、
そ
の
後
、
当
社
の
概
要
説
明
が
あ
り
、

会
社
案
内
Ｖ
Ｔ
Ｒ
上
映
と
補
足
説
明
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
中
で
、
産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
は

当
所
で
建
設
機
械
や
産
業
機
械
、
農
業
機

械
に
搭
載
す
る
汎
用
エ
ン
ジ
ン
を
始
め
、

ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
バ
ギ
ー
等
の
高
性
能

車
載
エ
ン
ジ
ン
、
ま
た
エ
ン
ジ
ン
駆
動
の

発
電
機
、
ポ
ン
プ
な
ど
の
完
成
品
を
開
発
、

生
産
し
て
い
る
。

黄
色
い
カ
ラ
ー
の
「
ロ
ビ
ン
」
ブ
ラ
ン

ド
で
名
を
馳
せ
た
汎
用
エ
ン
ジ
ン
は
、
世

界
各
国
で
あ
ら
ゆ
る
用
途
、
使
用
環
境
の

中
で
使
わ
れ
る
タ
フ
で
頼
れ
る
動
力
源
と

し
て
高
い
信
頼
を
得
て
き
た
。

現
在
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
汎
用
エ
ン
ジ

ン
と
し
て
二
千
種
以
上
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
提
供
、
輸
出
先
は
九
十
ケ
国
を
超
え
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
は
、

人
々
の
生
活
基
盤
を
支
え
る
パ
ワ
ー
の
提

供
を
使
命
と
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
培
っ

て
き
た
信
頼
の
技
術
に
磨
き
を
か
け
、
顧

客
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
グ
ロ

ー
バ
ル
な
「
汎
用
エ
ン
ジ
ン
総
合
メ
ー
カ

ー
」
と
し
て
、
更
な
る
事
業
の
発
展
を
目

指
す
と
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
組
に
分
か
れ
、
工
場
見
学

が
行
わ
れ
た
。

工
場
は
、
一
階
に
加
工
ラ
イ
ン
、
二
階

に
組
み
立
て
ラ
イ
ン
が
整
然
と
並
び
、
自

動
化
ラ
イ
ン
に
よ
り
立
体
化
と
効
率
化
が

図
ら
れ
て
い
た
。

見
学
後
の
質
疑
応
答
で
は
「
国
内
生
産

に
こ
だ
わ
る
重
要
性
は
？
」
と
の
質
問
に

対
し
、「
円
高
時
に
、
国
内
生
産
が
可
能
で

あ
っ
た
の
は
、
コ
ス
ト
の
八
割
が
部
品
な

ど
の
購
入
費
の
た
め
、
低
価
格
部
品
の
活

用
、
正
社
員
比
率
の
下
げ
等
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
、
そ
し
て
、
国
内
生
産
を
続
け

る
、
続
け
た
い
と
の
協
力
会
社
の
強
い
意

思
と
応
援
も
大
き
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
た
。

Ａ
Ｇ
Ｓ
�
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
見
学
と

「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」
に
関
す
る
講
演
も
実
施

―
中
部
地
区
協
議
会
開
催
―

宮澤政信中部地区協議会議長（本会副
会長・マルキユー�代表取締役社長）
の開会挨拶

歓
迎
挨
拶
す
る
Ａ
Ｇ
Ｓ
�

小
川
修
一
代
表
取
締
役
社
長

講
演
す
る
Ａ
Ｇ
Ｓ
�

石
井
進
取
締
役
常
務
執
行
役
員

開
会
挨
拶
す
る

牛
窪
啓
詞
議
長

歓
迎
の
挨
拶
を
す
る

山
岸
伸
吾
企
画
管
理
部
長

汎
用
エ
ン
ジ
ン

「
Ｅ
Ｘ
４０
」

― ７ ―



第２回埼玉クイズ王決定戦は、「越谷サンシテイホール予選」、「上尾運動公園陸上競技

場予選」、「西武秩父仲見世通り予選」を経て、２月１６日にさいたまスーパーアリーナで決

勝戦が開催され、埼玉総務部個人県民税対策課で知り合った３名で結成した「SKT４８（*）」

が優勝しました。（*チーム名に由来は、埼玉県の「S」個人県民税の「K」対策課の「T」

地方税法４８条の「４８」）

上尾運動公園陸上競技場予選（１月１２日）

越谷サンシティホール予選（１２月２３日）

第2回埼玉クイズ王決定戦

３択クイズ

３択クイズ

予選エンディング

予選エンディング

◇申込みチーム数 ９１（２７３人）
◇参加チーム数 ８２（２４６人）
◇決勝進出チーム ３チーム
・そうか！草加へ行こう
（草加市）
・武南３A（さいたま市）
・TMサヤリューション
（久喜市）

◇申込みチーム数 ２２３（６６９人）
◇参加チーム数 １９５（５８５人）
◇決勝進出チーム ３チーム
・ぶん太三姉妹（さいたま市）
・SKT４８（伊奈町）
・サバイバル コバヤシ
（さいたま市）

早押しクイズ

早押しクイズ

予選スタート

予選スタート

― ８ ―



埼玉クイズ王決定戦にご協賛いただきました会員企業の皆様、誠にありがとうございました。
～ご協賛企業の皆様～

�どん様、ポラスグループ様、本田技研工業株様、キヤノンファインテック�様、�埼玉りそな銀行様、�テ
レビ埼玉様、�武蔵野銀行様、�ハイデイ日高様、�小山本家酒造様、東日本旅客�道�大宮支社様、AGS
�様、関東グリコ�様、埼玉縣信用金庫様、大栄不動産�様、日本信号�様、�松本商会様、アイルコーポレ
ーション�様、�亀屋様、�サイサン様、�JTB関東様、�パレスエンタープライズ様、武州瓦斯�様

西武秩父仲見世通り予選（１月２６日）

埼玉クイズ王決定戦決勝戦（２月１６日）―さいたまスーパーアリーナ

３択クイズ

決勝戦風景－２

予選エンディング

エンディング

◇申込みチーム数 ６９（２０７人）
◇参加チーム数 ５７（１７１人）
◇決勝進出チーム ３チーム
・マスターX（さいたま市）
・チームクロちゃん
（秩父市）
・コバトン大好き倶楽部
（豊島区）

優 勝 SKT４８（伊奈町）
（決勝戦１０問）

準優勝 コバトン大好き倶楽部
（豊島区）
（決勝戦５問）

３ 位 サバイバルコバヤシ
（さいたま市）
（決勝戦１問）

表彰の様子（優勝SKT４８と上田清司埼玉県知事）

早押しクイズ

予選スタート

決勝戦風景－１

― ９ ―



「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」の
解
説
と
元
は
と
バ
ス
社
長

宮
端
清
次
氏

の
講
演
を
実
施

―
西
部
地
区
協
議
会
開
催
―

西
部
地
区
協
議
会
が
「
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」
と
「
現
状
維
持
は
破
滅
で
す
〜
不

透
明
・
不
安
の
時
代
を
生
き
抜
く
リ
ー

ダ
ー
の
役
割
〜
」
の
二
講
演
で
、
二
月

三
日
�
午
後
、
川
越
市
の
丸
広
百
貨
店

に
て
二
十
八
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
織
田
秀
明
西
部
地
区
議
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
�
・
会
長
、
当
会
副
会
長
）

は
挨
拶
で
日
本
経
済
の
現
状
を
分
析
さ

れ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
株
高
、
円
安
に

な
っ
て
い
る
が
、
株
も
為
替
も
非
常
に

不
安
定
で
あ
る
。
変
化
が
激
し
い
時
代
、

情
報
を
素
早
く
掴
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
の
中
で
、
企
業
の
戦
略
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、
さ
ら

に
、
こ
の
会
で
経
営
側
と
し
て
、
春
季

労
使
交
渉
に
臨
む
姿
勢
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
欲
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

事
務
局
報
告
に
続
き
、
第
一
部
の
講

演
に
移
り
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
て

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
の
人
事
賃
金
セ

ン
タ
ー
長

平
田
武
氏
が
講
演
を
行
っ

た
。平

田
氏
は
二
〇
一
四
年
版
「
経
営
労

働
政
策
委
員
会
報
告
」
の
中
か
ら
、
第

一
章
・
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
と
経
済
成
長
に
向
け
た
課
題
と
第

三
章
・
二
〇
一
四
年
春
季
労
使
交
渉
・

協
議
に
対
す
る
経
営
側
の
基
本
姿
勢
を

中
心
に
解
説
し
た
。

【
解
説
の
ポ
イ
ン
ト
】

第
一
章
・
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
と
経
済
成
長
に
向
け
た
課
題

○
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
大
幅
に
改
善
し
て
き
て
い
る
。
製

造
業
の
経
常
利
益
は
急
速
に
回
復
し

て
お
り
、
収
益
力
を
示
す
売
上
高
経

常
利
益
率
も
高
ま
っ
て
い
る
。

○
た
だ
し
、
中
小
企
業
に
お
け
る
業
況

判
断
や
収
益
の
改
善
は
大
企
業
に
比

べ
て
遅
れ
て
い
る
。
今
後
は
「
第
三

の
矢
」
で
あ
る
成
長
戦
略
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

○
政
府
に
は
、
中
小
企
業
の
現
場
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
た
支
援
の
着
実
な
実
行

が
求
め
ら
れ
る
。

○
電
力
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、

安
全
性
の
確
保
を
前
提
に
、
地
元
自

治
体
の
理
解
を
含
め
原
発
の
再
稼
動

プ
ロ
セ
ス
を
加
速
化
し
て
い
く
べ
き
。

○
社
会
保
障
給
付
の
重
点
化
・
効
率
化

な
ど
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
断
行

が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
法
人
実
効
税

率
を
約
二
五
％
ま
で
引
き
下
げ
る
た

め
、
早
期
に
道
筋
を
つ
け
る
べ
き
。

第
三
章
・
二
〇
一
四
年
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
対
す
る
経
営
側
の
基
本
姿

勢
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
対
す
る
経

営
側
の
ス
タ
ン
ス
と
し
て
、

○
組
合
要
求
の
具
体
的
な
内
容
と
そ
の

根
拠
に
つ
い
て
、
十
分
に
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
、
重
要
な
こ
と
は
、
自

社
の
状
況
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
と

理
解
に
立
ち
な
が
ら
、
個
別
企
業
労

使
で
十
分
に
議
論
す
る
こ
と
で
あ
る
。

○
賃
金
は
、
基
本
給
を
は
じ
め
、
諸
手

当
、
賞
与
・
一
時
金
、
福
利
厚
生
費

な
ど
も
含
め
て
、
す
べ
て
の
従
業
員

に
か
か
わ
る
総
額
人
件
費
を
適
正
に

管
理
す
る
観
点
か
ら
、
自
社
の
支
払

能
力
に
基
づ
き
判
断
・
決
定
す
る
と

い
う
原
則
は
揺
る
が
な
い
。

○
業
績
が
好
調
な
企
業
は
、
拡
大
し
た

収
益
を
設
備
投
資
だ
け
で
な
く
雇
用

の
拡
大
、
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
こ
こ
数
年
と
は
異
な
る
対
応
も

選
択
肢
。
そ
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

他
社
の
動
向
を
必
要
以
上
に
意
識
す

る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
自
社
の
総

合
的
な
労
働
条
件
の
な
か
で
結
論
を

見
出
し
て
い
く
姿
勢
も
必
要
。
と
解

説
し
た
。

休
憩
後
、「
現
状
維
持
は
破
滅
で
す

〜
不
透
明
・
不
安
の
時
代
を
生
き
抜
く

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
〜
」
と
題
し
、
元
は

と
バ
ス
社
長

宮
端
清
次
氏
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

氏
は
、
倒
産
寸
前
の
は
と
バ
ス
社
長

に
就
任
、「
会
社
を
潰
し
た
く
な
か
っ

た
ら
耐
え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
徹
底

し
た
顧
客
サ
ー
ビ
ス
と
社
長
以
下
全
員

の
賃
金
カ
ッ
ト
を
断
行
。
同
社
を
立
て

直
す
と
と
も
に
、
短
期
間
で
復
配
に
漕

ぎ
つ
け
た
役
人
ら
し
か
ら
ぬ
攻
め
の
コ

ス
ト
改
革
、
そ
し
て
、
経
営
幹
部
の
行

動
学
の
鑑
と
ビ
ジ
ネ
ス
紙
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
方
。

講
演
で
は
、
経
営
に
関
す
る
以
下
の

八
つ
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
熱
弁
を
ふ

る
わ
れ
た
。

一
、
最
初
に
宣
言
す
る
。
二
、
目
標

は
シ
ン
プ
ル
に
。
三
、
朝
一
番
で
現
場

に
行
く
。
四
、
組
織
を
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

に
。
五
、
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
を
決
め
る
。
六
、

お
客
様
第
一
主
義
を
徹
底
。
七
、
苦
情

に
は
万
年
筆
で
返
事
を
書
く
。
八
、
選

択
と
集
中
よ
り
も
絞
込
み
。

そ
の
後
、
八
階
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー

ム
に
会
場
を
移
し
、
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
。
最
初
に
、
武
州
ガ
ス
�
の
取
締

役
社
長
の
原
敏
成
氏
に
よ
り
、
乾
杯
と

挨
拶
が
行
わ
れ
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気

の
中
、
参
加
各
社
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
入
間
川
ゴ
ム
�
の
代
表
取

締
役
社
長
の
細
井
達
男
氏
に
よ
り
中
締

め
と
挨
拶
が
行
わ
れ
、
和
気
藹
々
の
う

ち
西
部
地
区
協
議
会
は
閉
会
し
た
。

講
演
す
る
宮
端
清
次
元
は
と
バ
ス
社
長

平
田
武
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
・
賃
金
セ
ン
タ
ー
長

開
会
挨
拶
す
る
織
田
秀
明
議
長

―１０―



「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
の
解
説
と
「
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る

七
つ
の
方
法
」
の
講
演
を
実
施―

北
部
地
区
協
議
会
開
催
―

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
と
「
一
〇
〇
年
企
業
に
学
ぶ
〜
持
続
的
成

長
の
秘
訣
〜
」
の
二
講
演
を
実
施

―
南
部
地
区
協
議
会
開
催
―

北
部
地
区
協
議
会
を
二
月
六
日
�
、

午
後
か
ら
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷
を
会
場

に
開
催
し
一
八
名
が
参
加
し
た
。

会
は
事
務
局
報
告
に
続
き
、
橋
元
健

本
会
副
会
長
・
北
部
地
区
協
議
会
議
長

（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
取
締
役
副
社
長
）

が
「
国
内
経
済
は
回
復
基
調
と
報
じ
ら

れ
明
る
さ
が
み
え
て
き
た
。
一
方
で
業

種
や
規
模
に
よ
り
景
況
感
は
ま
ち
ま
ち

で
、
政
府
に
よ
る
成
長
戦
略
の
実
行
が

必
要
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
も
あ
る
春
季

労
使
交
渉
に
つ
い
て
は
、
賃
金
交
渉
だ

け
で
は
な
く
、
仕
事
の
や
り
方
や
働
く

環
境
な
ど
色
々
な
テ
ー
マ
を
労
使
で
話

し
合
う
べ
き
と
考
え
る
」
と
開
会
挨
拶
。

引
き
続
き
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
・
賃
金
セ
ン
タ
ー
長
の
平
田
武
氏

が
「
春
季
労
使
協
議
に
臨
む
経
営
側
の

基
本
姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に
「
経
営
労
働

政
策
委
員
会
報
告
」
の
解
説
を
中
心
に

講
演
を
行
っ
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト

は
西
部
地
区
協
議
会
参
照
）

二
本
目
の
講
演
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー

チ
�
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
の

江
口
肇
氏
が
「
働
き
や
す
い
職
場
を
つ

く
る
七
つ
の
方
法
」
と
題
し
て
、
働
き

や
す
い
職
場
を
つ
く
る
為
に
欠
か
せ
な

い
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
部
下
に
対
す
る

具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
体
験
実
習
も
交
え
な
が
ら
解
説

し
た
。
ま
ず
、
前
提
と
し
て
働
き
や
す

い
職
場
の
定
義
を
説
明
。
そ
の
後
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
、
リ
ー
ダ
ー

の
定
義
や
思
考
の
枠
を
広
げ
る
た
め
の

�
気
づ
き
�
か
ら
始
め
る
行
動
変
革
、

働
き
に
く
い
職
場
度
診
断
な
ど
を
体
験

し
、「
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
七

つ
の
方
法
」、

一
、
人
の
欲
求
を
理
解
す
る
事
か
ら
始

め
る

二
、
多
様
な
価
値
観
を
相
互
に
理
解
す

る
三
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
受
け
入
れ
る

（
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）

四
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
（
共
感
、

ペ
ー
シ
ン
グ
、
傾
聴
、
承
認
）

五
、
四
つ
の
行
動
傾
向
を
認
識
す
る

（
理
論
派
、
現
実
派
、
友
好
派
、
社

交
派
）

六
、
情
報
共
有
を
促
進
す
る
五
つ
の
質

問
七
、
行
動
変
革
に
取
り
組
む
（
フ
ィ
ー

ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
、
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン

グ
）

の
七
つ
の
方
法
に
つ
い
て
具
体
的
に
解

説
、「
研
修
の
中
で
得
た
気
づ
き
を
大

切
に
、
す
ぐ
に
自
社
で
取
り
組
み
た
い

こ
と
を
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
で

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
に
移
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
体
験
実
習
も
交
え
た

講
義
に
「
刺
激
に
な
り
、
参
考
と
な
っ

た
」
と
の
声
も
い
た
だ
い
た
。

南
部
地
区
協
議
会
が
二
月
七
日
�
午

後
、
川
口
市
の
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
リ
リ
ア
十
一
階
大
議
室
）
に
て
二

十
三
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
牛
窪
啓
詞
南
部
地
区
議
長

（
�
愛
工
舎
製
作
所
・
社
長
、
当
会
副

会
長
）
は
挨
拶
で
日
本
経
済
の
現
状
を

分
析
さ
れ
た
後
、
こ
の
会
で
経
営
側
と

し
て
、
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
姿
勢
を

し
っ
か
り
確
認
し
て
欲
し
い
と
述
べ
ら

れ
た
。

引
き
続
き
事
務
局
報
告
、
そ
の
後
講

演
に
移
り
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
、

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ
ン

タ
ー
長

平
田
武
氏
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
西
部
地
区

協
議
会
参
照
）

講
演
の
第
二
部
は
、「
一
〇
〇
年
企
業

に
学
ぶ
〜
持
続
的
成
長
の
秘
訣
〜
」
と

題
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

代
表
の
山
岡
正
義
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
で
は
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の

資
料
に
よ
る
と
、
創
業
一
〇
〇
年
以
上

の
企
業
は
二
万
二
千
社
に
も
上
り
、
明

治
以
降
に
創
業
さ
れ
た
企
業
は
、
全
体

の
八
割
を
超
え
る
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、
一
〇
〇
年
企
業
の
秘
訣
と

し
て
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

一
、
家
制
度
の
存
在

日
本
に
は
、
伝

統
的
な
家
制
度
が
あ
り
、
商
売
は
家
業

と
し
て
始
ま
り
、
そ
の
中
で
も
家
長
と

な
る
後
継
者
を
養
子
と
し
て
迎
え
い
れ

る
「
養
子
制
度
」
は
事
業
を
存
続
さ
せ

る
重
要
な
も
の
で
、
い
わ
ば
実
力
主
義

の
面
も
強
か
っ
た
。
二
、
不
易
流
行

伝
統
と
革
新
の
せ
め
ぎ
合
い

変
化
さ

せ
て
は
い
け
な
い
伝
統
は
、
企
業
の
根

幹
に
当
た
る
「
理
念
」
の
部
分
で
、「
顧

客
第
一
主
義
」「
本
業
重
視
」「
従
業
員

重
視
」
な
ど
が
あ
り
、
変
革
す
る
も
の

は
、「
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
や
「
長

講
演
す
る
山
岡
正
義

パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
代
表

橋
元
健
北
部
地
区
協
議
会
議
長

（
本
会
副
会
長
・
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�

取
締
役
副
社
長
）

江
口
肇
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�

パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

開
会
挨
拶
す
る
牛
窪
啓
詞
議
長
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「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
の
解
説
と
経
済
講
演
「
混
沌
か
ら
混
乱
へ

〜
不
安
な
世
界
を
日
本
企
業
は
如
何
に
生
き
延
び

る
か
？
」
を
実
施

―
中
部
地
区
協
議
会
開
催
―

期
的
視
点
に
立
っ
た
新
規
事
業
」
な
ど

と
の
こ
と
。

さ
ら
に
、
三
、
こ
だ
わ
り
・
独
自
性

の
追
求

四
、
利
益
よ
り
継
続
重
視

五
、
ブ
レ
な
い
経
営
、
家
訓
な
ど

と

話
さ
れ
た
。

中
部
地
区
協
議
会
を
二
月
一
二
日
�
、

午
後
か
ら
�
サ
イ
サ
ン
八
階
会
議
室
を

会
場
に
開
催
し
二
二
名
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中

部
地
区
協
議
会
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
�

代
表
取
締
役
社
長
）
が
「
今
年
は
賀
詞

交
換
会
な
ど
で
も
景
気
に
つ
い
て
は
近

年
に
な
い
く
ら
い
明
る
い
話
題
が
多
か

っ
た
。
一
方
、
消
費
増
税
の
影
響
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
の
動
向
な
ど
企
業
に
と
っ
て

は
懸
念
材
料
も
た
く
さ
ん
控
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
ど
う
乗
り
切
る
か
も
含
め
、

正
念
場
は
続
く
」
と
開
会
挨
拶
。
そ
の

後
、
事
務
局
報
告
に
続
き
、
経
団
連
労

働
法
制
本
部
主
幹
の
鈴
木
重
也
氏
か
ら

「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営

側
の
基
本
姿
勢
」
を
テ
ー
マ
に
解
説
が

行
わ
れ
た
。

鈴
木
氏
は
「
賃
上
げ
を
決
め
る
要
素

と
し
て
毎
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
上
位
に

く
る
の
は
、
�
企
業
業
績
、
�
世
間
相

場
だ
が
、
横
並
び
の
意
識
は
払
拭
し
て

ほ
し
い
。
あ
く
ま
で
も
自
社
の
支
払
い

能
力
で
決
定
す
べ
き
」
と
指
摘
。
そ
の

後
、
二
〇
一
四
年
版
『
経
営
労
働
政
策

委
員
会
報
告
』
の
解
説
を
行
っ
た
。

【
解
説
の
ポ
イ
ン
ト
】

「
第
一
章
・
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
と
経
済
成
長
に
向
け
た
課

題
」

○
海
外
経
済
の
動
向
と
し
て
中
国
・
イ

ン
ド
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
鈍
化

傾
向
、
一
方
、
米
国
・
ユ
ー
ロ
圏
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ゆ
る
や
か
に
上
昇
傾

向
。

○
わ
が
国
の
企
業
は
、
円
高
の
是
正
や

好
調
な
内
需
を
背
景
と
し
て
業
績
は

大
幅
に
改
善
。
中
小
企
業
に
お
け
る

業
況
判
断
や
収
益
も
改
善
し
つ
つ
あ

る
が
、
大
企
業
に
比
べ
て
遅
れ
て
い

る
。

○
社
会
保
障
給
付
費
の
急
速
な
増
加
に

伴
い
、
従
業
員
や
企
業
が
負
担
す
る

社
会
保
険
料
負
担
は
今
後
も
上
昇
す

る
見
込
み
。
社
会
保
障
給
付
の
重
点

化
・
効
率
化
な
ど
、
制
度
改
革
の
断

行
が
不
可
欠
。

○
法
人
実
効
税
率
を
約
二
五
％
ま
で
引

き
下
げ
る
た
め
、
早
期
に
道
筋
を
つ

け
る
必
要
。

「
第
三
章
・
二
〇
一
四
年
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
対
す
る
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」

○
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
は
、
労
働
条

件
は
も
と
よ
り
、
経
営
課
題
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
協
議
。
競
争
力
強

化
に
向
け
て
話
し
合
う
建
設
的
な
場

と
し
て
、
そ
の
意
義
や
重
要
性
は
高

ま
っ
て
い
る
。

○
所
定
内
給
与
の
水
準
引
き
上
げ
は
総

額
人
件
費
そ
の
も
の
を
大
き
く
増
大

さ
せ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
社
会
保
険
料
負
担
の
増
大
が
続

く
こ
と
に
よ
り
、
総
額
人
件
費
の
増

加
だ
け
で
な
く
、
従
業
員
の
手
取
り

所
得
の
減
少
も
生
じ
か
ね
な
い
。

○
企
業
労
使
は
、
マ
ク
ロ
的
な
認
識
を

踏
ま
え
て
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む

が
、
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件
は
、
労

使
が
自
社
の
経
営
状
況
に
即
し
て
徹

底
的
に
議
論
し
、
決
定
す
る
。
個
別

企
業
の
賃
金
は
自
社
の
支
払
能
力
に

基
づ
き
判
断
・
決
定
す
る
と
の
原
則

は
揺
る
が
な
い
。

と
解
説
、「
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、
こ
こ
数
年
と
異
な
る
対
応
も
選
択

肢
と
な
り
、
実
に
多
様
な
対
応
が
考
え

ら
れ
る
」
と
ま
と
め
た
。

講
演
の
二
本
目
は
、
愛
知
淑
徳
大
学

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
学
部
長
・
研
究
科
長
の

真
田
幸
光
教
授
が
「
混
沌
か
ら
混
乱
へ

〜
不
安
な
世
界
を
日
本
企
業
は
如
何
に

生
き
延
び
る
か
？
」
と
い
う
演
題
で
経

済
講
演
を
行
っ
た
。（
講
演
の
概
要
は

以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
概
要

・
現
在
の
世
界
経
済
は
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

（
想
定
元
本
）が
実
物
経
済（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

の
二
〇
倍
を
超
え
た
、
正
に
金
融
経

済
化
し
た
状
況
に
あ
り
、
米
国
の
量

的
緩
和
政
策
の
縮
小
と
こ
れ
に
伴
う

新
興
国
か
ら
先
進
国
へ
の
資
金
の
逆

流
、
さ
ら
に
は
地
政
学
的
リ
ス
ク
の

発
現
な
ど
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル

で
経
済
危
機
が
再
燃
す
る
可
能
性
も

あ
る
。

・
日
本
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
し
て
は
、

世
界
に
貢
献
す
る
高
い
専
門
性
を
有

す
る
企
業
が
各
事
業
分
野
に
数
多
く

存
在
す
る
よ
う
な
国
家
を
目
指
す
べ

き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
未
来
を
志
向

す
る
た
め
に
は
「
金
太
郎
飴
」
型
人

材
教
育
か
ら
の
脱
却
を
図
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
。

・
今
後
日
本
企
業
が
生
き
延
び
て
い
く

た
め
に
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
自
社

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
検
証
し
再
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
。

・
大
量
生
産
・
大
量
販
売
型
の
マ
ス
ビ

ジ
ネ
ス
で
は
な
く
、
高
度
技
術
を
背

景
と
し
た
高
品
質
分
野
に
多
角
化
し
、

そ
の
事
業
分
野
の
中
で
比
較
競
争
優

位
を
見
出
す
こ
と
が
、
日
本
企
業
、

特
に
中
堅
・
中
小
企
業
の
生
き
る
道

で
あ
る
。

鈴
木
重
也
経
団
連
労
働
法
制
本
部
主
幹

宮
澤
政
信
中
部
地
区
協
議
会
議
長

（
本
会
副
会
長
・
マ
ル
キ
ユ
ー
�

代
表
取
締
役
社
長
）

真
田
幸
光
教
授
・
愛
知
淑
徳
大
学

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
学
部
長
・
研
究
科
長
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平
成
二
五
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
あ
な
た
の
会
社
が
生
き
残
る
た
め
の
最
強
の
リ

ス
ク
管
理
』と
題
し
て
中
島
茂
弁
護
士
が
講
演

〜
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
内
容
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
併
せ
て
開
催

平
成
二
五
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
社
会
を
変
え
る
〜
混
迷

の
時
代
を
切
り
開
く
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
』と

題
し
て
朝
比
奈
一
郎
氏
が
講
演
〜
高
年
齢
者
の

活
用
促
進
の
た
め
に
事
業
主
等
に
支
給
す
る
高

年
齢
者
雇
用
安
定
助
成
金
の
説
明
会
等
も
開
催

平
成
二
五
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
十
二
月
五
日
�
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
危

機
管
理
・
リ
ス
ク
管
理
の
分
野
で
日
本
を

代
表
す
る
弁
護
士
で
あ
る
中
島
経
営
法
律

事
務
所
代
表
中
島
茂
弁
護
士
・
弁
理
士
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
あ
な
た
の
会

社
が
生
き
残
る
た
め
の
最
強
の
リ
ス
ク
管

理
』と
題
し
て
開
催
さ
れ
、四
五
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。（
講
演
概
要
は
以
下
の
通

り
）

◇
講
演
の
概
要

・
ト
ッ
プ
の
専
担
業
務
は「
リ
ス
ク
管
理
」

と
覚
悟
を
決
め
る
。
そ
し
て
「
リ
ス
ク

管
理
」
と
は
、
リ
ス
ク
を
知
る
・
避
け

る
・
最
小
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
認
識

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
最
大
の
リ
ス
ク
は
「
世
論
」
で
あ
り
、

世
論
は
「
公
正
」「
安
全
」
を
最
優
先

で
求
め
て
い
る
。

・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
単
な
る
法
令
順

守
と
い
う
狭
い
概
念
で
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、「
社
会
の
信
頼
と
期
待
に
応

え
る
こ
と
」
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

・
現
在
は
、「
ネ
ッ
ト
リ
ス
ク
の
時
代
」

「
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
の
時
代
」
で
あ

る
。
経
営
者
は
、
時
代
の
変
化
を
的
確

に
把
握
・
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
人
脈

を
広
げ
る
、
世
の
中
の
事
例
を
学
ぶ
な

ど
、「
世
間
」
へ
の
ア
ン
テ
ナ
を
張
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

・
過
去
の
不
祥
事
例
を
み
る
と
、「
上
司

が
怖
く
て
報
告
で
き
な
い
」、「
確
認
・

吟
味
し
な
け
れ
ば
報
告
し
て
は
い
け
な

い
」
等
の
組
織
体
質
か
ら
不
祥
事
を
拡

大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
事
例
が
頻
繁
に
み

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
象
を
回
避
し
危

機
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
ト
ッ

プ
が
「
情
報
集
め
の
名
人
」
と
な
る
べ

き
で
あ
る
。

・
リ
ス
ク
管
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研

修
の
実
行
は
ト
ッ
プ
自
ら
の
責
任
で
あ

る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
研
修
を
通
じ
、

「
社
会
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
こ
と
」

が
企
業
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
社
員
全

員
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
う
し
た
研
修
の
実
行
は
不
祥

事
発
生
の
際
に
結
果
と
し
て
ト
ッ
プ
を

救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

な
お
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
会
前
の

時
間
を
利
用
し
て
、
飼
い
鳥
（
イ
ン
コ
・

オ
ウ
ム
・
フ
ィ
ン
チ
）
を
飼
え
な
く
な
っ

た
方
か
ら
保
護
す
る
レ
ス
キ
ュ
ー
団
体
で

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
」

と
日
本
で
唯
一
の
聴
導
犬
普
及
活
動
を
推

進
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
聴
導
犬
普
及

協
会
」
か
ら
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

活
動
内
容
展
示
も
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
は
十
二
月
五
日
�
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
青

山
社
中
�
代
表
取
締
役
（
筆
頭
代
表
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
の
朝
比
奈
一
郎
氏
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、「
無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
社
会

を
変
え
る
〜
混
迷
の
時
代
を
切
り
開
く
真

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
」
と
題
し
て
開
催

さ
れ
、
四
八
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

朝
比
奈
氏
は
、
霞
ヶ
関
で
働
く
若
手
国

家
公
務
員
と
し
て「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｋ（
新

し
い
霞
ヶ
関
を
創
る
若
手
の
会
）」
を
結

成
し
、
霞
ヶ
関
の
縦
割
り
打
破
、
政
策
立

案
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
改
革
の
実
現

に
向
け
活
動
し
、
そ
の
後
霞
ヶ
関
時
代
の

仲
間
と
と
も
に
、
二
〇
一
〇
年
、
坂
本
龍

馬
の
誕
生
日
か
つ
命
日
で
あ
る
十
一
月
十

五
日
に
「
世
界
に
誇
れ
、
世
界
で
戦
え
る

日
本
」
の
た
め
の
人
材
・
政
策
・
組
織
を

創
る
新
し
い
会
社
「
青
山
社
中
」
を
設
立

し
、
現
在
代
表
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

今
回
は
、「
世
界
に
誇
れ
、
世
界
で
戦
え

る
日
本
」
を
創
る
た
め
に
不
可
欠
な
リ
ー

ダ
ー
論
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

（
講
演
骨
子
は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
骨
子

輝
い
て
い
た
日
本
が
な
く
し
つ
つ
あ
る

も
の
、
日
本
が
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
輝
く

上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
、
そ
れ
は
真
の

民
主
主
義
や
効
率
的
な
市
場
や
立
派
な
政

府
や
英
語
の
で
き
る
人
材
、
と
い
っ
た
即

物
的
な
制
度
や
事
物
で
は
な
く
、
む
し
ろ

も
っ
と
奥
底
に
あ
る
も
の
、
つ
ま
り
個
々

人
の
精
神
の
あ
り
方
、
よ
り
具
体
的
に
は

�
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
�
で
は
な
か
ろ
う
か
。

活動内容展示

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ

聴
導
犬
普
及
協
会

講
演
す
る
中
島
茂
弁
護
士

講
演
す
る
朝
比
奈
一
郎
氏

―１３―



平
成
二
五
年
度
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
一
四
年
の
世
界
経
済
、日
本
経
済
を
展
望

す
る
』と
題
し
て
三
菱
総
合
研
究
所
・
チ
ー
フ
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
武
田
洋
子
氏
が
講
演

―
障
害
者
ア
ー
ト
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
開
催

平
成
二
五
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
な
ぜ
、あ
の
会
社
は
顧
客
満
足
が
高
い
の
か
〜

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
顧
客
価
値
の
創
造
』と

題
し
て
武
蔵
大
学
教
授
黒
岩
健
一
郎
氏
が
講
演

そ
し
て
さ
ら
に
言
え
ば
、
他
社
が
や
っ
て

い
る
こ
と
を
横
目
に
見
な
が
ら
、
恐
る
恐

る
�
チ
ャ
レ
ン
ジ
�
ら
し
き
こ
と
を
す
る

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
を

打
ち
破
る
形
で
何
か
を�
や
り
過
ぎ
る
力
�

が
必
要
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
講
演
の
前
に
埼
玉
高
齢
・
障
害

者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー
の
松
田
眞
人
氏
か

ら
、「
誰
も
が
職
業
を
通
し
て
社
会
参
加

で
き
る
�
共
生
社
会
�
を
め
ざ
し
て
〜
高

年
齢
者
の
活
用
促
進
の
た
め
の
事
業
主
等

に
支
給
す
る
高
年
齢
者
雇
用
安
定
助
成

金
」
に
つ
い
て
、
続
い
て
公
益
財
団
法
人

産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所
所

長
渡
辺
邦
男
氏
よ
り
「
失
業
な
き
労
働
移

動
を
め
ざ
し
て
」
に
つ
い
て
説
明
会
が
開

催
さ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
十
二
月
十
六
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
現
在
女
性
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て

各
界
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
�
三
菱
総

合
研
究
所
・
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
武

田
洋
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
二

〇
一
四
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経
済
を
展

望
す
る
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
五
四
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。（
講
演
の
概
要
は

以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
概
要

◇
海
外
経
済
の
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ

・
米
国
経
済
は
消
費
や
住
宅
投
資
が
堅
調

に
推
移
。
財
政
要
因
は
引
続
き
一
定
の

重
石
と
な
る
が
、
二
〇
一
四
年
に
か
け

て
成
長
テ
ン
ポ
を
や
や
高
め
る
見
込
み
。

・
欧
州
経
済
は
停
滞
感
が
依
然
強
い
が
極

め
て
緩
慢
な
が
ら
持
ち
直
し
へ
。

・
新
興
国
経
済
は
緩
や
か
な
持
ち
直
し
を

予
想
す
る
が
、
力
強
さ
に
欠
く
状
態
が

続
く
。

◇
日
本
経
済
の
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ

・
緩
や
か
に
回
復
し
、
４
四
半
期
連
続
の

プ
ラ
ス
成
長
を
達
成
。

・
二
〇
一
三
年
度
後
半
は
消
費
税
増
税
前

の
駆
け
込
み
需
要
も
加
わ
り
、
回
復
テ

ン
ポ
は
高
ま
る
見
込
み
。

・
二
〇
一
四
年
度
は
、
消
費
税
増
税
後
の

反
動
減
な
ど
に
よ
り
、
四－

六
月
期
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
を
見
込
む
が
、
二
〇
一

三
年
度
中
の
企
業
収
益
改
善
が
設
備
投

資
や
賃
金
の
回
復
に
つ
な
が
り
、
後
半

は
緩
や
か
な
成
長
軌
道
へ
。

◇
二
〇
一
四
年
の
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト

�
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
五
年
が
経
過

し
家
計
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
が
進

展
、
ま
た
、
シ
ェ
ー
ル
革
命
が
新
た
な

強
み
に
な
る
こ
と
か
ら
、
米
国
経
済
は

「
日
本
化
」
を
回
避
で
き
そ
う
。

�
米
国
の
与
野
党
対
立
激
化
が
金
融
経
済

を
脅
か
す
な
ど
、
経
済
政
策
の
不
確
実

性
は
高
止
ま
り
。

�
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
資
産
残
高
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
前
の
四
倍
超
へ
膨
張
し
て
お
り
、

米
国
量
的
緩
和
の
縮
小
は
新
興
国
か
ら

欧
米
諸
国
へ
の
資
金
の
逆
流
な
ど
の
影

響
を
及
ぼ
す
。

	
ユ
ー
ロ
圏
は
、
ユ
ー
ロ
の
信
用
不
安
は

後
退
す
る
も
、
根
本
的
な
解
決
へ
の
道

の
り
は
長
い
。



中
国
は
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
人
口
ボ
ー

ナ
ス
期
か
ら
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
に
突
入
、

中
国
経
済
は
安
定
成
長
へ
の
岐
路
に
立

つ
。

�
消
費
市
場
は
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
拡
大
、
シ

ニ
ア
消
費
の
拡
大
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

三
つ
の
変
化
に
よ
り
内
需
の
裾
野
が
広

が
り
、
加
え
て
円
安
効
果
等
か
ら
物
価

は
緩
や
か
に
上
昇
。

�
日
本
経
済
は
、
一
七
年
ぶ
り
の
消
費
税

増
税
は
あ
る
も
の
の
、
二
〇
一
四
年
度

は
実
質
で
＋
〇
・
九
％
、
名
目
で
＋
二
・

四
％
の
成
長
を
見
込
む
。



二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
が
さ
ら
に
高

ま
る
。

�
失
わ
れ
た
二
〇
年
に
終
止
符
を
打
て
る

か
は
、
企
業
収
益
改
善
、
政
府
の
成
長

戦
略
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
相
乗
効
果
に

よ
り
、
企
業
の
中
長
期
の
成
長
期
待
が

改
善
す
る
か
が
カ
ギ
と
な
る
。

�
雇
用
へ
の
不
安
は
大
幅
に
改
善
し
心
理

的
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
一
方
財
政
へ

の
懸
念
は
根
強
く
、「
未
来
を
搾
取
す

る
」
国
か
ら
「
未
来
へ
投
資
す
る
」
国

へ
の
転
換
す
る
年
と
な
る
。

な
お
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
会
前
の

時
間
を
利
用
し
て
、
障
害
者
ア
ー
ト
の
取

り
扱
い
施
設
で
あ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ

Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
う
ん
と

五
よ
り
、
障
害
者
ア
ー
ト
に
関
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

活
動
内
容
展
示
も
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
十
二
月
二
四
日
�
十
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

説明する松田眞人氏説明する渡辺邦男氏

NPO法人ひこうせんNPO法人かうんと５

講
演
す
る
武
田
洋
子
氏

―１４―



平
成
二
五
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業
の
生
き
る

道
〜
生
き
残
り
の
道
は
こ
こ
に
あ
る
』と
題
し
て

神
戸
国
際
大
学
教
授
中
村
智
彦
氏
が
講
演

平
成
二
五
年
度
第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
リ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践

セ
ミ
ナ
ー
』と
題
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
清
原

豪
士
氏
が
講
演

る
武
蔵
大
学
経
済
学
部
教
授
黒
岩
健
一
郎

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、『
な
ぜ
、

あ
の
会
社
は
顧
客
満
足
が
高
い
の
か
〜
オ

ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
顧
客
価
値
の
創

造
』と
題
し
て
開
催
さ
れ
、六
〇
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。（
講
演
の
概
要
は
以
下
の

通
り
）

◇
講
演
の
概
要

・
顧
客
満
足
を
創
出
す
る
要
因
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
従
業
員
満
足
を
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
従
来
よ
り

多
く
の
企
業
が
従
業
員
満
足
の
向
上
に

向
け
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

・
し
か
し
、
最
近
で
は
従
業
員
満
足
は
顧

客
満
足
を
高
め
る
た
め
の
必
要
条
件
で

は
あ
る
が
十
分
条
件
で
は
な
く
、
十
分

条
件
を
満
た
す
た
め
に
は
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
と

の
主
張
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。

・「
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
は
、
従
業
員

が
勤
務
す
る
企
業
を
あ
た
か
も
わ
が
身

の
よ
う
に
考
え
、
企
業
や
そ
の
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
の
成
功
を
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
喜
び
、
さ
ら
な
る
成
功
を
呼
び
込

む
た
め
に
労
を
い
と
わ
な
く
な
る
状
態

を
い
い
、
こ
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
高

め
る
取
組
を
企
業
組
織
に
導
入
す
る
こ

と
が
顧
客
価
値
を
創
造
す
る
上
で
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
る
円
安
や
国

内
景
況
感
の
回
復
で
上
場
企
業
を
中
心
に

企
業
業
績
は
好
転
し
つ
つ
あ
る
が
、
中
小

製
造
業
に
お
い
て
は
一
部
の
企
業
を
除
き
、

引
き
続
き
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い

る
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
五

年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
二
六

年
一
月
二
一
日
�
十
五
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
日
本

テ
レ
ビ
系
列
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」

に
お
い
て
、「
工
場
見
学
」
コ
ー
ナ
ー
を

担
当
さ
れ
、
視
聴
者
の
好
奇
心
を
沸
き
立

て
る
工
場
見
学
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
の
解

説
で
人
気
の
高
い
神
戸
国
際
大
学
経
済
学

部
教
授
の
中
村
智
彦
氏
を
講
師
と
し
て
お

迎
え
し
、「
こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
中

小
企
業
の
生
き
る
道
〜
生
き
残
り
の
道
は

こ
こ
に
あ
る
」
と
題
し
て
開
催
し
、
五
九

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。（
講
演
の
概
要

は
以
下
の
通
り
）

◇
講
演
の
概
要

・
地
方
の
眼
鏡
業
界
が
売
上
不
振
に
悩
ん

で
い
る
。
格
安
眼
鏡
の
せ
い
だ
と
経
営

者
が
愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
お
り
、
試
し
に

眼
鏡
店
の
従
業
員
そ
れ
か
ら
家
族
に
匿

名
で
自
店
が
他
店
に
劣
る
点
を
ア
ン
ケ

ー
ト
収
集
す
る
と
、
価
格
で
は
な
く
、

「
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
が
汚
い
」「
値

札
が
見
え
づ
ら
い
」「
店
に
ゴ
ミ
が
散

ら
か
っ
て
い
る
」
等
の
回
答
が
多
か
っ

た
。
売
上
の
低
迷
を
他
者
の
せ
い
に
し

て
自
分
の
改
善
す
べ
き
点
に
気
が
つ
い

て
い
な
い
の
だ
。
ま
ず
、
自
ら
の
事
業

の
現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
べ
き
で

あ
る
。

・
高
齢
者
市
場
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
は
二
〇
年
前
に
バ

ブ
ル
を
謳
歌
し
て
贅
沢
を
知
っ
て
お
り
、

世
間
が
思
い
込
ん
で
い
る
姿
以
上
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
で
若
さ
志
向
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
従
来
の
高
齢
者
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
事
業
が
失
敗
す

る
。

・
ス
マ
ホ
の
普
及
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
便
利
さ
は
一
度
利
用
す
る
と
高

齢
者
で
も
手
放
せ
な
い
。「
ネ
ッ
ト
を

駆
使
す
る
高
齢
者
�
若
者
と
選
択
眼
が

近
似
し
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
を
踏
ま

え
て
企
業
は
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
タ
イ
ガ
ー（
デ
ン
マ
ー
ク
）、
イ
ケ
ア
・

Ｈ
＆
Ｍ
（
い
ず
れ
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）

が
北
欧
を
越
え
て
日
本
を
含
め
た
ア
ジ

ア
に
進
出
し
て
く
る
の
は
、
自
国
の
人

口
が
少
な
く
国
内
市
場
だ
け
で
は
食
っ

て
い
け
な
い
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
企

業
、
特
に
中
小
企
業
も
外
国
に
打
っ
て

出
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
品

質
で
か
つ
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
す
れ
ば

い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
生
き
残
っ
て
い
く

道
は
あ
る
。

経
営
者
・
経
営
幹
部
の
方
々
に
と
っ
て

は
、
多
く
の
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
な

が
ら
、
組
織
運
営
を
し
て
い
る
と
い
う
の

が
現
状
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
例
え

ば
、「
仕
事
の
責
任
者
が
不
明
確
」「
目
標

が
未
達
成
に
な
っ
た
と
き
責
任
者
が
言
い

訳
を
す
る
」「
仕
事
の
担
当
者
か
ら
の
経

過
報
告
が
な
く
全
体
の
進
捗
を
理
解
し
て

い
る
人
が
不
在
」「
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
と

メ
ン
バ
ー
が
目
標
を
達
成
で
き
な
く
て
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
」
等
の
課
題
を

抱
え
、
自
社
の
組
織
力
・
実
行
力
不
足
に

悩
む
経
営
者
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
ヒ
ン
ト
を

つ
か
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
二
五
年

度
第
十
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
二
月

四
日
�
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
コ
ー
チ
ン
グ
に
お

い
て
日
本
を
代
表
す
る
会
社
で
あ
る
ビ
ジ

会場風景

講演風景

講
演
す
る
黒
岩
健
一
郎
氏

講
演
す
る
中
村
智
彦
氏

―１５―



平
成
二
五
年
度
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
元
リ
ク
ル
ー
ト
の
伝
説
の
営
業
マ
ン
が
語
る

�
売
れ
る
営
業
は
満
足
よ
り
感
動
�〜
一
三
〇
〇

社
以
上
の
売
上
を
増
大
さ
せ
た
営
業
の
達
人
が

教
え
ま
す
』と
題
し
て
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表

取
締
役
富
田
直
人
が
講
演

平
成
二
五
年
度
第
二
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

『
高
齢
者
市
場
開
拓
の
視
点
〜
一
〇
〇
兆
円
市

場
が
求
め
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
』と
題
し
て

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
前
田
展
弘
氏
が
講
演

ネ
ス
コ
ー
チ
�
の
執
行
役
員
お
よ
び
Ｂ
Ｃ

Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
ナ
ル
コ
ー
チ
で
数
々

の
企
業
支
援
実
績
を
有
す
る
清
原
豪
士
氏

を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
リ
ー
ダ
ー

の
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
セ

ミ
ナ
ー
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

で
は
な
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
を
体
得

す
る
」と
題
し
て
開
催
し
、八
七
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

清
原
氏
か
ら
は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ

ロ
セ
ス
に
使
え
る�
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
�

を
身
に
つ
け
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
�
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
違
い
、

�
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
け
る
リ
ー

ダ
ー
の
定
義
、
�
ビ
ジ
ネ
ス
の
�
成
果
�

に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
、

�
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
コ
ー
チ
ン
グ
の
流
れ
等

に
つ
い
て
ワ
ー
ク
を
挟
み
な
が
ら
講
演
を

い
た
だ
い
た
。

企
業
の
経
営
者
、
管
理
者
に
と
っ
て
、

自
社
営
業
力
の
強
化
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で

あ
る
と
と
も
に
、
足
元
の
企
業
競
争
が
激

化
す
る
状
況
下
で
は
、
企
業
経
営
上
、
喫

緊
か
つ
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
第
七
回
の

特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
月
十
六
日
	
十
四

時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取

締
役
の
富
田
直
人
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
元
リ
ク
ル
ー
ト
の
伝
説
の
営
業

マ
ン
が
語
る
�
売
れ
る
営
業
は
満
足
よ
り

感
動
�
〜
一
三
〇
〇
社
以
上
の
売
上
を
増

大
さ
せ
た
営
業
の
達
人
が
教
え
ま
す
」
と

題
し
て
、
開
催
さ
れ
、
九
五
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

リ
ク
ル
ー
ト
時
代
、
伝
説
の
営
業
マ
ン

と
言
わ
れ
た
富
田
氏
か
ら
は
、「
リ
ク
ー

ト
で
学
ん
だ
こ
と
」「
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

営
業
と
は
」「
顧
客
志
向
の
組
織
の
作
り

方
」「
ク
レ
ド
経
営
の
重
要
性
」
等
に
つ

い
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

「
高
齢
者
市
場
一
〇
〇
兆
円
」
と
い
う

報
道
が
頻
繁
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
に
転
じ
た
日
本

に
と
っ
て
、
高
齢
者
市
場
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
二
〇
一

二
年
の
時
点
で
一
〇
〇
兆
年
に
到
達
し
た

高
齢
者
市
場
は
、
今
後
も
毎
年
一
兆
円
規

模
で
拡
大
し
、
い
ず
れ
家
計
消
費
市
場
全

体
の
五
割
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
推
計
は
あ
く
ま
で
消
費
性
向

は
不
変
の
ま
ま
、
人
口
と
世
帯
構
造
の
変

化
だ
け
を
当
て
は
め
て
試
算
し
た
も
の
で

あ
り
、
も
し
高
齢
者
が
求
め
る
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
が
今
後
数
多
く
の
市
場
に
投
入
さ

れ
れ
ば
さ
ら
に
拡
大
す
る
可
能
性
も
十
分

に
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
高

齢
者
市
場
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で

今
後
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
・
市
場
投

入
す
る
か
が
、
企
業
の
今
後
の
盛
衰
を
決

め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
平
成
二
五
年
度

第
二
回
の
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会
は
、

十
二
月
十
一
日


十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
イ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ジ
ェ

ン
ト
ロ
ジ
ー
（
高
齢
社
会
総
合
研
究
）、

超
高
齢
社
会
・
市
場
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（Q

uality

of
Life

）、ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
研
究
・
専

門
分
野
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
、
ニ
ッ
セ
イ

基
礎
研
究
所
生
活
研
究
部
門
准
主
任
研
究

員
の
前
田
展
弘
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え

し
、「
高
齢
者
市
場
開
拓
の
視
点
〜
一
〇

〇
兆
円
市
場
が
求
め
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

と
は
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
三
四
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

前
田
氏
か
ら
は
、
ま
ず
「
日
本
の
高
齢

化
の
現
状
と
課
題
」「
高
齢
者
市
場
の
現

状
と
各
社
の
取
り
組
み
」「
高
齢
者
・
高

齢
期
の
実
態
」
に
つ
い
て
詳
細
な
デ
ー
タ

並
び
に
具
体
事
例
に
基
づ
き
ご
説
明
い
た

だ
き
、
そ
の
後
、
以
下
三
点
の
高
齢
者
市

場
開
拓
の
重
要
な
視
点
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
、
講
演
を
終
了
し
た
。

�
高
齢
者
市
場
は
虚
弱
な
シ
ニ
ア
一
割
、

普
通
の
シ
ニ
ア
八
割
、
裕
福
な
シ
ニ
ア

一
割
で
構
成
さ
れ
て
い
る
多
様
な
ミ
ク

ロ
市
場
の
集
合
体
で
あ
り
、
普
通
の
シ

ニ
ア
層
に
お
い
て
今
後
新
し
い
価
値

観
・
生
活
行
動
を
持
つ
高
齢
者
が
増
え

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
普
通
の
シ
ニ
ア
層

が
開
拓
の
主
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
。

�
普
通
の
シ
ニ
ア
層
を
開
拓
す
る
に
は
、

講演風景

ワークも交えながら講演が
進められた（ワーク風景）

講
演
す
る
富
田
直
人
氏

講
演
す
る
清
原
豪
士
氏

講
演
す
る
前
田
展
弘
氏

―１６―



平
成
二
五
年
度
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
向
け県内

企
業
説
明
会
」
開
催

平
成
二
五
年
度
第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

「
も
し
日
本
の
経
営
者
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の『
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
』を
真
剣
に
実
践
し
た
ら
〜
も
う
一
つ
の

『
も
し
ド
ラ
』と
題
し
て
、ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

百
嶋
徹
氏
が
講
演

高
齢
者
だ
か
ら
特
別
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る

と
考
え
す
ぎ
る
こ
と
は
よ
く
な
い
。
但

し
、
加
齢
に
伴
う
様
々
な
変
化
の
中
で

高
齢
期
特
有
の
ニ
ー
ズ
（
健
康
・
生
き

が
い
ニ
ー
ズ
等
）
に
留
意
す
る
と
と
も

に
自
己
実
現
・
快
の
追
及
と
い
う
新
た

な
市
場
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

�
開
拓
が
求
め
ら
れ
る
新
た
な
市
場
と
し

て
は
、「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
の
生
き
方
・

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
サ
ポ
ー
ト
市
場
」「
快

適
・
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
・
生
き
が
い
創
造
市

場
」
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
五
年
度
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
十
二
月
十
九
日
�
一
三
時
三
〇

分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
埼
玉
県
（
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
埼
玉
）
と
の
共
催
で
「
グ
ル

ー
バ
ル
人
材
向
け
県
内
企
業
説
明
会
」
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
ま
ず
公
益
財
団
法
人
埼
玉

県
国
際
交
流
協
会
理
事
長
金
子
寿
男
氏
よ

り
開
会
挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
埼
玉
副
セ
ン
タ
ー

長
田
口
芳
弘
氏
に
よ
る
「
日
本
の
就
職
活

動
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
本
会
会
員
十
四
社
を
含
む
二

五
社
の
海
外
展
開
や
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

採
用
に
積
極
的
な
県
内
企
業
が
、
九
〇
名

を
超
え
る
外
国
人
留
学
生
な
ど
に
対
し
、

県
内
企
業
で
働
く
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

大
企
業
の
経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
不
祥
事

が
相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
企
業
経
営

の
あ
り
方
や
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
企
業
統
治
）
が
大
き
く
問
わ
れ
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、『
も
し
ド
ラ
』
こ
と
「
も

し
高
校
野
球
の
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
読
ん

だ
ら
」
が
、
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
一
年

と
二
年
連
続
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
書
で

二
年
連
続
第
一
位
は
史
上
初
の
快
挙
だ
そ

う
で
す
。

経
営
者
も
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
は
じ

め
と
し
た
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
著
作
を
お
読
み

に
な
っ
た
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
不
祥
事
の
発
生

が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
し
て
い
ま
す
。
経
営

者
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
か
ら
学
ぶ
べ
き
原
理
原

則
は
何
な
の
か
、
今
改
め
て
考
え
て
み
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
平
成
二
五
年
度

第
四
回
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
一
月
二
七
日

�
十
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

社
会
研
究
部
上
席
研
究
員
百
嶋
徹
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
も
し
日
本
の
経

営
者
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』
を
真
剣
に
実
践
し
た
ら
〜
も
う
一
つ

の
『
も
し
ド
ラ
』」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、

六
八
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。（
講
演
の

概
要
は
以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
概
要

・
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
教
え
は
、
高
校
野
球
か

ら
営
利
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
ま
で
、

あ
ら
ゆ
る
組
織
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
普

遍
的
に
当
て
は
ま
る
極
め
て
重
要
な
原

理
原
則
が
中
心
で
あ
り
、
ス
ト
ン
と
腑

に
落
ち
る
説
得
力
の
あ
る
も
の
ば
か
り

だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
の
考

え
方
に
幅
広
い
層
か
ら
支
持
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
。

・
今
経
営
の
あ
り
方
を
問
わ
れ
て
い
る
日

本
企
業
の
経
営
者
が
ド
ラ
ッ
カ
ー
か
ら

学
ぶ
べ
き
原
理
原
則
は
何
か
。
ド
ラ
ッ

カ
ー
は
、
一
九
七
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
の
中
で
「
企
業
を

県内企業が外国人留学生などに県内企業で働く魅力を伝えた

講演風景

「
日
本
の
就
職
活
動
に
つ
い
て
」

説
明
す
る
田
口
芳
弘
氏

グローバル人材向け県内企業説明会

開
会
挨
拶
を
す
る
金
子
寿
男
氏

講
演
す
る
百
嶋
徹
氏

―１７―



平
成
二
五
年
度
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
知
財
戦
略
の
教
科
書
〜
工
夫
と
知
識
は
お
金

に
換
え
ら
れ
る
』を
テ
ー
マ
に
開
催

〜
図
書
館
活
用
セ
ミ
ナ
ー
も
同
時
開
催

平
成
二
五
年
度
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、先
進
企
業

の
取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
』を
テ
ー
マ
に
開
催

―
終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

は
じ
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
組
織
が
社
会

の
機
関
で
あ
る
。
組
織
が
存
在
す
る
の

は
組
織
自
体
の
た
め
で
は
な
い
。
自
ら

の
機
能
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
社

会
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
個
人
の
ニ
ー
ズ

を
充
た
す
た
め
で
あ
る
。」「
社
会
の
問

題
の
解
決
を
事
業
上
の
機
会
に
転
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
利
益
と
す
る

こ
と
こ
そ
、
企
業
の
機
能
で
あ
り
、
企

業
以
外
の
機
能
で
あ
る
。」
と
指
摘
し
、

「
自
ら
の
組
織
が
社
会
に
与
え
る
影
響

を
処
理
す
る
と
と
も
に
、
社
会
の
問
題

の
解
決
に
貢
献
す
る
役
割
」
の
重
要
性

を
説
い
た
。」
こ
れ
は
今
日
で
い
う
「
組

織
の
社
会
的
責
任
」
の
あ
り
方
を
議
論

し
た
も
の
で
あ
る
。

・
事
業
活
動
を
通
じ
た
社
会
問
題
解
決
に

よ
る
社
会
変
革
は
、
営
利
企
業
、
非
営

利
企
業
、
行
政
等
、
営
利
・
非
営
利
を

問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
の
社
会
的
責

任
で
あ
る
と
い
え
る
。
営
利
企
業
の
存

在
意
義
も
単
な
る
財
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

で
は
な
く
、
そ
れ
を
通
じ
た
社
会
的
課

題
の
解
決
、
す
な
わ
ち
社
会
的
価
値
の

創
出
に
こ
そ
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
経
済

的
リ
タ
ー
ン
あ
り
き
で
は
な
く
、
社
会

的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
起
点
と
す
る
発
想
が

求
め
ら
れ
る
。
経
営
ト
ッ
プ
が
志
の
高

い
社
会
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
そ
れ

を
全
社
に
浸
透
・
共
有
さ
せ
組
織
風
土

と
し
て
醸
成
し
根
付
か
せ
る
と
と
も
に
、

社
外
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
も
共

感
を
得
て
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
と
一
致
結
束
す
る
関
係
を
構
築
で
き

て
い
れ
ば
企
業
不
祥
事
な
ど
起
こ
る
余

地
は
な
い
。

・
他
方
、
経
営
ト
ッ
プ
の
不
祥
事
に
つ
な

が
り
う
る
萌
芽
は
、
最
初
は
社
内
に
お

け
る
小
さ
な
兆
候
か
ら
始
ま
る
。
例
え

ば
、
経
営
ト
ッ
プ
が
、
�
個
人
的
な
好

み
に
よ
り
特
定
社
員
を
え
こ
ひ
い
き
す

る
、
�
会
社
の
た
め
に
苦
言
を
呈
す
る

部
下
を
排
斥
し
、
イ
エ
ス
マ
ン
の
取
り

巻
き
を
役
員
に
据
え
る
、
�
自
ら
の
在

任
期
間
中
の
功
績
が
か
す
ま
な
い
よ
う

に
、
自
分
よ
り
器
の
小
さ
い
部
下
を
次

期
ト
ッ
プ
に
す
る
、
�
コ
ス
ト
削
減
を

全
社
で
進
め
社
員
に
負
担
を
強
い
な
が

ら
、
自
ら
は
別
格
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り

に
社
内
経
費
を
野
放
図
に
使
用
す
る
、

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
ト
ッ
プ
の
慢
心
、
自
己
保
身
、

公
私
混
同
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
私
利
私

欲
の
行
動
で
あ
り
、
法
に
は
触
れ
な
い
も

の
の
、
ド
ラ
ッ
カ
ー
が
説
く
「
社
会
の
機

関
と
し
て
の
企
業
」
の
経
営
ト
ッ
プ
が
取

る
べ
き
行
動
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
兆
候
に
気
づ
い
た
社
員
は
、

経
営
ト
ッ
プ
へ
の
信
頼
感
や
仕
事
へ
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
、
会
社
へ
の

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
喪
失
し
、
や
が
て
そ
れ

が
広
範
な
社
員
に
波
及
し
、
優
秀
な
人
材

か
ら
退
職
し
始
め
、
会
社
の
崩
壊
が
始
ま

る
。

・
会
社
の
崩
壊
が
始
ま
る
前
に
不
祥
事
の

萌
芽
を
摘
む
べ
き
で
あ
る
。
経
営
ト
ッ

プ
に
は
、
自
ら
の
胸
に
手
を
当
て
少
し

で
も
私
利
私
欲
を
優
先
し
て
い
な
い
か
、

自
問
自
答
し
て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
心

当
た
り
が
あ
る
な
ら
、
今
す
ぐ
内
向
き

の
私
利
私
欲
を
捨
て
去
り
、
社
会
的
な

ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
の
た
め
に
捨
石
に
な

る
く
ら
い
の
不
退
転
の
覚
悟
で
経
営
に

当
た
る
べ
き
で
あ
る
。

・
次
の
『
も
し
ド
ラ
』
の
主
人
公
は
、
日

本
の
経
営
者
で
あ
る
。「
川
島
み
な
み
」

に
続
き
、
日
本
の
経
営
者
が
よ
り
良
い

社
会
実
現
の
た
め
に
、
襟
を
正
し
て
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』
を
真

摯
に
実
践
す
る
番
だ
。

二
一
世
紀
は
、
知
的
財
産
戦
略
を
持
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
企
業
が
飛
躍
で

き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き
た
の
が
、
組
織

と
そ
の
中
で
働
く
人
の
「
知
識
」「
知
恵
」

「
経
験
」
と
い
っ
た
情
報
を
戦
略
に
昇
華

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
経
営
戦

略
と
し
て
外
せ
な
い
存
在
と
な
っ
た
知
財

戦
略
で
す
が
、
現
在
は
か
つ
て
の
よ
う
な

単
な
る
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
で
は
な

く
、
会
社
の
興
亡
が
か
か
る
「
武
器
」
と

し
て
見
直
し
、
実
行
し
て
こ
と
が
不
可
欠

と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
第
三
回
企

業
戦
略
研
究
会
は
、
一
月
二
九
日
�
十
三

時
三
〇
分
よ
り
埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館
鑑

賞
室
に
お
い
て
、
知
的
財
産
戦
略
に
関
す

る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
関
す
る
豊
富
な

経
験
を
有
す
る
�
ブ
ラ
イ
ナ
代
表
取
締
役

弁
理
士
佐
原
雅
史
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、「
知
財
戦
略
の
教
科
書
〜
工
夫
と

知
識
は
お
金
に
換
え
ら
れ
る－

一
」
を
テ

ー
マ
に
「
知
財
活
動
の
現
状
」、「
知
財
戦

略
」、「
知
財
戦
略
立
案
の
具
体
的
手
順
」

等
の
説
明
が
行
わ
れ
、
二
六
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

な
お
、
今
回
は
「
あ
？
使
え
る
！
ビ
ジ

ネ
ス
に
図
書
館
」
と
題
し
て
、
各
調
査
・

事
業
計
画
策
定
の
た
め
の
図
書
館
活
用
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
さ
れ
、
埼
玉
県
立
浦
和
図

書
館
の
長
谷
川
優
子
氏
よ
り
講
演
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
図
書
館
内
を
見
学
し
た
。

平
成
二
五
年
度
第
三
回
人
事
労
務
委
員

会
は
、
二
月
二
一
日
�
一
五
時
よ
り
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、

講
演
す
る
佐
原
雅
史
氏

講
演
す
る
長
谷
川
優
子
氏

会
場
風
景

―１８―



埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座

平
成
二
五
年
度
第
三
講
開
催『
経
営
環
境
の
激

変
に
伴
う
経
営
者
の
企
業
観
の
変
化
と
今
後
の

労
使
関
係
』と
題
し
て
経
済
学
部
・
鈴
木
邦
夫
教

授
が
講
演

働
く
女
性
応
援
講
座
第
五
講
・
第
六
講
開
催

先
進
企
業
の
取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
三
六
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化

な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て

い
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社
の

成
長
・
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取
組
み

を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
厳

し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら
こ
そ
、
な
お

さ
ら
組
織
活
性
化
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ

て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
五
年
度

の
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、
ま
ず
Ｇ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
（G

reat
Place

to
W
ork

（R

）In-

stitute
Japan

）
の
「
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
調
査
」
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
入
賞
企
業
で

あ
る
�
ル
ネ
サ
ン
ス
取
締
役
専
務
執
行
役

員
堀
田
利
子
氏
よ
り
、「
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
に
向
け
て
〜
�
ル
ネ
サ
ン
ス
の
取

り
組
み
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
続

い
て
、
本
会
会
員
で
二
〇
一
四
年
働
き
甲

斐
の
あ
る
会
社
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
賞
し
た

川
木
建
設
�
の
松
田
雄
二
氏
と
夢
川
泉
穂

氏
か
ら
「
建
物
を
つ
く
る
前
に
人
を
つ
く

る
」
と
題
し
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
本
委
員
会
終
了
後
、
全
国
ラ
ン

キ
ン
グ
に
入
賞
し
た
二
社（「
従
業
員
一
〇

〇－

九
九
九
人
」
で
二
六
位
に
入
賞
し
た

ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
と
「
従
業
員
二

五－

九
九
人
」
で
一
二
位
に
入
賞
し
た
川

木
建
設
）
と
三
州
製
菓
�
、
岩
堀
建
設
工

業
�
の
計
四
社
に
「
埼
玉
県
に
お
け
る
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
」
と
し
て
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
二
六
年
二
月
二
六
日
�
一
四
時
か

ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合
同
特
別
公

開
講
座
平
成
二
五
年
度
第
三
講
が
開
催
さ

れ
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
・
鈴
木
邦
夫
教

授
よ
り
、「
経
営
環
境
の
激
変
に
伴
う
経

営
者
の
企
業
観
の
変
化
と
今
後
の
労
使
関

係
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
十
六
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

鈴
木
氏
か
ら
は
、
自
社
株
所
有
の
形
成

か
ら
、
戦
後
の
自
社
株
所
有
の
解
消
と
株

式
相
互
持
合
い
の
形
成
、
さ
ら
に
は
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
の
株
式
相
互
持
合
い
の
崩
壊

ま
で
の
大
企
業
に
お
け
る
株
式
所
有
形
態

の
変
化
と
こ
れ
に
伴
う
従
業
員
と
経
営
者

と
の
関
係
の
変
化
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

働
く
女
性
応
援
講
座
第
五
講
は
一
月
二

二
日
�
に
「
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
方
法
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
第
六
講
が
二
月
十
九
日
�
に

「
部
下
へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
埼

玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
を
目
指
す
女
性
、
四
五
名
、
四
三
名
が

そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

事例発表をする松田雄二氏事例発表をする夢川泉穂氏

講
演
す
る
鈴
木
邦
夫
氏

会
場
風
景

「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る

会
社
」
表
彰
を
受
け
た
ケ
イ
ア
イ
ス
タ

ー
不
動
産
、
川
木
建
設
、
三
州
製
菓
、

岩
堀
建
設
工
業
の
４
社
（
左
か
ら
）

第５講

第６講

講
演
す
る
堀
田
利
子
氏

―１９―



青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成

二
十
六
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
二
月

十
日
�
午
後
、
大
宮
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
来
賓
、
一
般
、
部
会
員
合
計

百
余
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

事
前
に
行
わ
れ
た
役
員
会
で
は
、
千

葉
経
協
と
の
合
同
例
会
、
三
月
、
四
月

例
会
、
定
時
総
会
、
そ
し
て
、
本
年
十

一
月
十
三
日
�
・
十
四
日
�
に
埼
玉
で

開
催
す
る
全
国
大
会
等
々
に
つ
い
て
、

議
論
が
行
わ
れ
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
眞
子
岳
志
副

部
会
長
（
真
工
社
・
社
長
）
の
司
会
・

進
行
で
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
川
本
武
彦
青
年

経
営
者
部
会
長
（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）

は
、
十
五
年
に
及
ぶ
デ
フ
レ
か
ら
脱
却

す
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
と
足
元

の
経
済
情
勢
に
触
れ
た
の
ち
、
今
後
の

企
業
経
営
に
関
し
、
時
代
の
変
化
に
適

応
す
る
と
と
も
に
、
し
っ
か
り
と
し
た

倫
理
観
を
持
ち
な
が
ら
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
企
業
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る

と
の
企
業
経
営
の
方
向
性
に
つ
い
て
自

身
の
考
え
を
述
べ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
会
員
増
強
に
関
す

る
要
請
を
行
い
挨
拶
を
結
ん
だ
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
西

村
和
義
埼
玉
県
経
営
者
協
会
会
長
は
、

日
本
経
済
が
再
興
、
再
生
を
果
た
す
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
岩
盤
規
制
と

揶
揄
さ
れ
る
規
制
改
革
の
推
進
と
変
化

を
恐
れ
な
い
、
あ
る
い
は
変
化
こ
そ
企

業
の
成
長
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
積
極

的
な
経
営
者
マ
イ
ン
ド
の
二
つ
を
あ
げ

ら
れ
、
企
業
こ
そ
が
経
済
の
主
役
で
あ

る
と
の
確
信
に
基
づ
き
、
今
後
の
経
営

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
話
さ
れ

る
。続

い
て
特
別
講
演
に
移
り
、「
次
世

代
成
長
を
目
指
し
て
〜
Ｘ
経
営
の
時
代

〜
」
と
題
し
て
、
一
橋
大
学
大
学
院
国

際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授
名
和
高
司
氏

よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。（
講
演
の
概

要
は
以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
概
要

・
こ
れ
ま
で
の
二
〇
年
間
は
、
日
本
で

は
自
虐
的
に
「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

二
〇
年
間
に
大
成
長
を
遂
げ
た
企
業

が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
る
の
も

事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
〇

年
間
の
勝
ち
組
企
業
一
〇
〇
社
を
リ

ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
そ
の
成
功
の
秘
密

を
解
き
明
か
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に

は
い
く
つ
か
の
共
通
の
成
功
パ
タ
ー

ン
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。

・
企
業
の
経
営
モ
デ
ル
を
大
き
く
四
つ

の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。

�
タ
イ
プ
Ｊ
�
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
に

磨
き
を
か
け
続
け
る
モ
デ
ル

�
タ
イ
プ
Ｗ
�
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
に

加
え
て
、
ト
ッ
プ
の
経
営
変
革
力
で

非
連
続
な
成
長
を
牽
引
す
る
モ
デ
ル

�
タ
イ
プ
Ｘ
�
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
力
に
加

え
て
事
業
モ
デ
ル
構
築
力
と
市
場
開

拓
力
を
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
回

し
続
け
る
モ
デ
ル

	
タ
イ
プ
Ｚ
�
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
、

事
業
モ
デ
ル
構
築
力
、
市
場
開
拓
力
、

経
営
変
革
力
の
四
つ
を
す
べ
て
兼
ね

備
え
た
モ
デ
ル

・
も
ち
ろ
ん
、
Ｚ
型
が
理
想
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
企
業
の
ト
ッ
プ
に
、

そ
の
よ
う
な
強
靭
な
経
営
変
革
力
を

求
め
て
も
、
現
実
に
は
な
い
も
の
ね

だ
り
と
な
る
。

・
面
白
い
こ
と
に
、
日
本
の
勝
ち
組
企

業
一
〇
〇
社
リ
ス
ト
を
よ
く
見
て
み

る
と
、
Ｚ
型
企
業
は
ほ
ん
の
一
握
り

し
か
な
い
。
む
し
ろ
、
注
目
す
べ
き

成
長
を
遂
げ
て
い
る
企
業
の
多
く
は
、

ト
ッ
プ
が
が
む
し
ゃ
ら
に
経
営
変
革

力
を
振
り
回
さ
な
く
て
も
、
組
織
に

埋
め
込
ま
れ
た
成
長
エ
ン
ジ
ン
が
強

靭
に
回
り
続
け
て
い
る
Ｘ
型
企
業
で

あ
る
。

・
逆
に
Ｚ
型
企
業
は
、
カ
リ
ス
マ
経
営

者
が
い
な
く
な
っ
た
あ
と
の
リ
ス
ク

が
大
き
く
、
し
た
が
っ
て
、
逆
説
的

で
あ
る
が
、
日
本
企
業
の
場
合
、
究

極
の
Ｚ
型
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て

の
持
続
可
能
性
の
高
い
Ｘ
型
こ
そ
、

目
指
す
べ
き
モ
デ
ル
な
の
で
あ
る
。

・
思
え
ば
、
Ｘ
と
い
う
の
は
、
謎
め
い

た
記
号
で
あ
る
。「
謎
の
物
体
Ｘ
」

の
よ
う
に
、
未
知
の
も
の
に
つ
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、

Ｘ
経
営
に
は
「
次
世
代
経
営
」
と
で

も
言
う
よ
う
な
意
味
合
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｘ
は「
掛
け
算
」

の
記
号
で
も
あ
る
。
Ｘ
経
営
の
本
質

は
、「
事
業
モ
デ
ル
構
築
力
」
と
「
市

場
開
拓
力
」
と
い
う
二
つ
の
成
長
エ

ン
ジ
ン
を
「
掛
け
合
わ
せ
る
（
Ｘ
）」

こ
と
に
あ
る
。

・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
力
で
勝
負
す
る
Ｊ

経
営
は
、
こ
れ
か
ら
の
非
連
続
な
環

境
変
化
の
中
で
、
失
速
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
次
世
代
成
長
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
事
業
モ
デ
ル
構
築
力
と
市
場

開
拓
力
を
ツ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
と
す

る
Ｘ
経
営
へ
の
転
換
を
目
指
す
必
要

が
あ
る
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
主主
催催

新新
春春
特特
別別
講講
演演
会会
開開
催催

『
次
世
代
成
長
を
目
指
し
て
〜
Ｘ
経

営
の
時
代
』と
題
し
て
一
橋
大
学
大

学
院

国
際
企
業
戦
略
研
究
科
教
授

名
和
高
司
氏
が
講
演

開
会
挨
拶
を
す
る
川
本
武
彦
部
会
長

来
賓
挨
拶
を
す
る
西
村
和
義
会
長

講
演
す
る
名
和
高
司
氏

―２０―



・
日
本
企
業
の
お
家
芸
の
「
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
力
」
を
基
盤
と
し
て
、
こ
の

ツ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
を
「
掛
け
算
」

で
駆
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日

本
企
業
に
は
異
次
元
の
成
長
が
加
速

さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

□
名
和
高
司
氏
の
略
歴

・
一
九
五
七
年
熊
本
県
生
ま
れ
。
一
九

八
〇
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、

三
菱
商
事
入
社
。
１
９
８
８
年

ハ

ー
バ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
留

学
、
一
九
九
〇
年

同
校
Ｍ
Ｂ
Ａ
を

取
得
。
ベ
イ
カ
ー
ス
カ
ラ
ー
（
最
優

秀
賞
／
日
本
人
で
二
人
目
）
を
授
与

さ
れ
る
。

・
一
九
九
一
年
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
・
ア
ン

ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
に
移
籍
（
最
終
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
シ
ニ

ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
）。
日
本
、
米
国
、

ア
ジ
ア
な
ど
を
舞
台
に
企
業
の
成
長

戦
略
や
異
業
種
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
経

営
変
革
に
取
り
組
む
な
ど
の
実
績
を

有
す
る
世
界
的
な
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
活
躍
。

・
二
〇
一
〇
年
一
橋
大
学
大
学
院
国
際

企
業
戦
略
研
究
科
教
授
、ボ
ス
ト
ン
・

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
シ

ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就
任
。

・
著
書『
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
戦
略
の
進
化
』

『
学
習
優
位
の
経
営
』（
以
上
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、『
日
本
企
業
を
グ

ロ
ー
バ
ル
勝
者
に
す
る
経
営
戦
略
の

授
業
』『
失
わ
れ
た
二
〇
年
の
勝
ち

組
企
業
一
〇
〇
社
成
功
の
法
則
―

「
Ｘ
」
経
営
の
時
代
』（
以
上
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
）

講
演
後
、
増
田

学
幹
事
（
友
栄
塗

装
・
社
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第
一
部

は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
藤
池
一
誠
副
部

会
長
（
デ
サ
ン
・
社
長
）
の
司
会
・
進

行
で
開
宴
し
た
。

初
め
に
、
初
代
部
会
長
で
あ
り
、
ま

た
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
で
も

あ
る
藤
池
誠
治
氏
よ
り
励
ま
し
の
挨
拶

を
い
た
だ
い
た
。
続
い
て
、
内
藤

岳

副
部
会
長
よ
り
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
が

あ
り
、
青
年
経
営
者
部
会
員
と
会
員
の

皆
様
と
と
も
に
、
会
は
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
懇
談
が
続
い
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
埼
玉
県
経
営

者
協
会
名
誉
会
長
の
利
根
忠
博
氏
よ
り

い
た
だ
き
、
新
春
特
別
講
演
会
は
盛
会

裏
の
内
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
で
は
、
今
般
第
三

回
目
と
な
っ
た
千
葉
県
経
営
者
協
会

青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
を

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日
�
千
葉
県

の
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
視
察
と
京

成
ホ
テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
で
の
懇
親
会
の

二
部
構
成
で
行
っ
た
。

当
会
か
ら
は
、
川
本
武
彦
（
サ
イ
サ

ン
・
社
長
）
部
会
長
を
は
じ
め
、
矢
部

利
人
（
丸
和
工
業
・
社
長
）、
藤
池
一

誠
（
デ
サ
ン
・
社
長
）、
内
藤

岳
（
内

藤
環
境
管
理
・
常
務
）
の
各
副
部
会
長
、

並
び
に
、
増
田

学
（
友
栄
塗
装
・
社

長
）
幹
事
、
栗
原
志
功
（
も
し
も
ん
・

社
長
）
会
計
監
事
を
含
め
十
人
が
参
加

し
た
。
ま
た
、
千
葉
青
年
経
営
者
ク
ラ

ブ
か
ら
は
、
椿

孝
夫（
花
椿
・
社
長
）

代
表
幹
事
、
菊
池

隆
（
大
崎
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
エ
ン
ヂ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
社
長
）

幹
事
を
含
め
二
十
五
人
が
参
加
し
、
合

計
三
十
五
名
と
な
っ
た
。

視
察
を
行
っ
た
独
立
行
政
法
人
放
射

線
医
学
総
合
研
究
所
は
、
１
９
５
７
年

の
創
立
以
来
、
放
射
線
と
人
々
の
健
康

に
関
わ
る
総
合
的
な
研
究
開
発
に
取
り

組
む
国
内
で
唯
一
の
研
究
機
関
と
し
て
、

放
射
線
医
学
に
関
す
る
科
学
技
術
水
準

の
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
特
に
重
粒

子
線
に
よ
る
が
ん
治
療
の
研
究
や
生
体

に
お
け
る
分
子
レ
ベ
ル
の
異
常
を
画
像

化
す
る
分
子
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
な
ど

「
放
射
線
の
医
学
的
利
用
の
た
め
の
研

究
」
と
、
放
射
線
の
影
響
か
ら
人
々
を

守
る
「
放
射
線
安
全
・
緊
急
被
ば
く
医

療
研
究
」
を
二
つ
の
柱
と
し
て
様
々
な

研
究
を
し
て
い
る
。

講
演
は
、「
が
ん
先
進
治
療
〜
副
作

用
少
な
く
し
て
切
ら
ず
に
治
す
重
粒
子

線
が
ん
治
療
」

と
題
し
、
同
研

究
所
被
災
者
健

康
管
理
・
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
室
長
原
田
良

信
氏
に
よ
り
行

な
わ
れ
た
。

原
田
氏
は
、

重
粒
子
線
が
ん

治
療
は
、
今
ま

で
治
ら
な
か
っ
た
が
ん
を
治
し
、
体
に

負
担
の
少
な
い
や
さ
し
い
治
療
で
、
治

療
後
、
い
き
い
き
と
し
て
充
実
し
た
日

常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
話
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
世
界
初
の
医
療
専
用
重
粒

子
線
加
速
器
と
イ
オ
ン
源
室
等
を
見
学

し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
会
場
を
京
成
ホ

テ
ル
ミ
ラ
マ
ー
レ
に
移
し
、
埼
玉
県
経

営
者
協
会
の
川
本
青
年
経
営
者
部
会
部

会
長
が
来
賓
挨
拶
を
し
、
千
葉
県
経
営

者
協
会
椿
青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
代
表
幹

事
が
挨
拶
と
乾
杯
を
行
な
っ
た
。

そ
の
後
、
名
刺
交
換
等
も
行
わ
れ
、

埼
玉
と
千
葉
の
合
同
例
会
は
、
相
互
の

親
睦
と
交
流
を
深
め
、
最
後
に
千
葉
の

青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
の
菊
池

隆
氏
に

よ
る
締
め
の
音
頭
で
幕
を
閉
じ
、
成
功

裏
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
っ
た
。

「「
青青
年年
部部
会会
主主
催催
にに
よよ
るる
千千
葉葉
経経
協協
・・

埼埼
玉玉
経経
協協
合合
同同
視視
察察
会会
がが
開開
催催
」」

参
加
し
た
千
葉
・
埼
玉
の
皆
様

講
演
会
風
景

講
演
す
る
原
田
良
信
氏

重
粒
子
線
発
生
室
の
模
型

―２１―
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こ
の
人
は
と
に
か
く
熱
い
人
。
と
こ
と
ん
や
り
つ

く
す
粘
り
強
さ
と
信
念
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら
立

ち
上
げ
、
幾
度
も
失
敗
と
挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら

も
三
五
歳
の
時
に
は
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
を
経
営

す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
は

ま
さ
に
荊
の
道
で
あ
っ
た
。

桑
原
克
己
社
長
は
、
昭
和
二
二
年
六
月
新
潟
県
中

魚
沼
郡
生
ま
れ
。
実
母
は
八
歳
の
と
き
亡
く
な
り
、

父
の
後
妻
と
は
そ
り
が
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
中

学
三
年
の
時
に
は
家
出
も
し
て
ぐ
れ
た
時
期
も
あ
っ

た
。
勉
強
は
嫌
い
で
は
な
く
、
理
系
に
興
味
が
あ
り
、

そ
の
後
、
長
岡
工
業
高
校
に
進
学
。
生
来
の
熱
血
漢

で
喧
嘩
っ
早
か
っ
た
た
め
、
高
校
三
年
の
時
は
番
長

も
張
っ
た
。

勉
学
の
レ
ベ
ル
的
に
は
大
学
へ
も
進
学
で
き
た
が
、

独
立
心
旺
盛

の
た
め
、
就

職
を
選
択
。

東
京
の
大
手

熱
交
換
器
メ

ー
カ
ー
に
入

社
し
た
。
二

年
後
、
空
調

設
備
の
技
術

要
員
と
し
て

松
下
設
備
シ

ス
テ
ム
（
現

パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
）
に
転
職
。

技
術
屋
で
入

社
し
販
売
店
と
の
交
渉
も
す
る
営
業
技
術
に
異
動
後

は
仕
事
が
面
白
く
な
り
、
無
我
夢
中
で
仕
事
に
打
ち

込
ん
だ
。

仕
事
に
対
す
る
旺
盛
な
意
欲
が
認
め
ら
れ
、
入
社

五
年
目
の
二
四
歳
の
時
に
は
社
内
で
も
異
例
の
早
さ

で
主
任
に
昇
進
。
粘
り
と
頑
張
り
で
、
得
意
先
も
増

や
し
、
売
上
げ
も
順
調
に
伸
ば
し
て
い
っ
た
。
し
か

し
、
間
違
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
性
格

か
ら
、
社
内
や
得
意
先
で
も
喧
嘩
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
。「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
自
分
に
は
合
わ
な
い
の
か
」

と
悩
み
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
上
司
は
、「
そ

の
性
格
な
ら
独
立
し
た
方
が
向
い
て
い
る
。
営
業
と

し
て
の
才
能
は
あ
る
し
、
き
み
が
開
拓
し
た
営
業
権

は
全
て
譲
る
」
と
独
立
を
薦
め
た
。
理
解
あ
る
上
司

に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
独
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

意
を
決
し
、
二
七
歳
で
独
立
。
妻
の
自
宅
庭
に
あ

っ
た
鳥
小
屋
を
改
造
し
た
事
務
所
を
ベ
ー
ス
に
、
空

調
設
備
会
社
を
ス
タ
ー
ト
。
当
時
は
、
空
調
と
給
排

水
設
備
ま
で
セ
ッ
ト
で
受
注
し
、
さ
ら
に
ア
フ
タ
ー

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
行
う
会
社
は
少
な
く
、
そ
の
機

動
力
、
施
工
技
術
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
か
ら
の
受
注
も
増
え
、
独

立
五
年
後
に
は
従
業
員
十
名
体
制
と
な
り
、
売
上
げ

も
面
白
い
よ
う
に
伸
び
た
。

会
社
の
売
上
げ
が
順
調
だ
っ
た
こ
の
頃
、
逆
に
人

生
の
壁
に
ぶ
つ
か
る
。
大
型
物
件
は
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
下
請
け
の
厳
し
さ
と
辛
さ
も
痛
感
し
て

い
た
。「
順
調
に
利
益
は
上
が
っ
た
が
自
分
の
仕
事

は
世
の
中
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
疑
問
を
抱

い
た
。
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、
邁
進
し
て
い

た
若
い
頃
の
意
欲
は
無
く
、
人
と
し
て
の
人
生
観
に

ぶ
つ
か
り
、
生
き
が
い
が
見
え
な
く
な
っ
た
」
と
語

る
。思

い
込
ん
だ
ら
絶
対
に
行
動
す
る
性
格
で
も
あ
る

社
長
は
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
た
め
、「
経
営
禅

＝

座
禅
修
業
一
年
間
」、「
行
徳
哲
夫
道
場＝

山
ご
も

り
哲
学
道
場
一
週
間
」、「
倫
理
法
人
会＝

久
喜
の
光

明
寺
で
早
朝
の
ト
イ
レ
掃
除
一
年
間
」
を
体
験
し
、

自
ら
を
律
し
た
。

体
験
修
行
を
通
じ
て
「
自
分
の
天
職
と
は
？
」
と

問
い
か
け
て
い
る
と
き
、
世
の
中
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

や
団
地
、
学
校
な
ど
の
受
水
層
タ
ン
ク
の
水
が
汚
く

問
題
と
な
っ
て
い
る
報
じ
る
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に
し
、

「
自
分
は
水
の
浄
化
や
環
境
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
少

し
で
も
世
の
中
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
強
く
感
じ
た
。

そ
し
て
、
健
康
に
害
を
及
ぼ
す
か
も
知
れ
な
い
水

道
水
を
人
工
的
に
故
郷
新
潟
の
き
れ
い
な
水
（
岩
清

水
）
の
よ
う
な
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
に
し
た
い
と

思
い
立
ち
、
設
備
業
を
や
り
な
が
ら
岩
清
水
製
造
機

の
開
発
に
没
頭
し
た
。
何
度
も
失
敗
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
人
工
岩
清
水
機
の
商
品
化
に
成
功
。
し
か
し
、

中
小
企
業
で
あ
る
が
ゆ
え
、
Ｐ
Ｒ
と
販
路
開
拓
の
壁

に
ぶ
つ
か
り
、
販
売
は
伸
び
ず
開
発
を
中
止
し
た
。

そ
の
後
も
水
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
情
熱
は
冷
め
ず
、
発

想
の
転
換
で
浴
水
の
岩
清
水
化
を
考
案
。
研
究
の
末
、

現
在
で
言
う
二
四
時
間
風
呂
の
商
品
化
に
成
功
し
た
。

ま
た
も
販
路
の
壁
に
直
面
し
た
が
、
コ
ツ
コ
ツ
実
績

を
積
み
上
げ
る
内
に
、
商
品
化
か
ら
五
年
後
に
大
手

メ
ー
カ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
特
許
使
用
権
と
Ｏ
Ｅ
Ｍ

生
産
契
約
を
締
結
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
か

ら
の
引
き
合
い
も
増
え
、
世
間
に
も
認
知
さ
れ
、
家

庭
用
も
含
め
全
国
で
約
二
〇
〇
万
台
を
販
売
し
た
。

二
四
時
間
風
呂
が
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た

折
、
通
産
省
が
「
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
問
題
」
を
発
表
。

循
環
風
呂
製
造
メ
ー
カ
ー
は
次
々
と
販
売
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
ま
た
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ

と
と
な
る
。

設
備
業
と
二
四
時
間
風
呂
の
買
い
替
え
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
で
何
と
か
会
社
は
存
続
さ
せ
、
夢
を
諦
め
き

れ
な
い
社
長
は
、
培
っ
た
技
術
を
活
か
し
「
き
れ
い

で
し
か
も
効
率
的
な
お
湯
を
つ
く
り
た
い
」
と
の
信

念
か
ら
、
十
年
の
研
究
を
経
て
画
期
的
な
廃
熱
回
収

型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
『
Ｅ
Ｃ
Ｏ
マ
ル
チ
・
ヒ
ー
ポ
ン
』

を
開
発
、
そ
の
後
、
商
品
化
と
市
場
開
拓
の
年
月
を

有
し
、
開
発
着
手
か
ら
十
五
年
の
歳
月
を
か
け
や
っ

と
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
そ
の
間
も
他
事
業
で
の
請

負
契
約
の
失
敗
や
本
業
の
売
上
げ
不
振
な
ど
で
何
度

も
ピ
ン
チ
と
な
っ
た
が
、
負
債
を
抱
え
な
が
ら
も
夢

を
追
う
た
め
に
何
と
か
乗
り
切
っ
て
き
た
。

自
分
の
天
職
と
し
て
「
水
の
浄
化
」
か
ら
取
り
組

み
、
幾
度
の
失
敗
と
挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
た
ど

り
着
い
た
「
廃
熱
回
収
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム

事
業
」
は
、
省
エ
ネ
や
環
境
保
護
、
省
コ
ス
ト
な
ど

が
注
目
さ
れ
、
現
在
で
は
各
種
プ
ラ
ン
ト
や
病
院
、

ホ
テ
ル
、
学
校
な
ど
に
施
工
、
全
国
に
七
〇
箇
所
の

サ
ー
ビ
ス
代
理
店
を
置
く
ま
で
に
成
長
し
た
。
そ
し

て
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
輸
出
も
は
じ
め
た
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
は
、
更
な
る
海
外
進
出
と
国
内

販
路
の
拡
大
に
邁
進
し
て
い
る
。

ま
た
、
廃
熱
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
開
発
と
平
行
し

て
『
弱
酸
性
化
粧
泉
』＝

レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌
、
大
腸
菌
、

一
般
細
菌
の
殺
菌
＋
弱
酸
性
化
粧
水
に
な
る
、『
革

命
商
品
』
の
商
品
化
に
成
功
し
て
、
こ
ち
ら
も
昨
年

下
期
よ
り
本
格
販
売
を
開
始
し
た
。

最
後
に
、「
い
ろ
い
ろ
辛
い
こ
と
も
経
験
し
た
が
、

信
念
を
持
っ
て
夢
を
追
い
か
け
た
結
果
、
や
っ
と
新

規
事
業
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
。
今
後
も
技
術
を
磨

い
て
新
し
い
商
品
開
発
と
日
本
の
技
術
力
を
海
外
に

知
ら
し
め
た
い
」
と
六
六
歳
の
社
長
は
熱
く
そ
し
て

力
強
く
語
り
か
け
て
き
た
。

サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

桑
原
克
己
氏

サ
イ
エ
ン
ス
�

桑
原
克
己
代
表
取
締
役
社
長

―２２―
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当
社
は
、
水
と
環
境
、
省
エ
ネ
の
商

品
開
発
を
通
し
て
世
の
中
に
役
立
つ
企

業
を
目
指
し
、
家
庭
用
・
業
務
用
の
各

種
ろ
過
装
置
、
業
務
用
・
産
業
用
の
排

熱
回
収
型
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を

商
品
開
発
〜
生
産
〜
販
売
〜
ア
フ
タ
ー

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ

て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。
今
か

ら
４０
年
前
に
空
調
設
備
の
設
計
施
工
、

サ
ー
ビ
ス
管
理
を
メ
イ
ン
と
し
て
大
宮

市
（
現
さ
い
た
ま
市
）
に
会
社
を
興
し

ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
し
て
約
１０
年
間
で
、

空
調
設
備
・
給
排
水
工
事
・
電
気
工
事
・

不
動
産
ま
で
や
る
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
企

業
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
の
悪
化
を
知
っ
た
こ
と

で
、
今
か
ら
約
３０
年
前
に
人
工
岩
清
水

製
造
機
の
開
発
を
始
め
ま
し
た
。
当
初

は
受
水
槽
の
浄
化
が
目
的
で
し
た
が
試

行
錯
誤
の
結
果
、
浴
槽
に
セ
ッ
ト
し
人

工
岩
清
水
温
泉
機
―
『
親
子
み
ず
い
ら

ず
』
と
し
て
販
売
を
開
始
致
し
ま
し
た
。

今
で
言
う
２４
時
間
風
呂
で
す
。

最
初
は
コ
ツ
コ
ツ
と
販
売
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
大
型
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
契

約
も
あ
り
、
ま
た
、
競
合
他
社
も
多
数

出
て
き
て
、
業
界
で
約
２
０
０
万
台
の

２４
時
間
風
呂
を
世
に
出
す
事
が
出
来
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
か
ら
１６
年
前
、

レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
の
問
題
で
当
社
も
業

界
も
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
人

工
温
泉
化
＋
殺
菌
が
出
来
る
『
弱
酸
性

電
解
美
肌
泉
―
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
・
Ｓ

Ｐ
Ａ
』
の
商
品
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
環
境
・
省
エ
ネ
の
為
開
発
し
た

２４
時
間
風
呂
が
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
の
問

題
の
為
に
危
険
な
物
と
し
て
扱
わ
れ
る

…
そ
ん
な
状
況
を
打
破
す
る
為
に
、
レ

ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
を
絶
対
に
出
さ
な
い
、

安
心
・
安
全
で
美
肌
に
も
効
果
の
あ
る

最
高
級
の
お
風
呂
を
提
供
す
る
ろ
過
装

置
の
革
命
商
品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
そ
の
数
年
前

お
蔵
入
り
し
て
い
た
、
当
社
の

第
２
の
柱
と
な
る
、
ガ
ス
に
負

け
な
い
給
湯
が
出
来
る
商
品＝

瞬
間
給
湯
（
７０
℃
）
＋
循
環
冷

水
（
７
℃⇔

１２
℃
）
の
冷
温
水

同
時
取
出
し
の
排
熱
回
収
型
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ＝

『
ｅ
ｃ
ｏ
マ
ル

チ
・
ヒ
ー
ポ
ン
』
の
開
発
を
始

め
ま
し
た
。
当
時
は
エ
コ
キ
ュ

ー
ト
も
存
在
せ
ず
、
こ
の
商
品

を
理
解
し
て
く
れ
る
方
は
中
々

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
必
ず
世
の
中
の
役

に
立
つ
事
を
信
じ
、
失
敗
を
重

ね
な
が
ら
、
よ
う
や
く
１５
年
か

か
っ
て
ｅ
ｃ
ｏ
マ
ル
チ
・
ヒ
ー
ポ
ン（
Ｆ

型＝

６
代
目
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
今

で
は
大
手
食
品
工
場
、
製
薬
工
場
や
温

泉
施
設
を
は
じ
め
多
く
の
お
客
様
に
導

入
頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
よ
う
な
中
小
零
細
企
業
が
、

こ
の
よ
う
な
商
品
開
発
〜
生
産
〜
販
売

〜
ア
フ
タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
や
っ

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
信
念
の
賜
物
、
そ

し
て
、
多
く
の
皆
様
の
支
え
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
当
社
は
昨
年
で
４０
周

年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今
は

ま
た
、
次
の
柱
と
な
る
１０
を
超
え
る
新

規
事
業
の
開
発
の
話
も
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら

も
『
夢
と
生
き
が
い
を
目
指
す
』
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
世
の
中
に
役
立
て

る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

会員企業紹介

『『
水水
とと
環環
境境
、、省省
エエ
ネネ
のの
商商
品品
開開
発発
をを

通通
しし
てて
世世
のの
中中
にに
役役
立立
つつ
企企
業業
へへ
』』
サイエンス
株式会社

ｅ
ｃ
ｏ
マ
ル
チ
・
ヒ
ー
ポ
ン

サ
イ
エ
ン
ス
・
ス
パ

設
置
事
例
（
Ｓ
Ｃ
Ｖ
）
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寄
居
建
設
は
、
大
工
の
棟
梁
だ

っ
た
�
田
金
七
氏
が
個
人
営
業
と

し
て
建
築
業
を
創
業
し
て
か
ら
、

間
も
な
く
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
。

建
築
業
と
し
て
は
県
内
で
も
有
数

の
老
舗
企
業
で
あ
る
。

�
田
徹
社
長
は
金
七
氏
の
曾
孫

で
、
四
代
目
と
し
て
平
成
二
〇
年

に
三
九
歳
で
就
任
し
、
現
在
四
五

歳
。
ま
だ
ま
だ
青
年
ら
し
さ
が
残

る
若
々
し
い
社
長
。「
一
〇
〇
年

近
く
も
こ
の
業
界
で
や
っ
て
こ
れ

た
の
は
、
コ
ツ
コ
ツ
真
面
目
に
経

営
し
て
き
た
歴
代
経
営
者
の
お
陰
。

バ
ブ
ル
の
頃
、
利
益
が
出
て
も
投

資
な
ど
せ
ず
に
本
業
に
徹
し
、
自

己
資
本
に
留
保
し
た
。
お
陰
で
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
も
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
も
苦
し
い
な
が
ら
も

何
と
か
乗
り
切
っ
て
き
た
。
地
道

な
経
営
を
徹
底
し
た
先
達
に
感
謝

し
て
い
る
」
と
語
る
。

寄
居
建
設
は
、
埼
玉
県
北
部
を

中
心
に
県
南
、
都
内
な
ど
も
含
め
、

官
庁
か
ら
の
受
注
四
割
、
民
間
受

注
六
割
と
い
う
比
率
で
主
に
Ｓ

造
・
Ｒ
Ｃ

造
建
築
物

の
着
工
を

手
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
自
社
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
「
�
砂
ハ
イ
ツ
」

を
三
九
〇
戸
余
り
と
貸
事
務
所
・

貸
店
舗
を
二
三
室
保
有
し
、
そ
の

賃
貸
収
入
も
売
り
上
げ
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
。

自
ら
も
一
級
建
築
士
の
�
田
社

長
の
趣
味
は
、
神
社
・
仏
閣
や
近

代
建
築
も
含
め
様
々
な
建
物
を
見

て
回
る
こ
と
。「
見
聞
し
て
い
る

う
ち
に
木
造
建
築
の
良
さ
を
再
発

見
し
、
初
代
か
ら
受
け
継
ぐ
我
が

社
の
『
職
人
魂
』
を
新
た
な
木
造

建
築
に
注
入
し
た
い
と
思
い
、
最

近
は
木
造
物
件
も
受
注
し
て
い

る
」
と
、
建
築
士
と
し
て
の
目
を

輝
か
せ
た
。

ま
た
、
お
客
様
第
一
に
派
手
で

は
な
く
コ
ツ
コ
ツ
と
建
設
業
と
し

て
の
使
命
を
果
た
す
と
と
も
に
、

社
長
が
最
近
強
く
感
じ
て
い
る
の

は
、「
社
員
の
満
足
が
な
け
れ
ば

お
客
様
の
満
足
も
な
し
」
と
い
う

Ｅ
Ｓ
の
精
神
。
社
員
が
生
き
生
き

と
、
そ
し
て
の
び
の
び
と
働
け
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
社
内
改

革
も
進
め
て
い
る
。「
社
員
の
笑

顔
は
お
客
様
の
満
足
に
繋
が
る
と

考
え
、
社
員
一
人
ひ
と
り
の
声
を

聴
い
た
り
、
風
通
し
を

よ
く
す
る
た
め
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心

が
け
て
い
る
」。
さ
ら

に
、「
人
材
育
成
の
た

め
の
社
外
講
習
、
特
に
、

子
育
て
支
援
や
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス
な
ど
女
性
向
け
の
講
習

会
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
せ
た
い
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
と
と
も
に
異
業
種
や
外
部

の
方
と
の
交
流
も
社
員
の
成
長
に

は
必
要
」
と
社
内
外
教
育
の
大
切

さ
を
力
説
し
た
。

震
災
後
の
復
興
や
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
効
果
な
ど
に
よ
り
工
事
量
が
全

体
的
に
増
え
、
こ
れ
か
ら
も
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

で
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
現
在
、
建
設
業
界
は
慢
性
的

な
職
人
不
足
が
続
い
て
い
て
、
こ

れ
か
ら
も
一
層
逼
迫
し
そ
う
だ
。

「
こ
の
一
〇
年
位
職
人
さ
ん
の
労

務
費
が
安
す
ぎ
て
多
く
が
離
職
し

て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
今
の
職
人

不
足
に
繋
が
っ
て
い
る
。
も
っ
と

職
人
さ
ん
の
待
遇
を
改
善
し
な
い

と
こ
れ
か
ら
も
職
人
不
足
が
続
く
。

建
設
業
と
し
て
適
正
な
労
務
費
確

保
に
努
め
た
い
。
ま
た
、
社
員
の

待
遇
改
善
と
若
手
人
材
の
採
用
・

教
育
が
喫
緊
の
課
題
」
と
語
り
、

「
建
設
業
は
造
る
時
の
苦
労
と
喜

び
、
完
成
し
た
時
の
感
動
が
あ
り
、

そ
し
て
、
完
成
物
件
を
何
十
年
も

見
る
楽
し
み
が
あ
る
。
若
者
に
は
、

ぜ
ひ
、
こ
の
業
界
の
良
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
切
望
し
た
。

岩
槻
工
業
団
地
に
本
社
・
工
場

を
構
え
る
�
金
子
製
作
所
は
、
医

療
機
器
や
航
空
機
器
に
使
用
さ
れ

る
精
密
部
品
を
中
心
に
多
品
種
・

少
量
生
産
と
い
う
体
制
で
、
も
の

づ
く
り
の
中
小
企
業
と
し
て
独
自

の
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

強
み
は
、
長
年
培
っ
た
精
密
加

工
技
術
力
と
現
場
力
。
日
本
人
の

も
の
づ
く
り
の
器
用
さ
と
正
直
さ
、

そ
し
て
品
質
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

が
海
外
に
も
認
め
ら
れ
、
海
外
メ

ー
カ
ー
へ
の
部
品
供
給
の
直
接
取

引
が
徐
々
に
実
を
結
ん
で
い
る
。

金
子
製
作
所
は
昭
和
三
一
年
に

金
子
晴
房
社
長
の
父
が
旧
浦
和
市

に
個
人
で
開
業
。
大
手
光
学
機
器

メ
ー
カ
ー
の
一
〇
〇
％
下
請
け
と

し
て
光
学
機
器
部
品
や
内
視
鏡
の

部
品
な
ど
を
製
作
・
供
給
し
た
。

そ
の
後
、
技
術
力
と
品
質
の
高
さ

が
信
頼
と
な
り
航
空
機
器
メ
ー
カ

ー
と
の
取
引
も
開
始
、
事
業
拡
大

に
伴
い
現
岩
槻
工
業
団
地
に
本
社

工
場
を
新
築
移
転
。
さ
ら
に
、
工

場
棟
を
次
々
と
増
設
、
平
成
二
三

年
一
月
に
は
福
島
県
い
わ
き
市
に

新
工
場
を
竣
工
し
た
。

し
か
し
、
同
年
三
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事

故
の
影
響
に
よ
り
地
元
で
新
規
採

用
し
た
従
業
員
が
避
難
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
半
年
間
の
操
業
延
長
と

な
っ
た
。
採
用
し
た
八
名
の
従
業

員
は
全
員
新
卒
で
、
急
遽
岩
槻
で

ア
パ
ー
ト
を
契
約
し
、
家
族
も
呼

び
寄
せ
緊
急
避
難
所
と
し
た
。
金

子
社
長
は
、「
せ
っ
か
く
当
社
の

技
術
屋
を
目
指
し
志
望
し
た
新
卒

社
員
を
辞
め
さ
せ
る
訳
に
は
い
か

な
い
と
強
く
感
じ
た
」
と
当
時
を

振
り
返
っ
た
。

現
在
、
い
わ
き
工
場
は
当
初
採

用
し
た
新
卒
社
員
と
、
そ
の
後
の

定
期
採
用
に
よ
り
従
業
員
二
〇
名

体
制
で
順
調
に
操
業
を
開
始
し
、

将
来
的
に
は
医
療
と
航
空
機
器
分

野
で
の
量
産
工
場
と
し
て
の
役
割

を
目
標
と
し
て
い
る
。

当
社
は
海
外
事
業
展
開
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
は
、
海
外
で
行

わ
れ
る
展
示
会
へ
の
出
展
だ
っ
た
。

女
性
役
員
の
強
い
勧
め
も
あ
り
出

展
。
初
回
か
ら
金
子
社
長
自
ら
出

展
に
同
行
、
海
外
メ
ー
カ
ー
の

様
々
な
人
と
の
出
会
い
や
交
流
か

ら
、
自
社
の
強
み
と
弱
み
を
再
認

識
し
、
医
療
機
器
、
特
に
硬
性
内

視
鏡
や
循
環
器
部
品
な
ど
の
分
野

で
は
自
社
の
精
密
部
品
加
工
技
術

が
十
分
に
通
用
す
る
と
確
信
し
た
。

「
県
や
関
東
経
済
産
業
局
、
ジ

ェ
ト
ロ
な
ど
か
ら
の
後
押
し
も
あ

り
、
毎
年
出
展
し
て
い
る
内
に
医

療
機
器
に
お
け
る
海
外
ニ
ー
ズ
が

明
確
と
な
り
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ

カ
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
メ
ー
カ

ー
と
の
直
接
取
引
き
を
開
始
、
売

り
上
げ
の
五
％
程
度
は
海
外
輸
出

製
品
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
世

界
の
隙
間
産
業
を
狙
い
、
競
争
力

を
強
化
し
、
日
本
の
も
の
づ
く
り

に
誇
り
を
持
っ
て
世
界
の
技
術
革

新
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
胸

を
張
っ
た
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部
寄
居
建
設
株
式
会
社

社
員
が
生
き
生
き
・
の
び
の

び
と
働
け
る
環
境
づ
く
り

中
部

�
金
子
製
作
所

大
切
に
し
て
き
た
の
は
、

「
も
の
づ
く
り
」
の
誇
り

DATA
会 社 名：寄居建設�
所 在 地：大里郡寄居町大字寄居２６６‐１
電 話：０４８‐５８１‐１２１１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５８１‐１４６５
代 表 者：代表取締役社長 �田徹
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設 立：昭和１８年１１月
資 本 金：９，５００万円
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事業内容：建築工事・土木工事等の設計・施工・監理、

賃貸マンション貸付業、賃貸マンション管
理業、宅地建物取引業、損害保険代理業な
ど

DATA
会 社 名：株式会社金子製作所
所 在 地：さいたま市岩槻区古ヶ場１‐３‐１３
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Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐７９４‐８１１７
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創 立：昭和３１年３月
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寄
居
建
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子
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房
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社
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工
場
内
の
切
削
加
工
機
械
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株
式
会
社
日
進
化
成
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
・
加
工
、
そ
れ
に

付
随
す
る
業
務
一
式
を
行
っ
て
い

る
。当

社
は
、
小
ロ
ッ
ト
生
産
を
得

意
と
し
て
お
り
、
海
外
生
産
で
は

数
量
が
少
な
い
、
少
量
す
ぎ
て
切

削
加
工
品
で
対
応
し
て
い
る
な
ど

の
小
ロ
ッ
ト
に
関
す
る
問
題
に
積

極
的
に
取
り
組
み
対
応
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
開
発
設
計
か
ら
完
成

品
ま
で
対
応
可
能
で
、
勿
論
、
部

品
単
位
・
加
工
の
み
の
対
応
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
協
力
会
社

の
サ
ポ
ー
ト
も
加
え
て
、
熱
硬
化

成
形
品
・
金
属
部
品
・
各
種
加
工

品
・
組
み
立
て
を
行
い
、
自
社
製

作
部
品
以
外
の
部
品
も
カ
バ
ー
し

て
、
ほ
ぼ
全
て
の
部
品
を
製
作
で

き
る
体
制
を
作
り
あ
げ
て
い
る
。

当
社
は
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

成
形
（
熱
可
塑
）
で
創
業
、
今
ま

で
色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
お
り
、

例
え
ば
そ
の
使
用
材
料
は
、
汎
用

材
料
か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ま
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
樹
脂
に

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
３
Ｄ
デ

ー
タ
の
取
り
扱
い
に
も
早
く
か
ら

取
り
組
み
、
光
造
形
・
紛
体
造
形
・

注
型
品
な
ど
の
製
作
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
新
し
い
可
能
性

を
模
索
し
て
い
る
。

「
小
ロ
ッ
ト
生
産
部
品
の
事
な

ら
、
ま
ず
は
、
相
談
・
連
絡
し
て

ほ
し
い
」
と
、
日
下
部
雅
人
常
務

取
締
役
は
自
信
を
持
っ
て
語
る
。

そ
の
沿
革
は
、
１
９
５
８
年
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
業
、
日
進
化
成

工
業
所
を
開
設
。
６６
年
、
板
橋
区

に
工
場
開
設
。
６９
年
、
�
日
進
化

成
に
改
組
。
７２
年
、
戸
田
市
に
戸

田
工
場
開
設
。
７６
年
、
美
女
木
工

場
設
立
し
、
本
社
業
務
を
移
転
。

８４
年
、
美
女
木
工
場
を
増
設
、
戸

田
工
場
成
形
部
門
を
美
女
木
工
場

に
移
転
。
０４
年
に
は
、
美
女
木
工

場
新
設
し
、
戸
田
工
場
閉
鎖
し
て
、

本
社
を
増
設
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
・
加
工
の

歴
史
は
、
自
動
車
と
家
電
の
大
量

生
産
で
発
展
・
拡
大
し
て
き
た
と

言
っ
て
も
よ
い
。
し
か
し
、
７３
年

の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
節
目
に
、

量
産
も
の
は
海
外
に
流
れ
、
当
社

も
打
撃
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
約

四
十
年
を
か
け
、
一
般
的
な
量
産

品
か
ら
、特
定
な
小
ロ
ッ
ト
品（
医

療
品
、
測
量
測
定
器
関
連
、
交
通

信
号
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

用
品
等
々
）
に
移
行
し
、
現
在
で

は
大
量
生
産
品
の
取
り
扱
い
は
な

ん
と
「
ゼ
ロ
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
、

当
社
の
発
展
と
収
益
と
継
続
に
寄

与
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
当
社
の
名
の
ご

と
く
、「
日
々
進
化
し
た
い
」
と
、

日
下
部
常
務
は
笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

当
社
は
半
世
紀
に
わ
た
り
、
マ

イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
マ

イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
、
こ
の
二
つ
の

技
術
を
軸
と
し
た
部
品
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

そ
の
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
技
術
は
主
に
半
導
体
に
活
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
特
に

ア
ナ
ロ
グ
技
術
を
得
意
と
し
て
お

り
、
古
く
は
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
製
品

で
あ
る
オ
ペ
ア
ン
プ
Ｎ
Ｊ
Ｍ
４
５

５
８
や
、
最
近
で
は
車
載
・
産
業

機
器
向
け
の
高
品
質
な
製
品
、
ま

た
世
界
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ

た
オ
ー
デ
ィ
オ
用
半
導
体
デ
バ
イ

ス
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う

に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
製
品
を
開
発
し

て
い
ま
す
。

マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
技
術
は
、

レ
ー
ダ
ー
及
び
衛
星
通
信
の
主
要

部
品
に
活
か
さ
れ
て
お
り
、
特
に

民
生
用
マ
リ
ン
レ
ー
ダ
ー
市
場
で

は
、
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

「
社
名
か
ら
し
て
よ
く
誤
解
を

受
け
る
の
で
す
が
、
決
し
て
、
タ

ク
シ
ー
等
の
無
線
機
を
製
造
し
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
」

と
大
副
和
夫
常
務
執
行
役
員
・
川

越
製
作
所
長
は
、
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
、
笑
顔
で
話
さ
れ
た
。

そ
の
沿
革
は
、
１
９
５
９
年
、

商
号
埼
玉
日
本
無
線
�
と
し
て
創

立
。
６１
年
、
商
号
を
新
日
本
無
線

�
と
改
称
、
日
本
無
線
よ
り
マ
イ

ク
ロ
波
管
製
造
部
門
を
譲
受
。
６２

年
、
日
本
無
線
よ
り
半
導
体
製
造

部
門
を
譲
受
。
６３
年
、
マ
イ
ク
ロ

波
管
及
び
半
導
体
販
売
部
門
を
日

本
無
線
よ
り
譲
受
し
た
。

そ
の
後
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、

生
産
拠
点
は
、
半
導
体
後
工
程
を

佐
賀
県
に
、
半
導
体
前
工
程
を
福

岡
県
に
そ
れ
ぞ
れ
工
場
を
建
設
し

た
。
ま
た
、
販
売
拠
点
は
福
岡
県
、

大
阪
府
、
愛
知
県
、
東
京
都
、
宮

城
県
に
拡
大
し
、
さ
ら
に
、
海
外

に
も
タ
イ
王
国
に
、
半
導
体
後
工

程
生
産
拠
点
を
設
け
、
販
売
拠
点

は
、
ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

台
湾
、
中
国
・
上
海
市
・
深
圳
市
、

韓
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

昨
今
の
円
安
で
、
輸
出
比
率
５０

パ
ー
セ
ン
ト
の
当
社
で
は
、
収
益

は
勿
論
増
加
し
て
い
る
が
、
長
年

に
わ
た
り
事
業
革
新
を
も
当
然
の

こ
と
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
２
０
１
３
年
度
よ
り

「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２０
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
従
来
に
は
な
か
っ
た

新
し
い
製
品
群
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
事
業
規
模
を
拡
大
し
、
成
長

し
続
け
る
た
め
に
は
、
今
の
製
品

群
だ
け
で
は
な
く
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
と
考
え
て
い
る
。
実
績
を
見
て

も
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
事
業
や
Ｓ
Ａ
Ｗ
事
業

を
中
心
と
し
た
売
上
げ
は
増
加
し

て
お
り
、「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」

し
続
け
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
株
式
会
社
日
進
化
成

「
小
ロ
ッ
ト
生
産
を
得
意

と
す
る
製
造
会
社
」

「
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
マ
イ

ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
の
最
適
部
品
を
提
供
」

DATA

会 社 名：株式会社 日進化成
本 社：戸田市美女木３‐６‐８
代 表 者：代表取締役社長 日下部 茂樹
役 員：常務取締役 日下部 雅人
設 立：１９５８年
資 本 金：２，０００万円
従業員数：４３名（２０１２年４月現在）
事業内容：プラスチック成形・加工それに

付随する業務一式

DATA
会 社 名：新日本無線株式会社
本 社：ふじみ野市福岡２‐１‐１
代 表 者：代表取締役社長 小倉 良
設 立：１９５９年９月８日
資 本 金：５，２２０百万円
従業員数：（連結）２，７８６名（２０１３年３月期）
売 上 高：（連結）３６，４１７百万円（２０１３年３月

期）
事業内容：半導体、マイクロ波応用製品、マイ

クロ波管・周辺機器

西
部
新
日
本
無
線
株
式
会
社

大
副
和
夫
常
務
執
行
役
員
・

川
越
製
作
所
長

日
下
部

雅
人

常
務
取
締
役

イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
成
形
機

新
日
本
無
線
�

川
越
製
作
所
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�調査対象 ……………………………６００社
有効回答数 ………………………２１０社
回収率……………………………３５．０％

�業種内訳 �内製造業 ……………１０６社
�内非製造業 …………１０４社

�資本金別
�５０００万円以下 ……………………１０３社
�５０００万円超～１億円以下…………５８社
�１億円超～３億円以下……………１２社
�３億円超……………………………３７社

企業経営動向調査（１４年１月実施）調査結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�国内景気の最近のDI は、さら
に上昇し、製造業＋４４、非製造
業＋４７と国内景気は順調に拡大
している。
�但し、先行きのDI は大幅に悪
化するものの、DI の水準は引
続きプラスを維持し、極端な消
費増税の影響はないものとみら
れる。

�業界景気の最近のDI は、非製
造業で横ばいとなるも、製造業
は１６ポイント改善し、業界の景
気も上昇基調にあることがうか
がわれる。
�先行きのDI は最近比で２０ポイ
ント程度悪化し、マイナスに転
じるものの、マイナス幅は少な
く極端な消費増税の影響はない
ものとみられる。

�自社の業況の最近のDI の改善
度は製造業、非製造業で差異が
あるものの、総じて横ばいであ
り、国内景気、業界の景気に比
べ自社業況については厳しさが
うかがわれる。
�先行きのDI は、最近比で１０ポ
イント程度の悪化にとどまり、
極端な消費増税の影響はないも
のとみられる。

１４年１月調査

＋４６

＋４４

＋４７

＋１８

＋１６

＋２１

１４年１月調査

＋１７

＋１８

＋１６

－３

－２

－５

１４年１調査

＋１２

＋１０

＋１５

＋１

－１

＋３

１３年１０月調査

＋３２

＋２８

＋３６

＋３６

＋３４

＋３７

１３年１０月調査

＋９

＋２

＋１５

＋７

＋１

＋１２

１３年１０月調査

＋１１

＋４

＋１８

＋９

＋２

＋１５

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

最 近

先 行 き
（６カ月先）

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断
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�－１．経営動向（売上高）

�１３年１０－１２月期の売上高DI は、前四半期
比、非製造業は１７ポイント改善するものの、
製造業は４ポイント悪化するなど総じて小
幅な改善にとどまっている。
�今後の見通しについては、１４年１－３月期
は、前四半期比DI は悪化し、売上高は伸
び悩んでいる傾向がみられる。また、１４年
４－６月期については、消費増税の要因も
加わり、DI は大幅に悪化し、マイナスに
転じる見込みである。

（注）１３／１０－１２、１４／１－３月期の上段の（ ）内の数値は１３年１０月調査時の見通し

見 通 し

１４／４－６

－１７

－２０

－１４

１４／１－３

（＋８）
＋１６

（±０）
＋１４

（＋１５）
＋１７

実 績

１３／１０－１２

（＋２８）
＋３２

（＋２１）
＋２５

（＋３５）
＋４０

１３／７－９

＋２６

＋２９

＋２３

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�１３年１０－１２月期の経常利益DI は、売上高
DI が横ばいにもかかわらず、製造業、非
製造業ともに好調さを維持している。これ
は、経費削減努力等が奏功しているものと
見込まれる。
�今後の見通しについては、１４年１－３月期
は、製造業、非製造業ともにDI はプラス
を維持するものの、収益状況は悪化に転じ
る。また４－６月期は消費増税の要因も加
わり、DI はマイナス２０台へと大幅に悪化
する見込みである。

（注）１３／１０－１２、１４／１－３月期の上段の（ ）内の数値は１３年１０月調査時の見通し

見 通 し

１４／４－６

－２３

－２０

－２６

１４／１－３

（＋４）
＋１０

（－７）
＋１１

（＋１４）
＋９

実 績

１３／１０－１２

（＋２６）
＋２２

（＋２３）
＋１６

（＋２９）
＋２９

１３／７－９

＋９

＋８

＋１０

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

〈消費増税に伴う企業業績への影響度調査〉

駆け込み需要の影響があると回答し
た企業は２３％、消費増税に伴う買い控
えの影響があると回答した企業は２５％
にとどまり、今回の消費増税の影響は
約１／４の企業にとどまるものとみら
れる。

�１４年１－３月期の売上高が１３年１０－１２月期に比べて「増加する」
と回答した先に「消費増税に伴う駆け込み需要」の影響を調査

�１４年４－６月期の売上が１４年１－３月期に比べて「減少」と回答
した先に「消費増税に伴う買い控え」の影響を調査

全 社

２１０社（１００％）

１０６社（１００％）

１０４社（１００％）

全 社

２１０社（１００％）

１０６社（１００％）

１０４社（１００％）

影響あり

４９社（２３．３％）

２６社（２４．５％）

２３件（２２．１％）

影響あり

５２件（２４．７％）

２７件（２５．５％）

２５件（２４．０％）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�．その他

�最近の在庫水準DI は前回
調査からほぼ横ばいで推移
しており、駆け込み需要に
伴う在庫積み増しの動きは
みられない。
�先行きのDI は、最近比で
大きな変化はみられず、消
費増税に伴う買い控え等に
よる、在庫過剰感はみられ
ない。

�最近の設備DI は、売上の
好調さから、製造業、非製
造業ともに過剰感が解消し
ている。
�先行きのDI は、最近比と
横ばいで推移しており、先
行きでの消費増税による売
上減少の影響はあまり大き
くないとみているものと想
定される。

�最近の雇用人員DI は、不
足感は高まり、特に非製造
業は－３５と大幅な不足とな
っている。
�先行きのDI は、製造業で
は不足感が解消するものの、
非製造業は依然、大幅な不
足状況が続くものと見込ま
れる。

１４年１月調査

＋８

＋１４

＋０

＋２

＋５

－２

１４年１月調査

－９

－１５

－３

－３

－４

－３

１４年１月調査

－２０

－５

－３５

－１３

＋９

－３５

１３年１０月調査

＋８

＋１４

＋２

＋３

＋８

－２

１３年１０月調査

＋６

＋９

＋３

－５

－１

－８

１３年１０月調査

－４

＋７

－１４

－７

＋９

－２２

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

最 近

先 行 き
（６カ月先）

最 近

先 行 き
（６カ月先）
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�最近の資金繰りDI は、前
回調査比で著変はみられず、
資金繰り繁忙感はみられな
い。
�先行きのDI も最近比横ば
いで推移。特に繁忙感はで
ていない。

�最近の販売価格DI は前回
調査比とほぼ横ばいとなっ
ており、製造業は下落傾向
が続き、非製造業は上昇傾
向が続いている。
�１４年４月に消費増税が行わ
れるものの、先行きのDI
も最近比と大きな変動はみ
られないことから、製造業、
非製造業ともに消費増税に
伴う価格転嫁はあまり進ま
ないものとみられる。

�最近の仕入価格DI は前回
調査比横ばいで推移するも
のの、引続き上昇するとの
回答が非常に多くなってい
る。
�先行きのDI は消費増税も
あり、さらに上昇とみてお
り、仕入れ面では消費増税
による価格転嫁が進むもの
とみている。

１４年１月調査

＋６

＋３

＋９

＋４

＋１

＋７

１４年１月調査

－２

－１４

＋１０

－６

－１７

＋５

１４年１月調査

＋３６

＋３６

＋３７

＋４５

＋５０

＋３９

１３年１０月調査

＋７

＋１

＋１３

＋２

－５

＋９

１３年１０月調査

－３

－１６

＋１０

－３

－２２

＋１５

１３年１０月調査

＋３７

＋４２

＋３３

＋３９

＋４２

＋３６

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

最 近

先 行 き

最 近

先 行 き
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企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１４年１月および先行き ※値表示は全社のDI

―３０―

































































































































二
月
五
日
�
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出

身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ

る
「
第
十
二
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
�
Ｔ
Ｙ
Ｋ
（
岐
阜
県

多
治
見
市
）
代
表
取
締
役
会
長
の
牛
込

進
氏
と
サ
ラ
ヤ
�
（
大
阪
府
大
阪
市
）

代
表
取
締
役
社
長
の
更
家
悠
介
氏
の
二

氏
が
受
賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

■
牛
込

進
氏
（
�
Ｔ
Ｙ
Ｋ
代
表
取
締

役
会
長
）

◇
会
社
概
要

窯
業
。「
機
能
性
耐
火
物
」
メ
ー
カ

ー
。
耐
火
煉
瓦
等
の
製
造
販
売
。
フ
ァ

イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
等
金
属
複
合
材
の

製
造
販
売
。
一
九
二
九
年
創
業
、
従
業

員
数
三
四
二
人
、
資
本
金
約
二
四
億
円
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
機
能
性
耐
火
物
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、

従
来
の
三
倍
の
耐
用
性
を
持
つ
製
品

や
、
一
八
五
〇
度
と
い
う
世
界
初
の

超
高
温
焼
成
炉
を
用
い
た
製
品
、
大

量
生
産
に
欠
か
せ
な
い
連
続
鋳
造
用

製
品
の
開
発
に
成
功
し
、
機
能
性
耐

火
物
の
分
野
で
は
シ
ェ
ア
三
五
％
、

業
界
二
位
、
世
界
で
は
総
合
耐
火
物

メ
ー
カ
ー
七
社
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
地
位
を
築
い
た
。

・
先
端
技
術
開
発
で
、
世
界
初
の
溶
湯

中
水
素
濃
度
測
定
装
置
、
世
界
初
の

溶
湯
連
続
側
温
装
置
等
、
数
々
の
新

製
品
を
開
発
し
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
鋳

造
業
界
、
鉄
鋼
業
界
、
電
子
部
品
業

界
に
お
け
る
様
々
な
課
題
解
決
に
役

立
ち
、
業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
一
九
九
六
年
「
Ｔ
Ｙ
Ｋ
」
絵
画
大
賞

を
開
設
し
十
七
年
間
連
続
し
て
実
施
。

大
賞
作
品
を
一
〇
〇
万
円
で
購
入
し

自
治
体
等
に
寄
贈
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

・「
岐
阜
県
工
業
会
」
会
長
、「
多
治
見

市
商
工
会
議
所
」
会
頭
、「
ぎ
ふ
企

業
家
育
成
塾
」
塾
長
と
し
て
、
県
内

企
業
の
海
外
事
業
展
開
、
産
官
学
連

携
、
若
手
の
人
材
育
成
に
貢
献
し
た
。

■
更
家

悠
介
氏
（
サ
ラ
ヤ
�
代
表
取

締
役
社
長
）

◇
会
社
概
要

家
庭
用
及
び
業
務
用
洗
浄
剤
・
消
毒

剤
・
う
が
い
薬
等
の
衛
生
用
品
等
の
開

発
・
製
造
・
販
売
。
一
九
五
二
年
創
業
、

従
業
員
数
六
五
〇
人
、
資
本
金
四
五
〇

〇
万
円
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
社
長
就
任
後
、
企
業
理
念
「
世
界
の

『
衛
生
・
環
境
・
健
康
』
の
向
上
に

貢
献
す
る
」
を
基
に
海
外
展
開
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、「
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
」
に
挑
戦
し
て
い
る
。

・
二
〇
一
〇
年
に
日
本
初
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ（
持

続
可
能
な
パ
ー
ム
油
）
の
原
料
認
証

を
取
得
し
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ

れ
た
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
世
界
自
然
保
護
基

金
）
の
パ
ー
ム
油
の
購
入
企
業
調
査

に
お
い
て
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
商
品

製
造
部
門
で
最
高
ラ
ン
ク
と
な
っ
た
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
二
〇
〇
四
年
か
ら
ボ
ル
ネ
オ
島
の
野

生
象
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
〇
六
年
に
ボ
ル
ネ
オ
保
全
ト
ラ

ス
ト
の
設
立
に
携
わ
り
、「
緑
の
回

廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
し
、「
ヤ

シ
ノ
ミ
洗
剤
」
の
売
上
一
％
を
送
金

す
る
形
で
、
野
生
生
物
の
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

・
二
〇
一
〇
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
・
ウ
ガ

ン
ダ
で
「
一
〇
〇
万
人
の
手
洗
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し
、
二

〇
一
一
年
に
サ
ラ
ヤ
・
イ
ー
ス
ト
ア

フ
リ
カ
�
を
設
立
。
途
上
国
の
妊
産

婦
や
子
供
の
感
染
予
防
事
業
に
取
り

組
み
、
衛
生
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
。

本
会
は
、
渋
沢
栄
一
賞
の
創
設
に
深

く
関
わ
り
、
近
代
日
本
を
築
い
た
渋
沢

翁
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
す
る
埼
玉
県
の
活
動
を
全
面
的

に
支
援
し
本
賞
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

う
し

ご
め
す
す
む

さ
ら

や

ゆ
う

す
け

牛牛
込込
進進
氏氏
、、
更更
家家
悠悠
介介
氏氏
がが

渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞

〜〜
第第
十十
二二
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
表表
彰彰
式式
開開
催催

知
事
・
受
賞
者
・
関
係
者

開
会
挨
拶
を
す
る
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

牛
込
進
氏
（
右
）

第第
１１２２
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
表表
彰彰
式式

講
評
を
行
う
利
根
忠
博
本
会
名
誉
会
長

更
家
悠
介
氏
（
右
）

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

―３１―
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遺跡やそこから出土する

考古遺物は、研究対象と

して重要なだけでなく、

現代社会に活用可能な社

会的資源です。研究と社

会開発を両立させる活用

の方法を、研究者が提案

していくことが重要と考

えています。

学歴・略歴

井口 欣也

（いのくち きんや）

１９９４年東京大学大学院総

合文化研究科博士課程単

位取得退学。

日本学術振興会特別研究

員、新潟大学人文学部専

任講師、同助教授を経て、

２００１年より埼玉大学教養

学部助教授。２０１０年４月

より同教授。

私は文化人類学を専門とし、南
米アンデス文明の形成過程について研究していま
す。そのため、ペルーにでかけ遺跡の発掘調査を
しています。現在調査しているクントゥル・ワシ
遺跡は、約２８００年前の神殿遺跡です。１９８８年以来、
日本とペルーの多くの考古学者とチームを組んで
共同調査をおこなってきました。調査では、アン
デス文明の初期に、神殿をめぐるさまざまな活動
が、社会と文化の発展に重要な役割を果たしたこ
とが明らかになりました。とりわけこの遺跡では、
アメリカ大陸最古の黄金装飾品を副葬品とする特
別な墓が８つも発見され、ペルー内外で大きなニ
ュースとなりました。
大規模な発掘は研究者だけではできません。地
元住民を研究費で雇用し、発掘作業を手伝っても
らいます。そのため、調査では現地の人たちとの
信頼関係の構築が重要です。住民も調査への参加
を通じて文化遺産の重要性に対する認識が深まり、
遺跡を村のシンボルとして誇りを持つようになり
ました。
黄金の発見をきっかけに、遺跡から出土した金

製品やその他の考古遺物をどこに保管するか、と
いう議論が起こりました。私たち調査チームは、
遺跡のある村に博物館をつくり、住民に管理を委
ねることを提案しました。日本が資金を援助し、
村に１９９４年にクントゥル・ワシ博物館がオープン
しました。博物館は、住民から構成されるNPO
組織・クントゥル・ワシ文化協会によって運営さ
れています。われわれ調査チームは、学術的な面
からこれをサポートしています。住民の参加によ
る文化遺産を活用した社会開発の好例として、国
際的にも注目されています。
クントゥル・ワシ博物館は今年で開館２０周年を
迎えます。これまでの博物館運営に対する住民の
情熱と努力には敬
服するばかりです。
今後は展示のさら
なる改善、運営住
民の世代交代など、
現地でともに課題
に取り組んでいき
たいと思います。

各種社会基盤構造物の構

築に用いる新材料や新工

法、新構造形式の開発に

貢献できると考えていま

す。

学歴・略歴

牧 剛史

（まき たけし）

１９９７年３月 東京大学大

学院工学系研究科社会基

盤工学専攻修士課程修了、

２００２年 博士（工学）。１９９７

年４月より埼玉大学助手、

２００６年より埼玉大学大学

院助教授、２００７年より埼

玉大学大学院准教授、現

在に至る。専門分野：鉄

筋コンクリート構造、耐

震構造。

国土には橋梁やダム、トンネル、
地下鉄やライフラインなどの地下構造物、あるい
は家やビル、マンションに至るまで、様々な社会
基盤構造物が構築され、人々の生活の営みに日々
貢献しています。橋梁等の社会基盤施設は公共財
であり、家屋等は個人の財産でありますが、いず
れも国民の安心・安全な生活に大きく役立つべき
であるとともに、その機能がより耐久的に維持さ
れていくことが不可欠です。
私の研究室では、コンクリートや鋼に代表され
る各種建設材料の材料特性、およびそれらの建設
材料を用いた構造物の力学的性状や破壊性状を明
らかにするための研究を行っています。特に、鉄
筋コンクリート構造物や鋼―コンクリート複合構
造物を対象として、その耐震性状解明や効果的な
耐震補強方法に関する研究を行っており、３０００kN
静的載荷装置と３００kN動的載荷装置を駆使した載
荷実験による実験的検討を進めています。また、
橋梁などの地上の構造物を地下で支える基礎構造
物や埋設管・地下鉄などの地中構造物と、周囲の
地盤との連成挙動に関する研究も行っており、構

造物の地震時挙動に及ぼす地盤の液状化の影響や、
構造物基礎の耐震補強方法の一つとしてセメント
を用いた地盤改良に着目した研究も行っています。
私たちが対象とする社会基盤構造物は、一般に
そのサイズが大きいため、実物大の試験体を用い
た実験を行うことはほぼ困難です。したがって、
上記に挙げた実験は縮小模型を用いることがほと
んどです。しかし、縮小模型による実験だけで、
実構造物の安全性を確認できない場合や、例えば
コンクリートの内部でどのような現象が発生して
いるかを直接計測できない場合があります。その
ような場合には、鉄筋コンクリート構造物の力学
的挙動を再現可能な非線形有限要素構造解析プロ
グラムを用いた解
析的検討を併用し
ます。この２本立
てによって、真に
安全なコンクリー
ト構造物の構築に
貢献する技術開発
を進めています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

アンデス文明形成過程の研究と文化遺産による国際協力
埼玉大学教養学部教養学科現代社会専修 井 口 欣 也 教授

真に安全・安心な社会基盤構造物の構築を目指して
埼玉大学大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤部門 牧 剛 史 准教授

クントゥル・ワシ博物館と同文化協会
メンバー

鉄筋コンクリート柱の水平繰り返し載
荷実験

―３２―
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一般にマネジメントとは、「組織の目標を達成するために、
個人や集団とともに、またはこれらを通して働くこと」と定義
され、そのプロセスの中心は、�計画すること、�組織するこ
と、�動機づけること、�統制すること、という４つの管理機
能が挙げられる。そして、マネジメントという管理のプロセス
を遂行するについては、三つの分野の能力（専門的能力、対人
的能力、概念化能力）が必要だと言われている。
これらの諸能力の適正な必要度は第一線監督職からトップ・
マネジメントへと昇るにつれて異なるが、全てのレベルにおい
て共通項的に重要な能力は、対人的能力である思う。
右図は、人間の行動科学研究で有名なマズローの欲求の段階
を示しているが、戦後７０年近くが経ち現在では生理的な欲求度
は低くなっているものの、成人に達してからの人間の欲求の位
置付けは人それぞれの置かれた立場や年齢等によってさまざま
である。また、行動科学の“動機づけ”の研究者：ハーツバー
グはマネジメントにおける動機づけの要因として、環境要因（管
理施策や監督のあり方、作業条件、対人関係、金銭、身分、安
全等）と意欲要因（達成感、チャレンジングな仕事、責任の増

大、向上と成長等）があり、マズローの欲求段階の“自尊”領
域を境にしてそれが分かれることを示唆している。
実際のマネジメントでは、管理者と部下の双方が欲求レベル・
意欲の異なる人間同士の組み合わせで行われるため、その最適
解を求めるマネジメントの対人的能力研究は複雑で奥が深く、
興味が尽きないのである。

本制作は、〈２０１０年度ものつくり大学学長プロジェクト：本
学を元気にし、本学の存在感をアピールする企画募集〉に採択
されたものであり、〈世界を変えたモノに学ぶ／原寸プロジェ
クト〉と題し、建設・製造両学科協同で世界的な名作住宅や歴
史的工業製品を原寸で忠実に再現するプロジェクトの第一弾で
す。
まず手始めに、フランスの建築家ル・コルビュジエの終の棲
家―仏伊国境、地中海を臨む岬カップ・マルタンにある５坪ほ
どの小さな休暇小屋―をテーマとしました。キャンパス内の調
整池を（強引にではありますが）地中海に見立て、２０１１‐２０１２
年度の２年がかりの卒業制作で建物から建具、家具、金物、照
明、ドアレバー…ネジに至るまで、丸ごと再現しました。
制作に先立ち２０１１年の２月下旬すなわち東北大震災の直前に、
学生１０名、教職員６名総勢１６名で現地実測調査を敢行しました。
休暇小屋内部に一度に入れるのは４人、制限時間２０分、しかも

モノに触ってはいけないとう、がんじがらめの制約下でしたが、
全員白手袋で臨んだ誠意と気迫が通じたせいか、確か２組目あ
たりからメジャーを当てることが許されました。
実測をもとに作成したA３版図面集は、建築２４枚、家具１１２
枚、建具５４枚、金物３０枚の計２２０枚、縮尺は１／１から１／２０
という、まさに学生たちの執念が手触り感覚で伝わる労作です。
もちろんこれらが現物として原寸で存在していることはいうま
でもありません。まさにものつくり大学ならではの作品です。
そのかいあって、２０１２年１１月９日、パリのル・コルビュジエ財
団から休暇小屋のレプリカとしての正式認定のメールが届きま
した。
休暇小屋は、外部はいつでも見学可能ですが、内部について
はオープン・キャンパス時に一般公開しています。なお、制作
過程については You Tube http : //www.youtube.com/user/IOTB
uilding でご覧になれます。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

人間行動科学とマネジメント
製造学科 関 根 次 雄 教授

関根 次雄（せきね つぎお）教授 宇都宮大学工学部精密工学科卒業、株式会社日立製作所を経て、２０１３年４月よりものつく
り大学教授。生産工学・生産管理が専門。（連絡先：０４８‐５６４‐３８４５／sekine@iot.ac.jp）

世界の名作を再現する／
「ル・コルビュジェの休暇小屋」原寸制作

建設学科 八 代 克 彦 教授

八代 克彦（やしろ かつひこ）教授 博士（工学）東京工業大学在学中に中国の洞穴住宅ヤオトン研究のため西安冶金建築学
院（現西安建築科技大学）に中国政府給費留学。札幌市立高等専門学校（現札幌市立大学）助教授を経て、２００５年ものつくり大
学着任、現在に至る。（連絡先：０４８‐５６４‐３８６２／yashiro@iot.ac.jp）
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新新
規規
高高
校校
卒卒
業業
予予
定定
者者

就就
職職
面面
接接
会会
開開
催催

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
二
月
二
日
�
、
埼
玉
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷
で
開
催
さ
れ
た
。
本

会
推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
五
名
（
別

記
）
と
学
校
側
か
ら
は
二
十
四
組
、
七

十
三
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
面
談
会
は

平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
今

年
度
で
通
算
十
一
年
目
と
な
る
。

こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生
が
企

業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求
め
る

人
材
像
、
企
業
人
に
な
る
た
め
の
心
構

え
、
学
生
時
代
に
な
す
べ
き
事
な
ど
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で

自
分
を
見
つ
め
直
し
進
路
選
択
能
力
を

向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
生
徒
・
保
護
者

の
職
業
意
識
形
成
を
支
援
し
、
望
ま
し

い
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
於

い
て
参
加
校
は
就
職
希
望
者
の
多
い
専

門
高
校
に
限
ら
ず
県
北
部
の
普
通
高
校

の
生
徒
も
多
く
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

教
員
に
対
し
て
は
学
校
に
お
け
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
重
要
性
に
関
す
る
意
識
改

革
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

面
談
終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
企
業
が
求
め
る
人
材
は
意
欲
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
あ
る
者
だ
と
知
り

ま
し
た
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
活
動
も

気
持
ち
や
考
え
方
で
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
今
後

の
学
校
生
活
に
生
か
し
た
い
。」、「
私

は
今
、
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
で

い
た
の
で
企
業
経
営
者
の
方
に
話
を
聞

い
て
も
ら
い
た
く
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
え
て
と
て
も
有
難
か
っ
た
。」、

「
私
の
学
校
で
は
進
学
中
心
で
企
業
へ

の
就
職
に
つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
が
無

く
、
実
際
の
経
営
者
の
話
を
聞
け
て
視

野
が
広
が
っ
た
と
感
じ
た
。
今
後
の
進

路
決
定
の
参
考
に
し
た
い
。」
な
ど
進

路
選
択
に
お
け
る
俯
瞰
的
な
立
場
に
立

っ
た
具
体
的
な
示
唆
を
も
ら
え
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
は
「
子

ど
も
の
将
来
の
進
路
は
勿
論
で
す
が
私

の
今
後
の
仕
事
に
対
し
て
も
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。」、「
子
ど
も
が
企
業
経
営
者
の
方

に
ど
の
よ
う
な
受
け
答
え
を
す
る
の
か

心
配
で
し
た
が
、
子
ど
も
の
考
え
を
一

緒
に
聞
け
て
安
心
し
ま
し
た
。」
先
生

方
か
ら
は
「
初
め
て
参
加
し
た
が
具
体

的
な
お
話
で
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

学
校
で
の
指
導
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」「
日
頃
、
社
会
の
厳
し
さ
や
社

会
人
と
し
て
の
心
得
を
生
徒
に
話
す
機

会
が
多
く
あ
る
が
、
実
際
の

経
営
者
の
方
々
か
ら
説
得
力

の
あ
る
お
話
を
伺
え
た
。
今

後
の
参
考
に
し
た
い
。」
な

ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
四
者
面
談
会
は

毎
年
参
加
者
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

◆
参
加
企
業
経
営
者

（
敬
称
略
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン

電
子
株
式
会
社

常
務
取

締
役

▽
斉
木

政
美

サ
ン
ケ
ン
電
気
株
式

会
社

管
理
本
部
総
務
人
事
統
括
部

人
事
部
長

▽
高
橋

祐
介

高
橋
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
藤
池

誠
治

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役
会
長

▽
牛
窪

啓
詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製

作
所

代
表
取
締
役

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
主
催
、
県

教
育
委
員
会
後
援
に
よ
る
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
就
職
面
接
会
が
一
月
二

十
八
日
�
、
本
会
会
員
企
業
人
事
担
当

者
を
含
む
百
八
十
社
の
参
加
に
よ
り
大

宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
た
。

一
月
末
現
在
、
県
内
新
規
高
校
卒
業

予
定
者
の
就
職
内
定
率
は
８８
・

６
％
で
あ
り
、
過
去
十
年
で
最

高
値
で
あ
っ
た
昨
年
同
期
よ
り

１
・
８
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

る
。
し
か
し
、
八
百
十
五
名
が

未
内
定
と
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。

埼
玉
労
働
局
と
県
教
育
委
員

会
は
企
業
と
高
校
生
の
マ
ッ
チ

ン
グ
の
機
会
と
し
て
例
年
本
面

接
会
を
開
催
し
て
い
る
。
各
回

の
参
加
者
は
第
１
回
（
十
一
月

十
八
日
）
が
７
８
５
名
（
生
徒

６
５
３
名
・
教
員
１
３
２
名
）
、

参
加
企
業
１
５
９
社
、
第
２
回

（
一
月
二
十
八
日
）
が
２
５
０

名
（
生
徒
１
８
０
名
・
教
員
７０

名
）、
参
加
企
業
１
２
７
社
で
あ
っ
た
。

本
会
は
今
後
も
各
関
係
課
所
と
連
携

を
図
り
若
年
者
雇
用
の
促
進
を
図
る
と

共
に
、
地
元
産
業
界
の
安
定
雇
用
に
資

す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
企
業
の
皆
様
に
も
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

企企
業業
経経
営営
者者
とと
生生
徒徒
・・
保保
護護
者者
・・

教教
員員
にに
よよ
るる
四四
者者
面面
談談
会会
開開
催催

面
談
打
合
せ
の
様
子

面
談
の
様
子

面
談
の
様
子

面
接
の
様
子

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る

相
談
の
様
子

―３４―



平
成
二
六
年
二
月
十
七
日
�
十
三
時

三
〇
分
よ
り
埼
玉
大
学
総
合
研
究
棟
シ

ア
タ
ー
教
室
に
お
い
て
、
埼
玉
大
学
と

埼
玉
県
多
文
化
教
育
研
究
協
議
会
の
主

催
で
、「
埼
玉
県
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

と
し
て
の
留
学
生
〜
日
本
社
会
は
留
学

生
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
」
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
本

会
会
員
な
ど
一
〇
〇
名
を
超
え
る
方
々

が
参
加
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
埼
玉
大
学
上
井

喜
彦
学
長
の
開
会
挨
拶
が
行
わ
れ
、
続

い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ

ー
埼
玉
副
セ
ン
タ
ー
長
の
田
口
芳
弘
氏

の
「
埼
玉
県
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関

の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
現
状
と
課
題
と

題
す
る
」
基
調
報
告
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
埼
玉
副

セ
ン
タ
ー
長
の
田
口
芳
弘
氏
、
東
京
国

際
大
学
副
学
長
・
教
授
の
遠
藤
克
弥
氏
、

日
本
へ
の
留
学
経
験
を
経
て
現
在
芝
浦

工
業
大
学
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
教
授
の

翟
貴
生
氏
、
外
国
人
留
学
生
で
現
在
日

本
企
業
に
勤
務
し
て
い
るD

ang･Tuyen

氏
、
同
じ
く
�
迪
氏
（
現
在
本
会
会
員

の
�
マ
ス
ダ
ッ
ク
勤
務
）、
そ
し
て
本

会
の
根
岸
茂
文
専
務
理
事
の
六
名
が
参

加
し
、
埼
玉
大
学
国
際
本
部
留
学
交
流

支
援
室
長
・
教
授

中
本
進
一
氏
の
司

会
に
よ
り
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ま
ず
パ
ネ
リ
ス
ト
よ
り
、
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
意
見
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
会
場

の
外
国
人
留
学
生
並
び
に
既
に
日
本
企

業
等
に
就
職
し
て
い
る
外
国
人
留
学
生

Ｏ
Ｂ
か
ら
積
極
的
な
質
問
・
意
見
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ

た
。そ

し
て
、
最
後
に
埼
玉
大
学
教
育
学

部
教
授
石
戸
教
嗣
氏
よ
り
総
括
が
行
わ

れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
終
了
し
た
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
外

国
人
留
学
生
と
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ

た
。

脳
・
心
疾
患
や
精
神
障
害
の
労
災
の
業
務

上
認
定
に
お
い
て
、
過
重
労
働
性
の
評
価
と

し
て
、
労
働
時
間
の
長
さ
が
大
き
な
要
素
を

占
め
て
き
て
い
る
。
こ
の
労
災
認
定
基
準
の

労
働
時
間
概
念
を
判
例
は
次
第
に
緩
や
か
に

解
し
て
お
り
、
外
延
が
拡
大
し
て
い
る
。
注

意
す
べ
き
は
、
同
じ
「
労
働
時
間
」
と
い
っ

て
も
、
割
増
賃
金
請
求
上
の
「
労
基
法
上
の

労
働
時
間
」
と
は
、
異
な
る
概
念
で
あ
り
、

両
者
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。
労
災
保
険

法
上
、
認
定
基
準
と
し
て
定
め
る
「
労
働
時

間
」
と
は
、
過
重
労
働
の
要
素
と
し
て
「
業

務
起
因
性
判
断
に
お
け
る

労
働
時
間
」
と
い
う
概
念

で
あ
る
。労
基
法
上
の「
実

労
働
時
間
」
の
概
念
と
は

著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
労
災
保
険
給

付
に
関
す
る
行
政
訴
訟
に

お
い
て
、
出
張
の
際
の
移
動
時
間
に
つ
い
て

は
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
た
も

の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
労
働
者
は
、
移

動
時
間
中
、
当
該
交
通
機
関
に
乗
車
す
る
以

外
の
行
動
を
選
択
す
る
余
地
は
な
く
、
そ
の

時
間
中
不
自
由
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
業
務
起
因
性
の
判
断
に
際
し
て
は
、

こ
れ
を
労
働
時
間
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が

相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
、
韓
国

出
張
の
た
め
、
日
本
か
ら
韓
国
ま
で
飛
行
機

に
搭
乗
し
て
い
る
時
間
を
含
め
た
移
動
も
労

働
時
間
と
し
て
考
慮
す
る
の
が
相
当
と
し
て
、

労
基
署
長
の
業
務
外
の
認
定
を
取
消
し
た
事

案（
国
・
神
戸
東
労
基
署
長（
川
崎
重
工
業
）

事
件
・
神
戸
地
判
平
二
二
・
九
・
三
）
や
、

顧
客
接
待
の
時
間
も
人
脈
を
利
用
す
る
情
報

収
集
や
根
回
し
と
し
て
、
ま
た
、
会
議
終
了

後
の
関
係
者
と
の
飲
食
や
社
員
と
の
飲
食
も

業
務
の
延
長
で
あ
る
と
労
災
認
定
の
上
労
働

時
間
に
含
め
、
発
症
し
た
く
も
膜
下
出
血
と

の
業
務
起
因
性
を
認
め
て
労
基
署
長
の
業
務

外
認
定
を
取
り
消
し
て
い
る
（
国
・
大
阪
中

央
労
基
署
長（
ノ
キ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
）事
件
・

大
阪
地
判
平
二
三
・
一
〇
・
二
六
）。

さ
ら
に
、
自
宅
で
勉
強
し
た
技
術
試
験
の

受
験
勉
強
時
間
も
労
災
保
険
法
上
は
残
業
時

間
と
認
め
（
国
・
さ
い
た
ま
労
基
署
長
（
鉄

建
建
設
）
事
件
・
大
阪
地
判
平
二
一
・
四
・

二
〇
）、
商
品
の
不
正
調
査
の
た
め
伝
票
類

を
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
作
業
し
た
時
間
を
も
、

伝
票
類
の
自
宅
持
ち
帰
り
が
禁
止
さ
れ
た
行

為
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
業
務
過
重
性

の
認
定
上
は
労
働
時
間
と
認
め
（
国
・
中
央

労
基
署
長
（
大
丸
東
京
店
）
事
件
・
東
京
地

判
平
二
〇
・
一
・
十
七
）
て
い
る
。
労
基
法

上
は
、
自
宅
持
ち
帰
り
残
業
に
つ
い
て
は
、

自
宅
は
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置
か
れ
て

い
る
と
は
評
価
で
き
な
い
の
で
、
労
働
時
間

に
は
該
当
し
な
い
。

ま
た
、
心
停
止
よ
る
死
亡
に
関
し
、
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

釣
り
大
会
参
加
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
束
と

親
睦
上
、
責
任
者
と
し
て
参
加
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
と
し
、
懇
親
会
、
食
事
会
（
２
次

会
を
含
む
。）
に
つ
い
て
も
、
責
任
者
と
し

て
切
り
盛
り
が
必
要
で
、
費
用
も
経
費
処
理

が
会
社
か
ら
承
認
さ
れ
て
い
た
と
し
、「
労

災
保
険
制
度
の
趣
旨
、
目
的
を
踏
ま
え
て
」

社
会
通
念
に
照
ら
し
、
労
働
時
間
と
認
め
ら

れ
る
」（
国
・
三
田
労
基
署
長
（
ヘ
キ
ス
ト

ジ
ャ
パ
ン
）
事
件
・
東
京
地
判
平
二
三
・
十

一
・
一
〇
）
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
両
者
は
、
要
件
が
大
き
く
違

う
の
で
、
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

労
基
法
と
労
災
保
険
法
上

の
労
働
時
間
の
混
同

弁
護
士

安
西

�

シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム

「
埼
玉
県
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
留
学
生

〜
日
本
社
会
は
留
学
生
に
何
を
求
め
て
い
る
の

か
」
―
埼
玉
大
学
で
開
催

外国人留学生OBの左から翟貴生氏、
Dang･Tuyen 氏、�迪氏

開会挨拶をする上井喜彦埼玉大学学長

１００名を超える参加者があった

会場から活発な意見が出された

―３５―



米
国
オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
の
研
修

生
の
受
入
企
業
を
募
集
し
ま
す

実務研修中のオハイオ州の大学生

新
た
な
取
組
に
挑
戦
す
る

中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

平
成
２６
年
度
前
期
技
能
検

定
試
験
の
お
知
ら
せ

西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い

拠
点
の
街
区
愛
称
が

「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」に
決
定

平
成
２５
年
労
働
組
合
基
礎

調
査
結
果
に
つ
い
て

県
で
は
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
と
姉
妹
提
携

を
行
い
、
様
々
な
交
流
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

そ
の
経
済
交
流
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
平
成
２
年
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
３５
社
の
企

業
で
８６
名
の
研
修
生
を
迎
え
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
経
験
は
将
来
に
活
か
せ
る
、
日
本
と
関

係
が
あ
る
仕
事
に
就
き
た
い
、
と
い
っ
た

話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
生
を
受

け
入
れ
た
企
業
か
ら
は
、
社
員
に
と
っ
て

も
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
に
目
を
向
け
る

き
っ
か
け
と
な
り
視
野
が
広
が
っ
た
と
の

声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
平
成
２６
年
度
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
の
研
修
生
の
受
入
企
業

を
募
集
し
ま
す
。

【
概

要
】

�
研
修
生

オ
ハ
イ
オ
州
内
の
大
学
生

（
企
業
で
の
実
務
研
修
が
可
能
な
日
本

語
能
力
を
有
し
て
い
ま
す
。）

�
受
入
れ
時
期

平
成
２６
年
６
〜
８
月

�
受
入
れ
期
間

概
ね
３
〜
６
週
間

（
受
入
企
業
数
な
ど
に
よ
っ
て
調
整
）

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
１８
日
�
ま
で

に
左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

産
業
・
雇
用
企
画
調
査
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
経
営
宣
言
！
企
業
登
録
制

度経
営
や
技
術
を
向
上
さ
せ
る
意
欲
的
な

取
組
を
、
経
営
者
自
ら
の
言
葉
で
宣
言
い

た
だ
く
も
の
で
す
。
宣
言
の
内
容
を
県
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
登
録
い
た
だ
く
と
、
県
Ｈ
Ｐ

で
企
業
名
を
御
紹
介
す
る
ほ
か
、
メ
ー
ル

で
の
企
業
経
営
に
役
立
つ
情
報
（
県
・
国

の
施
策
や
補
助
金
な
ど
）の
提
供
、中
小
企

業
診
断
士
等
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

が
受
け
ら
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

●
経
営
革
新
計
画
承
認
制
度

経
営
を
革
新
す
る
た
め
の
計
画
を
県
に

提
出
し
、
承
認
を
受
け
る
制
度
で
す
。
計

画
作
成
に
よ
っ
て
目
標
達
成
へ
の
道
筋
が

明
確
化
さ
れ
ま
す
。
計
画
作
成
時
・
実
行

時
に
は
、
中
小
企
業
診
断
士
等
専
門
家
か

ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、

承
認
後
に
は
低
利
融
資
等
支
援
制
度
（
別

途
審
査
が
あ
り
ま
す
）
が
利
用
で
き
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

経
営
革
新
支
援
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
１
０
）

働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
一
定
の
基

準
に
よ
り
検
定
す
る
、
国
家
検
定
制
度
で

あ
る
技
能
検
定
試
験
の
お
知
ら
せ
で
す
。

�
受
検
資
格

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、

該
当
す
る
検
定
職
種
に
関
す
る
実
務
経

験
が
あ
る
人

�
試
験
日
程

６
月
〜
９
月
（
募
集
職
種

に
よ
り
異
な
る
）

�
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発

協
会
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
）

同
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ

い
。

http
://w
w
w
.saitam

a-vada.or.jp/

�
申
請
受
付

４
月
７
日
�
〜
１８
日
�
に

同
協
会
へ
申
請
書
を
提
出
。

詳
し
い
試
験
日
程
は
県
産
業
人
材
育
成

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

※
３
月
２８
日
更
新
と
な
り
ま
す
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/kent
ei/kentei-nittei.htm

l
�
問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
０
４
８
―
８
２
９
―
２
８
０
２
）

県
産
業
人
材
育
成
課

技
能
振
興
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
２
）

平
成
２７
年
春
、
川
越
駅
西
口
に
、
西
部

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
産
業
振
興
を
目
的

と
し
た
県
の
施
設
や
県
地
方
庁
舎
、
文
化

芸
術
の
振
興
や
市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る

川
越
市
の
施
設
、
民
間
に
ぎ
わ
い
施
設
な

ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
こ
の
複
合
拠
点
施
設
の
街

区
愛
称
が
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

こ
の
愛
称
の
下
、新
た
に
誕
生
す
る「
ま

ち
」
が
広
く
親
し
ま
れ
、
多
く
の
方
々
に

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

選
定
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�w
est

（
西
）
とstart

（
ス
タ
ー
ト
）
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
、
明
る
い
響
き
で

親
し
み
や
す
い
。

�
埼
玉
県
西
部
と
、川
越
駅
西
口
の
西（
ウ

ェ
ス
ト
）
に
川
越
が
組
み
合
わ
さ
れ
、

街
区
の
地
理
的
な
状
況
が
分
か
り
や
す

い
。

�
ス
タ
ー
ト
は
地
域
の
振
興
、
様
々
な
市

民
活
動
、
に
ぎ
わ
い
が
本
施
設
か
ら
始

ま
る
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
広
く
本
施

設
の
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
る
。

�
ま
つ
り
な
ど
を
意
味
す
る
フ
ェ
ス
タ
と

も
語
感
が
似
て
お
り
、
に
ぎ
わ
い
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
拠
点
整
備
課

東
部
・
西
部
ふ
れ
あ
い
拠
点
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
７
６
１
８
）

―
県
内
の
労
働
組
合
数
は
２
年
連
続
増
加
、

組
合
員
数
は
３
年
連
続
減
少
―

県
は
、
平
成
２５
年
６
月
３０
日
現
在
の
県

内
の
労
働
組
合
数
及
び
組
合
員
数
を
取
り

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
埼
玉
県

内
の
す
べ
て
の
労
働
組
合
を
対
象
に
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

�
調
査
結
果
の
概
要

�
組
合
数
及
び
組
合
員
数

県
内
の
労
働
組
合
数
は
１
、８
６
１
組

合
、
組
合
員
数
は
３
６
５
、３
５
９
人
で
、

前
年
よ
り
組
合
数
は
４
組
合（
０
・
２
％
）

増
加
し
、
組
合
員
数
は
３
、
４
１
１
人

（
０
・
９
％
）
減
少
し
ま
し
た
。

�
産
業
別
組
織
状
況

製
造
業
が
５
９
６
組
合
、１
０
２
、７
２
９

人
で
組
合
数
、
組
合
員
数
と
も
に
最
も
多

く
、
組
合
数
は
全
体
の
３２
・
０
％
、
組
合

員
数
で
は
全
体
の
２８
・
１
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

�
企
業
規
模
別
（
民
営
企
業
）
組
織
状
況

組
合
数
で
は
、
従
業
員
２
９
９
人
以
下

の
企
業
の
組
合
が
全
体
の
３５
・
８
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
組
合
員
数
で
は
、
従
業
員

１
、０
０
０
人
以
上
の
企
業
の
組
合
員
が

全
体
の
５５
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

�
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
合
員

４
５
、４
３
７
人
で
、前
年
よ
り
５
５
０

人（
１
・
２
％
）増
加
し
ま
し
た
。県
内
の
全

組
合
員
数
に
占
め
る
割
合
は
１２
・
４
％
で
、

前
年
よ
り
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/rod
okum

iaikisochousa.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

総
務
・
労
働
団
体
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
７
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

施設完成予想図

―３６―



―３７―








































































































（
注
）シ
ン
ク
タ
ン
ク
等
機
関
と
の
連

絡
協
議
会＝

日
本
学
術
会
議
、
経

済
社
会
総
合
研
究
所
、科
学
技
術
・

学
術
政
策
研
究
所
、
経
済
産
業
研

究
所
、
科
学
技
術
振
興
機
構
研
究

開
発
戦
略
セ
ン
タ
ー
、
日
本
経
済

団
体
連
合
会
、
産
業
競
争
力
懇
談

会
が
参
画

首
都
直
下
地
震
の
被
害
想
定
と

対
策
め
ぐ
り
意
見
交
換
行
う

―
防
災
に
関
す
る
委
員
会
・
国

民
生
活
委
員
会

経
団
連
の
防
災
に
関
す
る
委
員
会

（
橋
本
孝
之
共
同
委
員
長
、
柄
澤
康
喜

共
同
委
員
長
）と
国
民
生
活
委
員
会（
川

合
正
矩
共
同
委
員
長
、
木
村
惠
司
共
同

委
員
長
）
は
２
月
１０
日
、
東
京
・
大
手

町
の
経
団
連
会
館
で
会
合
を
開
催
し
、

中
央
防
災
会
議
首
都
直
下
地
震
対
策
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
主
査
を

務
め
た
増
田
寛
也
野
村
総
合
研
究
所
顧

問
か
ら
、
昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た
首
都

直
下
地
震
の
被
害
想
定
と
対
策
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

説
明
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
首
都
直
下
地
震
の
被
害
の
様
相

今
回
防
災
対
策
の
対
象
と
し
た
の
は
、

今
後
３０
年
で
７０
％
の
確
率
で
発
生
す
る

と
見
込
ま
れ
る
Ｍ
７
・
３
の
都
区
部
南

部
を
震
源
と
す
る
地
震
で
あ
る
。
冬
の

夕
方
に
風
速
毎
秒
８
メ
ー
ト
ル
と
い
う

状
況
下
で
発
生
し
た
場
合
、
火
災
の
同

時
多
発
等
に
よ
り
被
害
は
最
も
深
刻
と

な
る
。
試
算
で
は
、
全
壊
・
焼
失
家
屋

は
最
大
で
約
６１
万
棟
、死
者
は
最
大
２
・

３
万
人
、
被
害
額
は
約
９５
兆
円
に
上
る

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

被
災
の
特
徴
と
し
て
、
政
府
関
係
機

関
と
経
済
中
枢
機
能
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
る
。
ま
た
、
首
都
圏
の
５
割
の
地

域
で
停
電
が
発
生
し
、
最
悪
の
場
合
は
、

１
週
間
以
上
回
復
せ
ず
、
回
復
後
も
、

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ

る
。
加
え
て
、
通
信
の
不
安
定
化
や
鉄

道
の
全
面
運
転
再
開
ま
で
約
１
カ
月
を

要
す
る
等
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
さ

ら
に
、
主
要
道
路
の
道
路
啓
開
に
は
、

放
置
車
両
等
の
た
め
、
少
な
く
と
も
１

〜
２
日
を
要
す
る
な
ど
、
物
資
輸
送
の

遅
滞
も
問
題
と
な
る
。

２
�
事
前
対
策
の
重
要
性

こ
の
よ
う
な
被
害
想
定
で
は
あ
る
が

事
前
対
策
を
講
じ
れ
ば
、
死
者
数
や
被

害
額
等
は
確
実
に
軽
減
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。

ま
ず
、
建
物
の
耐
震
化
率
を
１
０
０

％
ま
で
引
き
上
げ
れ
ば
、
全
壊
棟
数
と

死
者
数
は
約
９
割
減
少
す
る
と
い
う
効

果
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
等
を
設
置
し
、
電
気
出
火
を
防

止
す
る
こ
と
で
、
焼
失
棟
数
を
約
５
割

減
ら
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

次
に
、
被
害
額
は
、
電
気
出
火
の
防

止
と
初
期
消
火
の
成
功
率
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
で
、
約
３０
％
ま
で
減
少
す
る
。

こ
れ
に
加
え
、
建
物
の
耐
震
化
率
を
１

０
０
％
と
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
・Business

Continuity
Plan

）
の

策
定
等
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
５０
％
以

上
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
都
区
部
で
は
一
斉
に
物
資
が

な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

各
人
・
各
企
業
に
は
最
低
３
日
分
、
可

能
で
あ
れ
ば
１
週
間
程
度
の
備
蓄
を
お

願
い
し
た
い
。
さ
ら
に
、
企
業
と
し
て

も
、
通
勤
困
難
な
状
況
が
発
生
す
る
こ

と
も
視
野
に
入
れ
、
危
機
管
理
に
か
か

わ
る
人
員
の
確
保
に
関
す
る
対
策
を
講

じ
る
と
と
も
に
、
防
災
関
係
者
以
外
も

含
め
、
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〈
意
見
交
換
〉

経
団
連
側
か
ら
は
、「
６
０
０
万
人

も
の
帰
宅
困
難
者
に
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
く
べ
き
か
」「
発
災
後
通
行
可

能
な
道
路
に
関
す
る
情
報
の
発
信
を
一

元
化
し
て
ほ
し
い
」
等
の
質
疑
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
増
田
氏
か
ら
は
、「
発

災
後
の
交
通
の
状
況
や
家
族
の
安
否
情

報
等
を
確
実
に
国
民
へ
伝
達
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
、
ラ
ジ
オ
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
等
の
活

用
が
必
要
」「
交
通
情
報
に
つ
い
て
は
、

発
災
後
に
都
の
対
策
本
部
が
警
察
と
道

路
管
理
者
か
ら
情
報
を
収
集
す
る
が
、

実
効
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
訓
練
が

必
要
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

「
総
合
科
学
技
術
会
議
の
司
令

塔
機
能
強
化
に
関
す
る
提
言
」

を
公
表

―
法
的
権
限
、
予
算
・
体
制
を

強
化
し
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
政
策
の
強
力
推
進
を

経
団
連
は
２
月
１８
日
、「
総
合
科
学

技
術
会
議
の
司
令
塔
機
能
強
化
に
関
す

る
提
言
」
を
公
表
し
た
。
同
提
言
は
、

政
府
内
で
検
討
さ
れ
て
い
た
総
合
科
学

技
術
会
議
の
司
令
塔
機
能
強
化
に
関
す

る
法
改
正
に
向
け
て
、
経
団
連
の
考
え

方
を
示
し
た
も
の
。
概
要
は
次
の
と
お

り
。

１
�
法
的
権
限
の
強
化＝

内
閣
府
設
置

法
の
改
正

総
合
科
学
技
術
会
議
が
、
真
の
司
令

塔
と
し
て
、
省
庁
の
縦
割
り
を
打
破
し

な
が
ら
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政

策
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
法

的
権
限
の
強
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
現
在
、
文
部
科
学
省

設
置
法
上
に
記
さ
れ
て
い
る
「
科
学
技

術
基
本
計
画
の
策
定
・
推
進
」「
科
学

技
術
に
関
す
る
関
係
府
省
の
経
費
の
見

積
も
り
の
方
針
の
調
整
」
と
い
っ
た
所

掌
事
務
を
内
閣
府
に
移
管
す
る
と
と
も

に
、
科
学
技
術
の
振
興
の
み
な
ら
ず
、

研
究
開
発
の
成
果
を
実
用
化
・
事
業
化

に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
の
推
進
等
も

可
能
と
な
る
よ
う
、
内
閣
府
設
置
法
を

改
正
す
べ
き
で
あ
る
。

２
�
予
算
権
限
の
強
化＝

独
自
予
算
の

保
持

２
０
１
４
年
度
予
算
案
に
お
い
て

「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」、
１３
年
度
補
正
予

算
案
に
お
い
て
「
革
新
的
研
究
開
発
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｉ
ｍ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｔ
）」

と
い
う
二
つ
の
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創

設
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
画
期
的

で
あ
る
。

た
だ
し
、
今
回
、
Ｓ
Ｉ
Ｐ
は
各
省
か

ら
一
定
割
合
の
予
算
を
拠
出
さ
せ
る
こ

と
で
予
算
を
確
保
し
、
ま
た
、
Ｉ
ｍ
Ｐ

Ａ
Ｃ
Ｔ
は
文
部
科
学
省
に
予
算
が
計
上

さ
れ
る
。
総
合
科
学
技
術
会
議
の
司
令

塔
機
能
を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
内
閣

府
が
独
自
予
算
を
確
保
し
、
予
算
権
限

を
強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
後
は
両
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
も
、
内
閣
府

が
一
元
的
に
予
算
を
要
求
し
、
計
上
す

る
仕
組
み
と
す
べ
き
で
あ
る
。

３
�
体
制
の
強
化＝

政
府
関
係
機
関
等

と
の
連
携
強
化
と
事
務
局
の
充
実

総
合
科
学
技
術
会
議
の
司
令
塔
機
能

を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
事
務
局
機
能

の
強
化
が
必
須
で
あ
る
。
科
学
技
術
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
通
じ
た
プ
ロ
パ

ー
職
員
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
主
た
る
担
い
手
で
あ
る

企
業
の
知
見
を
政
策
に
よ
り
強
く
反
映

で
き
る
よ
う
、
企
業
出
身
者
の
積
極
的

な
受
け
入
れ
や
幹
部
登
用
を
図
る
必
要

が
あ
る
。

ま
た
、
基
礎
研
究
の
成
果
を
応
用
・

開
発
研
究
に
円
滑
に
つ
な
げ
る
た
め
に

は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
と
研
究
開
発

法
人
の
連
動
性
を
強
化
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
特
に
、
関
係
府
省
が
所
管

す
る
中
核
的
な
研
究
開
発
法
人
に
つ
い

て
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
意
向
を

各
法
人
の
活
動
に
強
く
反
映
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

今
般
、
内
閣
府
に
お
い
て
、
シ
ン
ク

タ
ン
ク
等
機
関
と
の
連
絡
協
議
会（
注
）

が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
総
合

科
学
技
術
会
議
は
、
こ
う
し
た
シ
ン
ク

タ
ン
ク
等
を
有
効
活
用
し
て
調
査
分
析

機
能
を
強
化
し
、
具
体
的
な
政
策
立
案

に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３８―
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一
月
一
〇
日
〜
三
月
三
一
日

◆
一
・
一
六

第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
・
二
一

第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
七

第
四
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
一
・
二
九

第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
埼
玉
県
立

浦
和
図
書
館
）

◆
二
・
三

西
部
地
区
協
議
会
（
丸
広
百
貨
店
）

◆
二
・
四

第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
二
・
六

北
部
地
区
協
議
会（
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷
）

◆
二
・
七

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
二
・
一
〇

青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
二
・
一
二

中
部
地
区
協
議
会（
サ
イ
サ
ン
会
議
室
）

◆
二
・
二
〇
、
二
六
、
三
・
五
、
一
二

労
働
法
・
社

会
保
険
担
当
者
実
務
講
座
第
一
講
〜
第
四
講
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
一

第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
六

埼
玉
大
学
・
当
会
合
同
特
別
公
開
講
座

第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
七

中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
二
・
二
八

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
三
・
三

埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
開

発
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
四

第
五
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
六

第
二
七
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流
の
集

い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
〇

第
八
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
三
・
一
一

第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
四

第
九
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）

◆
三
・
一
八

理
事
会
・
幹
事
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
）

◆
三
・
一
九

第
四
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
三
・
二
六

第
一
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

▼
寝
不
足
の
続
い
た
「
ソ
チ
・
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
も
幕
を
閉
じ
た
。
当
初
懸
念
さ
れ

て
い
た
テ
ロ
事
件
な
ど
も
な
く
、
素
晴
ら
し

い
開
会
式
に
閉
会
式
で
あ
っ
た
。
日

本
選
手
団
も
最
年
少
（
１５
歳
）
の
平

野
選
手
や
最
年
長
（
４１
歳
）
の
葛
西

選
手
が
銀
メ
ダ
ル
と
８
個
を
獲
得
し

た
。
残
念
な
の
は
、
メ
ダ
ル
を
期
待

さ
れ
て
い
た
女
性
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー

ト
・
女
性
ジ
ャ
ン
プ
・
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
な
ど
で
の
不
成
績
で
あ
っ
た
。

素
人
の
目
か
ら
診
る
と
、『
日
本
選
手

の
多
く
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
弱
い
』

と
感
じ
て
し
ま
う
。
体
力
や
技
術
力

の
他
に
精
神
力
を
鍛
え
る
こ
と
も
必

要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
し
か
し
、

全
員
が
今
ま
で
の
練
習
成
果
を
十
分

に
出
し
て
頑
張
っ
た
こ
と
と
思
う
の

で
、「
お
疲
れ
様
で
し
た
」
と
称
賛

の
意
を
表
し
た
い
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」
に
は
本
当
に
魔
物
は
居
る
の
か
な
？

▼
選
手
達
の
帰
国
後
に
日
本
海
外
派
遣
員
協

会
の
記
者
会
見
が
行
わ
れ
た
。
フ
ィ
ギ
ア
選

手
で
は
唯
一
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
羽
生
選
手

で
は
な
く
、浅
田
選
手
で
や
は
り
話
題
性（
シ

ョ
ウ
ト
と
フ
リ
ー
の
演
技
差
が
？
現
役
続
行

か
引
退
か
？
森
元
総
理
の
発
言
が
？
）
を
重

視
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
記
者
会
見

の
Ｔ
Ｖ
放
映
で
浅
田
選
手
が
「
森
さ
ん
は

…
」
と
話
し
て
い
た
が
Ｔ
Ｖ
の
テ
ロ
ッ
プ
で

は
「
森
元
総
理
…
」
と
な
っ
て
い
た
。
森
元

総
理
は
東
京
五
輪
の
組
織
委
員
会
々
長
で
も

あ
る
し
、
年
配
者
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
報
道

し
た
Ｔ
Ｖ
局
の
『
思
い
や
り
』
だ
ろ
う
か
？

▼
こ
の
ソ
チ
・
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
期

間
中
に
国
内
で
は
「
大
雪
」
が
降
り
積
り
各

所
で
交
通
が
遮
断
さ
れ
孤
立
し
た
り
、
車
に

閉
じ
込
め
ら
れ
た
り
、
青
果
物
生
産
者
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
散
々
だ

っ
た
。
ソ
チ
の
路
上
に
は
雪

も
な
く
半
袖
で
歩
く
人
や
海

水
浴
を
し
て
い
る
人
達
も
見

か
け
ら
れ
た
。
毎
回
の
よ
う

に
記
述
し
て
い
る
が
、
本
当

に
世
界
は
異
常
気
象
だ
。
し

か
し
、
自
然
に
は
逆
ら
っ
て

も
中
々
勝
て
る
も
の
で
な
い
。

▼
山
梨
県
の
大
月
・
都
留
・

河
口
湖
周
辺
の
積
雪
が
特
に

酷
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
道
路

除
雪
な
ど
の
管
理
は
「
行
政

の
縦
割
り
」
で
国
道＝

国
、

県
道＝

県
、
市
道＝

市
、
そ

し
て
高
速
道
路
は＝

公
団
、

車
両
（
事
故
や
渋
滞
な
ど
）

情
報＝

警
察
、
気
象
の
見
通
し
な
ど＝

気
象

庁
。
こ
れ
ら
の
最
新
情
報
が
何
処
か
一
か
所

に
入
り
、
総
合
判
断
を
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
そ
の
最
終
判
断
者
は
誰
に
す
べ

き
か
を
突
発
的
な
危
機
管
理
が
発
生
し
た
場

合
に
は
決
定
し
て
お
く
必
要
性
が
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
企
業
を
み
て
い
る
と
実

に
共
通
し
て
い
る
点
が
多
い
！

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第１９８回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
新
入
社
員
研
修

日
時

四
月
二
日
�
九
時
三
十
分
〜

一
六
時
四
十
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

基
調
講
演
・
講
義
・
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー

ト
ナ
ー
講
師

古
澤
美
奈
子

氏

基
調
講
演
講
師

Ａ
Ｇ
Ｓ
�
公
共
法

人
部
公
共
営
業
部
営
業
第
二

グ
ル
ー
プ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

江
原
知
穂
氏

★
第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
八
日
�
一
三
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
真

の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
「
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法

―
�
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
�

で
学
ぶ
―
１
」

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
�
パ

ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

★
理
事
会
・
幹
事
会

日
時

四
月
一
四
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

演
題

語
ら
れ
ざ
る
中
国
の
未
来

〜
中
国
近
未
来
の
シ
ナ
リ
オ

と
日
本
の
対
応

講
師

キ
ヤ
ノ
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

研
究
所
研
究
主
幹

宮
家
邦

彦
氏

★
第
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
一
五
日
�
九
時
三
〇
分

〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
実
践
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
仕
事
で
求
め

ら
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
阻

害
要
因
を
把
握
し
、
ワ
ー
ク

ア
ウ
ト
を
通
じ
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
実
践
し
て
み
る
〜

講
師

一
橋
大
学
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

清

水

洋
氏

★
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

四
月
一
七
日
�
一
四
時
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

定
年
後
再
雇
用
に
お
け
る
人

事
処
遇
制
度
設
計
実
務
セ
ミ

ナ
ー
〜
希
望
者
全
員
雇
用
時

代
の
再
雇
用
制
度
見
直
し
方

向
と
は
〜

講
師

経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事

賃
金
セ
ン
タ
ー
シ
ニ
ア
フ
ェ

ロ
ー

吉
田
純
一
氏

★
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

四
月
二
二
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・

四
〇
四

内
容

経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
真

の
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す
「
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法

―
�
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
�

で
学
ぶ
―
２
」

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
�
パ

ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地
照
子
氏

★
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説

明
会

日
時

四
月
二
四
日
�
一
四
時
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
四

内
容

各
種
支
援
施
策
説
明

★
平
成
二
六
年
度
定
時
総
会

日
時

五
月
一
四
日
�
一
三
時
三
〇

分
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
二
五
年
度
決
算
・
事
業

報
告
、平
成
二
六
年
度
予
算
・

事
業
計
画
、
そ
の
他
、
講
演

会
、
懇
親
会

演
題

リ
・
イ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
〜
日

本
企
業
の
革
新
の
方
向
性
を

示
す

講
師

神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研

究
科

教
授

三
品
和
広
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

サ
ー
マ
ル
化
工
�

代
表
取
締
役

石
井

孝
	

戸
田
市
早
瀬
一
―
一
八
―
三

電
話
〇
四
八
―
四
二
一
―
四
八
八

〇（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
一
〇
名

金
属
熱
処
理

�
サ
イ
オ
ー

代
表
取
締
役

橋
本

一
憲

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
岸
町
七
―
一

二
―
四

電
話
〇
四
八
―
七
一
〇
―
五
五
八

八（
資
）
四
千
万
円

（
従
）
七
六
〇
名

ビ
ル
総
合
管
理

�
ジ
ャ
パ
ン
エ
コ
ロ
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

齋

裕
一

さ
い
た
ま
市
南
区
大
谷
場
二
―
一

四
―
三
四
―
二
一
四

電
話
〇
四
八
―
七
八
九
―
六
二
二

〇（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
〇
名

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
コ
ー
テ
ィ

ン
グ

�
ト
ラ
ス
ト
・
グ
リ
ー
ン

代
表
取
締
役

須
賀

秀
樹

川
口
市
長
蔵
一
―
一
三
―
一
四

電
話
〇
四
八
―
二
九
五
―
六
一
六

四（
資
）
三
百
万
円

（
従
）
七
名

造
園
業

�
氷
見
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

氷
見

隆

さ
い
た
ま
市
中
央
区
本
町
西
五
―

四
―
九

電
話
〇
四
八
―
八
五
四
―
三
七
五

一（
資
）
七
百
五
十
万
円

（
従
）
八
名

精
密
プ
レ
ス
加
工

〈
代
表
者
変
更
〉

積
水
ハ
ウ
ス
�
埼
玉
支
店

支
店
長

北
村

啓

（
旧

三
本

敬
久
）

〈
住
所
変
更
〉

�
ト
ッ
プ
ラ
イ
ン

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
宮
町
二
―
二

三
イ
ー
ス
ト
ゲ
ー
ト
大
宮
ビ
ル
Ａ

館（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木

町
四
―
三
三
三
―
一
三
Ｏ
Ｌ
Ｓ
ビ

ル
１１
Ｆ
）

�
ラ
ス
コ

加
須
市
北
平
野
八
〇
七
―
二

（
旧

加
須
市
新
利
根
二
―
八
―

七
）
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